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一話　筆頭宮廷薬師の交代と第二のテルマエへの招待






　真紀元一一四七年五月。聖泉と異界の研究室から戻ったファルマは、異世界薬局と新学期準備中のサン・フルーヴ帝国医薬大学校、そして屋敷とを往復する多忙な日々を過ごしていた。

　彼は、異界の研究室とアクセスした際に持ち帰った知識や技術を異世界に根付かせ現地で運用してゆくために、物質創造では生産できないバイオ医薬品の製造を視野に入れている。

　ファルマが異界の研究室から持ち出してきた試薬類は、こちらの世界に入った時点で秘宝化したようだが、問題なく使えると分かるまで使用せず、ド・メディシス家の冷凍倉庫に厳重に保管されており、多忙な仕事の合間を縫って、ファルマは少しずつ性状試験を行っている。

　またマーセイル製薬工場では、放線菌から精製された主要な抗菌薬の大量生産体制が整備され、合成医薬品の生産体制を整えていた。そして、異世界薬局においては、あらかじめ物質創造で生産、ストックしておく薬の種類を増やし、ファルマの不在時にもエレンや三人のアルバイト薬師たちが幅広く調剤できるようにと、疾患の鑑別や薬の処方の指導にも熱を入れていた。




　そんなある日、いつもと変わらぬド・メディシス家の夕ゆう餐さんの席で、ブリュノはパッレとファルマを前に、重い口調で切り出した。

「二人とも、話がある。少し時間をとってもいいか」

「はい。何のお話ですか？」

　パッレが緊張しながら尋ねると、ブリュノは息子たちを眺めて厳かに告げた。

「私はユーゴー・ド・ラ・トレモイユ尊爵の辞任で宮廷薬師が減少したことに伴い、陛下に宮廷薬師の人事見直しを提言した」

「それは父上やファルマの進退にも影響しますか？」

　パッレがブリュノにうかがう。

「筆頭の任を降りる旨を進言した。宮廷薬師が減った代わりに、宮廷つきの一級薬師は増員する。その改組の中で、春の論功行賞で陛下は後任にファルマをご指名なさるご意向だ」

「どういうことですか!?　どうして辞任など!?」

　ファルマは降ってわいたような話に驚き、ブリュノに問いただす。

「ファルマが陛下の白死病を治癒させたときから、私は既に筆頭宮廷薬師ではなかった。筆頭宮廷薬師は、陛下の主治薬師でなくてはならん。これまではお前の年齢と社会的立場の双方を鑑み、不本意ながら私が筆頭をいただいていたが、もうファルマも自らの言動と処方の責任を負える齢よわいになった。法務書類も書けるはずだ。今を潮時として、自ら辞すのだ」

　ファルマは絶句し、パッレは目を見開いていた。

「であるが、宮廷薬師として奉職することにはこれまでと相違ない」

「父上、お考え直しください。父上をおいて筆頭宮廷薬師はありえません、帝国医薬大の総長であり、薬師として、また薬学者として国内外に誉れ高い父上が筆頭であればこそ、皇帝陛下の御治世も盤石と聞こえてございます。私のような年端もいかず、功績も十分でない若輩者が筆頭に叙任されれば、国内外に勘繰りの余地を挟んでしまうでしょう」

「薬師は政治家ではないぞ、ファルマ。余計な勘繰りをしているのはお前のほうだ」

「しかし……父上がご健在でありながら、私が筆頭に就任するという事態は、異常です」

　ファルマがあの手この手で慰留しようとも、ブリュノには通用しなかった。

「陛下の主治薬師は、年功によらず帝国最高の学識と技能を持つ薬師でなければならぬ。因習は是正せねばならんのだ。パッレ、お前はどう思うか」

　パッレは信じられないといった顔をしていたが、やがて口を開いた。

「帝国最高の薬師でなければならないという父上の英断は斟しん酌しゃくします。そして今、帝国でもっとも学識があり、神術にもとりわけすぐれた薬師は弟のファルマであると、わが身をもって存じています。兄として情けなくはありますが、異議はありません。ファルマが筆頭に就任することに異論はないのですが、ファルマも申し上げておりますように、先例のなかった筆頭宮廷薬師の交代が、世間にどのように受け止められるか……」

　なぜこの時期に、という疑問はパッレにもあったようだ。それに一度筆頭宮廷薬師、侍医長などに任命されれば、皇帝が罷免しない限り、その地位は生涯約束される。つまり筆頭宮廷薬師の交代は、皇帝エリザベートがブリュノを罷免したように市井には受け止められるのだ。それはひどく不名誉なことなのではないかと、パッレは言外に含んでいる。

「限られた人生をよく生きるためには、適時適所に動かねばならん。それは私も、お前たちも同じだ。人は誰しも、同じ地位と場所に留とどまれはせんのだ。ファルマも私に気兼ねをして、陛下の御前で奏上すべきこともできなかっただろう。これからは、お前の思うようにしなさい」

　ファルマはなおもブリュノの提案を受け止められずに困惑していた。

「また、パッレよ」

「はい」

　どこかショックを隠せないような顔をしていたパッレに、ブリュノは視線を合わせる。

「お前に、私が受け持っている患者のうち、尊爵位以外の患者を順次引き継いでゆく。難病や重症の患者や、公爵位も含まれる。エレオノールにも任せたことのない、上得意だ」

　パッレは目を見開いた。高名な薬師であるブリュノは、サン・フルーヴ帝国内外に、多くの患者を抱えていた。帝国では尊爵位と皇族は宮廷薬師しか診みられないが、公爵位の貴族の患者を引き継ぐというのは、パッレにはかなり責任が重い。診療と治療の報酬は莫大だが、失敗の一つでもあれば、多額の賠償金を支払わねばならない。

「ファルマが筆頭宮廷薬師であろうとなかろうと、お前が次のド・メディシス家の家長であり、私の後継とする方針に変更はない。私以上の医療を患者に提供できるよう、心して治療にあたり、症例を重ねて功績をあげ、宮廷薬師を目指しなさい」

「……承知しました。筆頭宮廷薬師を辞し、重要な患者を私に引き継ぎ、それでは父上の次の適所とはどこだとお考えですか？」

　パッレが核心を問う。

「私は、残りの人生を学問に捧ささげようと思う」

　ブリュノの決意は固まってしまっていたが、ファルマは漠然と彼は宮廷から手をひき、大学改革に本腰を入れると言っているのだろうと察し、衝動的判断ではなく理性的に動いていると感じた。





　◆






「以上の理由をもって、宮廷薬師ファルマ・ド・メディシスを宮廷薬師団筆頭に任する」

　女帝の帝てい杖じょうが、史上最年少で宮廷薬師となったファルマの肩を打ちすえる。

　サン・フルーヴ帝国宮廷の大ホール、春の論功行賞の場で祝福の拍手と楽団の演奏が晴れやかに鳴り響いていた。




　論功行賞の後、控室で帰り支度をしていると、ファルマはブリュノの激励を受けた。

「これからは、この私を含め宮廷に属する薬師全員がお前の部下となる。筆頭の任は重いぞ」

「恐縮です。精進します」

　とうとう受け取ってしまった筆頭宮廷薬師のバッジが持つ任を、ファルマは重くとらえていた。

「筆頭宮廷薬師のバッジも重かろう」

「そういえば重いです、そう感じるのは気のせいでしょうか」

「実際に重いのだ。バッジの裏を見てみなさい」

　ファルマが自身の名入れがされたバッジの裏をあらためると、そこには小瓶が仕込まれていた。ファルマがそれに目をとめていると、ブリュノがファルマの疑問に答えた。

「陛下の崩御の折、自決するための毒だ。私のものにもあったし、侍医長の顕彰にもある。皇帝の存否は、国家の存亡と同一であることを、ゆめゆめ忘れるな」

「胸に刻みます」

　侍医長と筆頭宮廷薬師への就任は栄誉であると同時に、皇帝の生命に責任を負うことになる。

　皇帝の治療において明らかな失敗があれば自決、また、皇帝を病死させても自決という厳しい姿勢を求められる。

　過去には自決できなかった筆頭宮廷薬師もいたそうだが、爵位を剝はく奪だつされ追放された。

　ファルマは、ブリュノが務めてきた責務の大きさを身をもって知った。

「あれ、でもよく見てみるとこの瓶、空です。その慣習は形骸化しているのですね」

　ブリュノは怪け訝げんな顔をした。そして、得心したかのように微笑ほほえんだ。

「はっはっは、そうかそうか。お前を信頼してくださった陛下の御心に感謝をすることだ」

　ブリュノは愉快そうに笑い、軽い足取りで部屋を出ていった。そのどこか寂しそうな背中を見て、ファルマは素直に喜べなかった。

「信頼、か……」

　部屋に取り残されたファルマは、筆頭宮廷薬師のバッジに触れてみる。

　筆頭宮廷薬師の称号は、ファルマの本意ではない。

　ユーゴーが抜け、フランソワーズとブリュノと三人になった宮廷薬師を中心に、帝国薬師団は、多数の一級薬師を擁している。自分が筆頭に坐すわることで求心力を失うのではないかと、ファルマは懸念した。





　◆






「ファルマ様、休日ですのに頑張っておられますね」

　ロッテがお茶を淹いれてくれていたと気付かないほど、彼は自室でデスクワークに没頭していた。

「うん。大学の講義の準備をね。今日のノルマはもう終わり」

「お茶、お取り替えしますね。冷めてしまったようですので、すぐお持ちします！」

「ごめん、気付かなかった。せっかく淹れてくれてたのに。おや、首が痛いな、うーん」

　ファルマがカップに口をつけた後、凝った首に手をあてがいぐりぐりと揉もんでいると、

「あっ、それでしたら！　気分転換にもお体の保養にもちょうどいいお話が！」

　と言いながら、ロッテは嬉うれしそうに別室へ行ってビラを持って戻ってきた。ファルマが手に取ると、新たな帝都浴場オープンの予告である。

「これに決まりだな。ありがとうロッテ」

「はいっ！」




　しかし間髪をいれず、女帝から直々に浴場の先行招待状が届いた。最初の浴場オープンから遅れること半年、黒死病を防いだファルマへの褒美として女帝が建造を命じていた二つ目の帝都浴場の開業である。

　招かれたのは、帝都のはずれの小高い丘の上にある露天風呂だった。

　見渡す限りに広がるのは、長い年月をかけ石灰質の沈着した純白の石灰華段丘、豊かに温泉が湧き出て湯が太陽光で青く反射し、優美で壮大な光景を造り上げている。

　雨天に備え棚田のようになった部分の一角を覆うように大型のドームが併設され、各種内風呂もあり、全天候対応型のスパのようになっていた。

（ヒエラポリス・パムッカレみたいだなぁ）

　地球で見たような気もするその優美な光景に、ファルマは圧倒されつつすっかり保養モードに入っていた。

「どうだ、ファルマよ。素晴らしい保養地であろう」

　そんな彼の隣で入浴中のサン・フルーヴ帝国の女帝は、今日も見事な肢体を見せつけながら、新たなテルマエの自慢を始める。このたびも、一糸まとわぬ姿である。

（ううっ、俺の目にも保養だ……いや、うん！　直視はできないけど！）

「はい、これもまた自然美溢あふれる結構なテルマエでございます」

　女帝の後ろには侍女たちがぐるりと取り囲むように控えて、多くの視線がファルマたちに集まっている。この場でたった一人の男性であるファルマは、居心地悪いことこの上なかった。

（何でまた陛下と一緒に入浴しないといけないんだ！　しかも何で毎度混浴しようとするんだよ。まさか残す三つのテルマエも混浴……？）

　ファルマはゴクリと唾をのむ。どこに視線を向けていたらいいのかと、挙動不審になってしまう。

　それというのも、前回と同じでは面白くないという女帝が、今回はさらに過激な趣向を凝らしていたからだ。

「ああ、真っ青なお湯と白い棚田の対比が鮮やかで美しいこと！　絶景です陛下！」

（ほんとにもう、なんてこった。どうすりゃいいんだよ）

　そう、女帝の招待に預かったのはファルマだけではない。エレンもだ。前回、ファルマのテルマエに対するリアクションが薄めだったので、テルマエの褒め要員として動員されたようだった。

（何で呼ばれてるんだ、勘弁してくれ。嫌がらせかよ！）

「ってああっ、眼鏡がすぐ曇りますわ！」

（だろうね！）

　エレンはひっきりなしに眼鏡の曇りを気にしている。

「そなたは愉快だな、エレオノール」

　女帝はエレンに興味を持ったようだった。

「まあ、光栄ですわ。陛下にお褒めいただけるなんて……！」

（愉快だってのは、讃さん辞じに入るのかな？）

　ファルマは首をかしげる。エレンはファルマの存在をあまり気にしていないのか、すっかりテルマエを堪能していた。












「と言うわりにはエレオノールよ、そなたの胸は遠慮というものを知らんようだが？」

「きゃっ、陛下！　どこをご覧に！」

「中身がしっかり詰まっとるのか、感触はどうなのか。どれ、少し揉ませてみよ」

　女帝は、女神の祝福を受けたかのようなエレンの豊満なバストと、自らの、これまた形の良い美乳を見比べて、ささやかな対抗意識を燃やしているのだろう。

　女帝の両手は明らかに胸を揉みにかかる手つきだ。冗談で済む気配はない。

「きゃー！　陛下、ご無体な～！」

「減るものではないぞ、よいではないか」

「減るものではありませんけれども！」

　身の危険を感じたエレンが立ち上がったのでさっと目を背けたファルマは、今度はもう一人の少女と目が合う。彼はロッテとも混浴中だった。

（ああー、こっちもー！）

　ロッテは羞恥心と、女帝と一緒に入浴という恐れ多さからか隅のほうで固まっている。

　発育途中の自らの体型に自信がなく、誰にも見られてなるものかと、ぎっちりと体を抱え込んでいた。そんなロッテは髪の毛を上げてうなじを出し、非日常的な色気を漂わせている。

「ロッテちゃん、何でさっきから隅っこにいるの？　こっちに来て広々としたところで入りなよ」

「そうだ。ファルマも喜ぶぞ？」

　女帝も面白がって口を揃そろえる。

「へ、陛下！　そんな、ご容赦くださいませ！　私はここで十分でございます！」

　ロッテの恥じらう様子はいじらしくて、平常心でいろと言われてもファルマには無理だ。

　そんなファルマの心を知ってか知らずか、女帝は相変わらずデリカシーもなくロッテにかまう。

「シャルロットの胸の発育のほうはどうだ？　ん？　確認しておかねばな？」

「おおお、お先に失礼いたします！」

　ロッテはパニックに陥り、大慌てで風呂を出ていった。

（あーもう！　何やってんだこの人たち。目の毒、耳の毒だ！）

　どの方向も直視できなくなってしまったファルマも、早々にこの場を退散したい心境だった。

「ファルマよ、目をそらして何を真っ赤になっておるのだ？　ん？　申してみよ」

　女帝はファルマをからかって上機嫌だ。

「何というかその、困ります。次の新浴場へは、招待客ではなく一般客として男風呂に参ります」

　大変ぶしつけながら万感を込めて、ファルマは奏上した。

「平時は冷静なそなたをからかうのは愉快だのう。あっはっは」

「温泉に混浴なんて、慣れませんからね」

「……温泉といえば、そうだ。聖泉はどのような泉だったのか」

　女帝はふと思い出したかのように声を落とし、ファルマに投げる。おふざけは終わったらしい。

　伝説の聖泉を見つけたという話は、場所は教えなかったが女帝、サロモン、エレンには通しておいた。行けない場所ではないが普通の人間にはまず無理だろう、そう考えたからだ。

「聖泉の向こう側へは、行けたのか？」

「はい、一応は」

「そこはどのような光景があった。余も天上界を見ることはできんか」

「大変無礼を申し上げますが、陛下は向こう側には入れないと思います」

「む、そう冷たいことを申すな」

　すげなく断られ、女帝は頰ほおをふくらませて拗すねてみせた。

「私も入れはしたものの、すぐにこちらの世界へ戻されました」

　女帝の落胆を思いながら、ファルマは言葉を濁す。ファルマの生前の職場などと言っても理解してもらえないだろう。

「写真に撮ってくればよいではないか。文明の利器を使わんか」

「ま、まあ、今度機会があれば、はい」

　異界の研究室が写真に写るとは思わないが、女帝の提案はもっともだった。

（そういえば写真はともかくとして、ＰＣやスマートフォンを持ち出してくればよかったな）

　こちらに持ち込んでもすぐ聖泉に水没することになるが、ビニール袋の中に入れて戻ればいい。

「ファルマよ」

　今度はおふざけ抜きで、女帝がファルマを睥へい睨げいする。ファルマは視線を落として畏かしこまる。

「は、陛下」

「完全に向こう側へ行ってしまうつもりはないのだろう？」

（……核心をついてくるな）

　あの異界に、ファルマの居場所はなかった。薬やく谷たにを助けて彼が過労死しなければ、今ファルマの中に宿っている自我が転生したという事実が消える。

（だったら俺はどうなる？　あの時間の先に戻れるのか。それとも俺が死んだ前世の俺、薬谷完かん治じを助けたら……過去が分岐してしまって、違う世界を生きることになるのか）

　それが二つの世界に影響を与えるのか、返事に詰まるファルマを、女帝は残念そうに眺めていた。

「まあ、そなたの決めたことを余が止められるとは思わん。だが、現世ではゆるりとしていけ」

「陛下のご希望は承りました」

　ファルマは返事に窮した。彼女と出会ってからこのかた、何度となく乞われた希望だった。

「辛気臭い話は終わりだ。そなたの結婚相手はどうなっておるのか。一向に報告がないが」

「な、何のことでしょうか」

　ファルマの顔がひきつる。女帝には触れられたくない問題だった。

「ブリュノはそなたの相手を決めてはおらんのか。あれは悠長だな、そなたへの縁談は山のように持ち込まれていると聞いておるのだが」

（縁談が山のようにって何だ？　聞き捨てならないぞ、一体誰の話だよ）

　浮いた話の一つもないと思っていたのはファルマだけだったようだ。

「薬師としての仕事に邁まい進しんしろとは言われておりますが、結婚はまだ早いかと存じておりまして」

　この時世、家督相続の問題が常に付きまとうので、貴族の子息の結婚問題については親同士の話し合いによって決められ、恋愛結婚はあり得ない。ブリュノは今のファルマに嫁は必要ないとシャットアウトしているのだろうが、女帝はファルマを直接諭す。

「そなたも立派な結婚適齢期だ」

（そうなのか、早すぎないか？）

「貴族の結婚適齢期は一三歳からだ」

「兄の結婚もまだですし、兄を差し置いては」

「兄は兄、弟は弟だ。めぼしい相手がおらぬのなら、才色兼備のとっておきの美女を見繕ってやろう！　感謝するがよいぞ！」

「ははは……そのうち陛下のお力添えをいただければ幸甚に存じます」

　ファルマがどうにかやり過ごそうと作り笑顔でごまかしていると、女帝が追い打ちをかける。

「笑いごとではないぞ。はよう妻を娶めとり、子をもうけよ。そなたの子は破格の神力を持つであろうことは必至、子は帝国の宝だ。できるだけ多く子を残さんか」

（ああ……政略的な意味か。だいたい、一二歳で結婚相手に責任を持てないよ）

　ファルマは結婚どころではない。手つかずの懸案が盛りだくさんで、ファルマもいつまでこのファルマ少年への憑ひょう依い状態を続けていられるのか分からない。平均寿命の短い世界ならではの事情なのだろうが、子供が子供をもうけるなんて、元日本人のファルマには実感もわかないのだ。色々と落ち着いてから身の振り方を考えたい。とはいえ、女帝の手前である。断るなどもってのほかだ。

「帝国法では一妻が原則だが、そなたは特別に二人や三人は正妻として娶るがよい。余が許し、家族の保障もする。最低でも一人は娶るのだ。確かに命じたぞ」

　今度は、結婚の勧めではなく勅令だった。面倒なことになったものである。

　聖泉に出入りできるようになったファルマが不測の事態で消滅してしまったときに備え、薬神の血を引く子孫を一人でも多く残せ。女帝は直ちょく截さい的にそう言っている。

（だいたい、子孫を残せったって、俺は影もできないような体なんだぞ？）

　ファルマがどんよりしていたところ、女帝はファルマの心情を汲くみ取ったのか、厳命する。

「帝国貴族にとって、子孫を確実に残すということに関しては自由意志ではないぞ。義務だ」

「陛下のご命令は承りました。ですが未来の妻が私の子供を身ごもったとしても、完全な薬神紋を二つ持っていることによる子供への影響は未知です。母体にも生命の危険が及びかねません。出産に関して命の危険を相手に強いることは、私の信条としてできません」

　リスクを考えずに子孫を残そうとするのは、ファルマとしては無責任だと思う。

　相手の女性を傷つけ、子供の命を弄もてあそぶ。

　恋愛感情があって相手を尊く思ってこそ、家族を持ちたいと思うべきだ。ファルマはそう思う。

「今では血統が途絶えておるが、過去、完全な聖紋を持つ守護神憑つきが子孫を残した例はある」

（そうなのか……子供ができるのか、それは初耳だな）

「神力は遺伝するものですか？」

「遺伝とは何だ。血が子に継がれるなら、親から子に神力は伝わる、だからそう言っておるのだ」

　両親ともに優秀な神術使いの子は、やはり優秀だという。

「とはいえ、余がせっついて無理にくっつけてもその気になれんだろう。エレオノールとはどうなのだ。身近な相手ではあるし、余の目にもなかなかの神術使いと見受けられる」

　女帝はファルマの顔を至近距離から覗のぞき込む。エレンの神力は強く家格もそれなりで、女帝のお眼鏡にかなったようだ。

「ボヌフォワ嬢は引く手あまたですし。年下の私など、釣り合わないかと」

　すぐ後ろにいる相手の名前が飛び出し、ファルマもこれにはまいってしどろもどろになり小声で答える。

（エレンに聞こえてやしないか？　何でこんなところで！）

「そうか。そなたは年の近いシャルロットとも仲なか睦むつまじくしておると聞くが。彼女は平民であったか……平民では神力の継承が不安だのう」

　女帝はロッテとの仲も詮せん索さくしていたが、平民だということを思い出して対象から外したようだ。

「お言葉ですが陛下、彼女は……」

「ふう、まあよいよい。楽しみにしておるぞ。来年、遅くとも再来年をめどに妻を娶るのだ。先に出る。喉が渇いた」

　女帝はにこやかな笑顔と共に、ファルマが妻を娶り帝国にとどまるのなら、特に聖泉への立ち入りは制限しないと去り際に告げて湯船を後にした。




「ファルマ君！」

　女帝との話を耳に入れないよう距離を取っていたエレンが、湯の中を泳ぐようにしてファルマに近づいてきた。エレンの先ほどまで上気していた顔は、すっかり青ざめていた。

　今まで結婚の話などしていたので、ファルマのほうはエレンを意識してしまう。

「どうしたんだ、エレン。温泉に入ってるのに顔色悪いよ、湯あたりしたなら出たほうがいい」

「そうじゃなくて！　ねえ。あなたの体、前より透けてるわ。聖泉に行ったからなの？」

　エレンは自分のことのように心配そうだ。

「どのくらい透けてる？　人としてまずいぐらい？　気を使わなくていいよ、正直に言ってくれ」

「部屋の中ではまだしも、外に出ると気付く人はいると思うわ」

（客観的に見ても気付くのか……まずいな、これは）

　太陽の下での半透明化は顕著だと、エレンは教えてくれる。あと何回か異界に出入りすると存在そのものが消滅するのではないか。そんな懸念がファルマの頭をよぎった。

　それ以前に、人としてまずい。切実な問題だ。

「神力が強すぎるんだわ。でもファルマ君の場合、ちょっとやそっとじゃ神力減らないだろうし」

　一般的な神術使いに効く神脈をふさぐ秘術は、とてもではないがファルマには効果がありそうになかった。






二話　セルフ生殖機能検査の顚末






　テルマエをそれなりに堪能し薬局に戻ったファルマは、直射日光下での自身の透明化と、女帝の話を重く受け止めていた。来年か再来年をめどに妻を娶めとれというあの話も、なかなかに重い。にっちもさっちもいかず悩んでいると、

「何か気がかりなことがありますか？」

　事情を知らないロッテがそっと近づいてきて無邪気に尋ねる。ファルマはピンと背筋を伸ばした。

「なんでもないよ！」

（そもそも俺、こんな状態で子供なんて残しても大丈夫か？　危険すぎるだろう）

　子供どころか、母体にも悪影響を与えるのでは……というのも結婚を尻込みする理由だ。

「一応、男性妊にん孕よう能のうの一部だけでも調べとくか」

　たとえ結婚するつもりはなかったとしても、せめて自分の体のことは把握しておきたい。

　前世でも、自分の生殖機能の検査は自分でやったものだ。薬局の研究室では設備も不十分だが、最低限の機能は調べておきたかった。

「ってこれ、検査するには自分で採精するしかないのか」

　自分の精巣めがけて針をぶっ刺すのは色々と辛つらいものがあるが、精通はついこの前あったばかりだ。針は刺さずとも自然に採取できる。エレンやロッテに手伝ってもらえば採精もはかどるだろうが、本人たちにそんなことを言おうものなら白い目で見られるのがオチだ。

（何考えてんだ、俺。言えるわけない、変態だろう！）

　標準的な手法で、というわけで二日禁欲してから実行することにした。





　◆






　その日の夕方、薬局を閉めてから四階の研究室で採精を行った。閉店後にしたのは、さすがにエレンやロッテ、バイトの薬師たちが階下にいる状況では落ち着かないからだ。

「はあ……十二歳の少年がこそこそ一人で何をやっているんだか」

　事後。

　虚脱感で若干賢者モードになりながら、自前の検体を処理する。

　まずは顕微鏡でできる検査からだ。生理食塩水で懸濁し、手動の遠心分離をしたあと洗浄する。

「精液検査からやるか」

　ファルマは、精液量、精子濃度、総精子数、前進運動率、総運動率を顕微鏡下で調べてゆく。

「総精子数はこんなもんかな」

　ファルマはまだ子供なので、精液量は大人より少なめだ。

「精子生存率は……」

　さらにエオシンという色素で染色を行って精子の生存率を計算する。

「生存率にも運動にも問題なさそうだ。あとは、遺伝子検査もやっておきたいかなあ」

　色々と検査をしたいのだが、簡易的な検査法を用いるしかなかった。

「電気を使ったコメットアッセイなんかのゲル電気泳動法もできないしな。どうするかな」

　そこで選んだのが、ハロースパームテストだ。染色液で精子を染色すると、精子頭部の周りに青紫のハローが現れる。ＤＮＡにダメージのある精子では、環わが出ない。ファルマは結果を顕微鏡で確認する。

「殆ほとんど全部染まってる。ＤＮＡ断片化もなさそう、クロマチン構造も無事だ」

　自分の体に何かしらの異常が起こっているのは分かり切っていたが、ひとまず検査できる範囲では正常のようで、ファルマもほっとする。

「あとは……ヒト動物交雑胚を造ればある程度のことが分かるけど、それは今度でいいか。マウスもいないし。今日は帰ろっと」

　また採精するのも面倒なので、残りの精子懸濁液はガラス管に充じゅう塡てんして炎で口を閉じ、静かに液体窒素の中に沈めて凍結する。これでほかの実験を数回実施するだけの量は確保できた。

　作業を終えたファルマは勢いよく研究室のドアを開け、羽織っていた長白衣の前ボタンをはずし、ばっと脱ぐ。そこで悲劇は起こった。

　ファルマの目の前で、階段を上がってきたばかりのロッテの悲鳴が上がったのだ。

「キャーッ！　ファルマ様、下を穿はいてくださいましーっ！」

「うわっ、ロッテ！　何で!?　ごめんー!!」

　そういえば採精をした後、すぐにサンプルを処理しようと夢中になるあまり、下着を穿くのを忘れていたようだ。

「そ、そんな格好で何をなさっていたんですか!?」

　長白衣を脱ぎ下半身が丸出しになったファルマと、忘れ物を取りに戻ってきたロッテが階段で鉢合わせという、何をどう言い訳しても最悪の状況だった。

「いや、あの、これは違うんだ！　ただ、俺の精子を……」

　誰もいないと思って検査に夢中になるあまり、ファルマは大失態をやらかした。長白衣を羽織っていたため、下半身はあまりスースーすることもなく気付かなかったのだ。

（俺の精子をって何だよ、こりゃ何を言ってもだめだ）

　しかもコートを脱いで下半身を見せつけている変態のような構図になっていた。

　憲兵さんこの人です、と憲兵の前に突き出されてもおかしくないな、とファルマは赤面する。

「わ、私、何も見ていませんっ！」

　初う心ぶなロッテの心的ダメージは大きかったらしく、後ろも振り返らず、そのまま屋敷まで逃げ帰った。




　その日からしばらく、ファルマは非常に気まずく思い、ロッテと顔を合わせられなかった。その頃からド・メディシス家のファルマの部屋と、異世界薬局の研究室の裏扉には、「出る前に身だしなみチェック」というファルマの手書きの標語が貼ってある。

　なぜそんなものが貼られているか、理由は本人とロッテのみぞ知る。






三話　カモガヤと神炎の七日間






　一一四七年六月。ファルマは日々に忙殺され、女帝から出された「妻を娶めとれ」という宿題は一か月もするとすっかり忘れつつあった。そんな日々を送っていたところ、いつものようにジャン提督が異世界薬局にやってきた。

「店主さんに折り入って相談があるんじゃがのう。ちょっと聞いてくれんか」

　飴あめを買い、そう言ってジャン提督はカウンセリングコーナーに陣取った。ロッテがお茶を出す。

「はい、何でしょう。病気の相談ですか？」

　ファルマは患者の対応に一区切りつけてから、ジャン提督に向かい合って座る。

「今回は違うんじゃ。遠洋航海の極意の講釈をしてくれんかのう」

「ええ……航海の素人にそれをおっしゃるのですか」

（これは難題だな。当然ながら航海術は俺の専門外だよ）

　なんでも知っていると思わないでほしい、とファルマは心の中でぼやく。

「私はただの薬師ですので、航海においてはジャンさんの知見にはかないませんが……栄養学的なことや、衛生についてのアドバイスでしたら多少はできるかと思います。どの程度の期間の遠洋航海ですか？」

「ちいと長くてのう、エリザベート皇帝陛下直轄の船団で、護送や植民地の警備、海図の作成なんかをやらんといけんのじゃ、数か月といったところかのう」

「無寄港での航海ではないのですよね。食料や飲料水の補給はできますよね？」

「その予定じゃが、植民地の農園に不作が続いておるもんで、状況によっては補給が十分にできん可能性もある、その場合は船員が無事ではなかろうのう」

「なるほど。具体的な問題はありますか？」

「水と食料を長期間もたせる方法はないかの。それと、航海中の餓が死しを防ぐ方法なんかも」

「それでしたら、いくつか。たとえば、飲み水に関しては水属性の神術使いの造った水を積んでいけば、水が腐りにくいです。さらに、航海にも神術使いを連れてゆけば安心でしょう」

「ほほう、確か店主さんの造る水は腐らないと言っておったな。しかしその水が尽きた後は、同行する水属性術師だけで何百人もの船員が毎日飲むだけの水を確保できるもんじゃろうか。その、神力っちゅーのが、ほれ、尽きてしまうんじゃろ？　わしゃ平民じゃ、よう知らん」

（そうだったな、神力は有限なんだった）

　ファルマは無尽蔵と言われる神力を持っているので特に考えたことがなかったが、普通は一日に使える神力量と、一生で使える神力量は決まっているのだ。一般的な神術使いの事情も汲くまねばならなかった。いっそファルマが同行すればとも思ったが、例によって多忙をきわめている。

「飲み水を全て神術で生産しなくてもいいです。雨水をタンクに貯ためて、過マンガン酸カルシウムという薬を入れますと、水のもちがよくなります」

「雨が少ない海域なんじゃが……困ったのう」

「いざとなったら海水も飲めますしね」

「店主さん、あんた何を言っとるんじゃ？　海水なんて飲んだらあっという間に死んでしまうぞ」

「海水を汲んで、神術で凍らせます。水をただ凝結する神術でしたら、それほど神力はいりません。氷には塩分が殆ほとんど含まれていませんから、その氷を溶かして飲用にできますよ」

「むむ、こうして聞いてみると、色々方法はあるんじゃのう」

　ファルマは水の確保の方法や、食料を長持ちさせる方法を一つずつ紙に書きだして指南書を作っていった。航海の工夫によって多くの船員たちの命が助かるのならば、指導にも気持ちが入る。

　さらに、風属性神術使いを雇用することで、帆船に安定した風を孕はらませて加速するといい、とも意見した。航海の短縮が、船員の命を救う。

「あとは、航路選択に最善を尽くすことですね」

「それは任せてもらおう、わしの経験がモノをいうで」

　不安要素を全て潰つぶして、最後に運に任せればいい、とファルマはジャン提督に告げた。





　◆






　ある休日。その日は天気がいいので、ファルマとロッテは馬車を使わず、仲良くのんびりと河原を歩いていた。サン・フルーヴ河のほとりでは、多くの人々が寝そべったり散歩を楽しんだりして憩いの時を過ごしている。両河岸には草花が色とりどりに生い茂る季節だ。

（帝国は梅雨がないから過ごしやすくていいなあ。ヨーロッパと似た気候だよな）

　もともと湿度の低い帝国は、年中温暖でカラッとしている。ファルマは湿度が苦手だったので、日本と比較して心地よく感じていた。

「わあ、お花がきれいですねー。ちょっと摘つんできます」

　ロッテは野花の花束を手際よく作って、ファルマに見せ嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「薬局の受付に飾りましょう。それから、いい画題にもなります」

「いいね。ロッテの絵は薬局に彩りを添えてくれて、ありがたいよ」

　ロッテの画のうち何枚かは、ファルマが薬局に飾らせてもらっていた。それは色鮮やかな心安らぐ色彩で、訪れた患者の目を楽しませてくれるので、新作も常に準備される。

「今日はこのまま歩いて宮廷工房に行きます。絵具を取りに行きたくて」

　宮廷画家としてのロッテの画業と、メロディ尊爵に依頼されたガラス細工のデザイン制作は順調だった。メロディと合同の個展も企画されている。ロッテの作品の制作拠点はド・メディシス家の自室だったが、薬局の勤務が終わると宮廷工房へ顔を出すことが多い。

「あ、宮殿に行くなら俺も一緒に行くよ」

「本当ですか!?　ではご一緒に」

　ロッテがファルマに寄り添って歩くと、時々ロッテの体がファルマに触れる。以前のロッテはファルマから三歩下がって歩いていたのだが、距離感が縮まってきたのを感じるファルマだった。




　ファルマがロッテとともに宮殿に向かったのは、サロモンに会うためだ。

　サロモンは神術顧問として、高度な神術を宮廷人に教える仕事を任されていた。ファルマがサロモンをたずねると、彼は会議室で講義を終えた直後だった。宮廷人が全員退室したのを見計らって、ファルマは話を切りだす。

「太陽の下で体が透けるので透けないようにしたい、と。ご冗談を、いくら何でも透けるわけは」

「本当ですし、切実なんです」

　これまで、ファルマは神力をカットする護符をサロモンにもらってそれを胸ポケットに入れることで身に帯び、影のできない状況を緩和していた。

「前にいただいた神力抑制護符では、抑えられなくなってきたみたいです」

「それは困りましたね。これ以上きついものは、大神官の使う神封じの術になりますが、多少簡易化されたものでしたら私にも使えます。しかしファルマ様相手にそういうわけにもいきませんし」

「神封じというのは、どういったものなんですか？」

　ファルマの問いに、サロモンは説明しにくそうに口を開く。

「守護神を封印する禁術の体系です。ファルマ様にはおそろしく効果があるかもしれませんが、それはさすがにできかねます！」

「よかった。それ、やってくれませんか」

　ファルマの言葉に、サロモンは目を剝むいた。

「いいい、いけません、いけません。信仰に反します。私が封じるのは悪霊でこそあれ、守護神であるファルマ様を封じるなどとんでもない！」

「俺なら構いません。体が透けているのを見られて、薬局に来た人や町の人に怖がられるよりよほどいいですし。事情が事情ですのでお願いします」

　ファルマは両手を合わせて懇願する。泣き落としに参ったのか、サロモンは渋々受諾した。

「うう……ファルマ様の頼みでしたら致し方ありませんが、痛みますよ？」

　というわけで、サロモンは気が進まないと言いながらも、ファルマに禁断の呪符を書いて渡した。

「これを肌に貼ってください。腕の薬神紋に直接貼るのがいいでしょう。薬神紋を封じれば、かなり神力を抑えることができます。でも我慢ができなければ、剝はがしたほうがよろしいかと。なにしろ、簡易的なものとはいえ守護神に激痛を与え弱体化させると言われている禁忌の符、破戒符と呼ばれるものですから。ああ、そんなものをファルマ様にお渡ししなければならないとは……」

「おっ、ありがとうございますー」

　ファルマは恐れ慄おののくサロモンを横目に気楽なもので、無造作に袖をめくり、両腕の薬神紋にペタッと呪符を貼り付けて包帯で腕ごと巻いた。

「ひっ!?　そんな一気に！」

　サロモンが悲鳴を飲み込み、飛び上がる。

「あ……ピリピリしてきました。メントールのようにすっとして気持ちいいです」

　サロモンはファルマが恍こう惚こつとしているのを見て、困惑したような顔をしていた。

「げ、激痛のはずですが……はあ、まあ具合がよろしいならば」

　ファルマはいろんな意味でソフィに訓練されていたからか、神力も減弱して透明化は解消し、問題は解決に至った。

「もしかすると、大神殿の神封じの秘術も、ファルマ様にはさして効かないかもしれませんね。神封じにかかってもきちんと神術が使えるかどうかは、あとでご確認ください」

「はい。確認しときます」

　呪符を貼って物質創造や消去の能力も使えなくなると困る。そんなことを考えながら宮廷工房にロッテを迎えに行くと、絵画制作中のロッテが身をかがめて、小さく鼻をかんでいた。

「ロッテも帰れる？　それとも俺が先に帰ったほうがいい？」

「あっ、一緒に帰ります。ちょっと私、体調が悪いみたいで。もう少し頑張りたかったんですが、集中できないので今日は終わりにしようと思います」

　鼻をかみすぎたのか、鼻の下が赤くなっている。

「体調が悪いって何？　鼻水？」

「はい、鼻水がとまらなくて。風邪みたいですー」

　ファルマと話しているうちに、またつーっと鼻水が流れてきたらしい。くるりと後ろを向いて、こっそりと鼻をかむ。

「今日は早く帰って休もうか。しっかり休みなよ」

　ファルマがロッテを気遣う。大してひどくはなさそうなので、薬は出さない。安静が一番だ。

「はい、ありがとうございます。そういえば、陛下もお風邪ですって」

「へー。流は行やっているのかな。明日、診察にうかがうよ」




　帰宅したファルマがサロモンの忠告に従いざっと自身の能力をチェックしたところ、物質創造能力、物質消去能力はこれまでと同じように発動した。

（能力に問題は起きてないか、よかった）

　ひとまずほっとしたファルマであった。





　◆






「ん？　レベッカも風邪？」

　翌日、ファルマが薬局に出勤してみると、ロッテと同様レベッカまでもが鼻の下を赤くしていた。

「レベッカもロッテも、風邪が悪化するといけないから早くあがっていいよ」

　ファルマは二人を気遣う言葉をかける。

「はいっ、でも元気です！　店主様！」

　レベッカは恥ずかしそうに答えた。

「そういえば、ファルマ君の近くにいるのに二人とも風邪なんて珍しいわね」

　天てん秤びんの調整をしていたエレンは「ほら、聖域があるのに」と、指で空に大きな円を描くジェスチャーをしながらファルマに笑いかける。

「皆さん風邪デスカ？　僕は元気デース。おうちに帰って寝とかないとダメデスヨ？」

「辛つらい人にそんな風に言わないの！　ロジェだってうつってるかもしれないわよ？」

　ロジェがニヤニヤとロッテとレベッカを煽あおり、セルストに窘たしなめられていた。

「確かに……風邪か？　言われてみれば変だな」

　エレンは風邪をひいてはいない。セドリック、セルスト、ロジェもだ。聖域というのは、ファルマが存在するだけでファルマの周囲数キロにわたり発動しているパッシブスキルのようなものだ。圏内にいる人間は、感染症や病気になりにくくなる。それにしては、とファルマは考えた。

（二人とも、本当に風邪？）

　ファルマにはどうもひっかかる。自分の能力に絶対の信頼を置いているわけではないが、長期間薬局の従業員が風邪をひかないという現状からすると不自然だった。

（神封じの術のせいで、聖域が働いていない？　いや、でも破戒符を貼った昨日の今日だし）

　一抹の不安を覚えた彼は、迷わず二人に対して診眼を使い、病名をソートしてゆく。

「〝細菌感染〟」

「〝ウイルス感染〟」

　そんなファルマと視線が合い、「くちょん」と小さくロッテがかわいらしいくしゃみをした。くしゃみというのは風邪の症状の一部ではあるのだが、ファルマはそれでぴんときた。

（ああ、分かった）

「〝季節性アレルギー性鼻炎〟」

　青色光が白変する。季節性アレルギー性鼻炎とは、花粉症のことだ。アレルギー源も調べておく。

「この時期に、帝都に生えている植物といえば……」

　地球における世界三大花粉症というと、スギ、イネ、ブタクサだ。

　ファルマが帝都の景観を見るに、スギはイトスギがあるものの、帝都には殆ど生えていない。

「〝カバノキ、カシワ、ハシバミ……〟」

　あてずっぽうに挙げてゆくと、それらの中でいくつかの植物が強く反応した。一番疑わしかった植物を挙げると、白い光は強さを増した。

「カモガヤ。ん、カモガヤか」

（あー。河原にたくさん生えてたもんなー。あんだけ生えてりゃなー）

　ファルマには心当たりがある。先日目にしたばかりで、ロッテは野花を摘んだりもしていた。

「二人とも、鼻水が出て？」

「はい」

「そうです」

「くしゃみもあり？」

「はい」

「はい」

「鼻づまりも？」

「はい！」

「ええ」

　ファルマの問いに、二人が競うように答える。

「私は目もかゆくて」

　ロッテのほうが症状がひどいようだ。

「えーっと。ひとつ二人に聞きたいんだけど、症状は今日から？」

「いっ、いえ、今日ではないです。そういえば毎年、春になると……」

　レベッカが恥ずかしそうに肩をすくめる。

（俺の聖域がどうこうじゃなかったのか。聖域はアレルギーには干渉しないんだな）

　ファルマはひとまず胸を撫なでおろす。

「二人とも花粉症だね」

「花粉症というのは何ですか？　初めて聞く言葉です！」

「うん、まあすごくざっくり言ってしまうと、君たちの体が花粉を病原体だと誤って認識し、抗体を作って体から排除しようとしているんだ」

「排除？　私、そんなことしてません」

「自分では気付かずにやっているんだよ。くしゃみで追い出し、涙や鼻水で洗い流し、鼻の奥の血管を拡張させて鼻づまりで侵入を防ごうとするんだよ。理にかなってるだろ？」

「アレルギーについてはファルマ君の教科書にも項を立てて書いてあるわよ。レベッカちゃん、あんまり読んでないわね」

　エレンがロッテの後ろで苦笑して補足する。レベッカはギクッとしている。

「そ、そうでしたっけ！　すみません、教科書があまり進んでなくて」

「どうやったら治りますか？　鼻をかみすぎて、鼻の下が痛いんです、ヒリヒリします」

　ロッテは鼻の下を両手で覆っている。赤くなっているのが恥ずかしいのだろう。

「うーん、一度発症したらそうそう治らないかな。毎年薬を飲めばいいよ」

　ファルマの無慈悲な宣告を受け入れられないのか、ロッテは後ずさる。

「毎年ですか！　無理です!!」

「花粉の飛散量に依存するから、カモガヤの生えていない国に行ったら治るけど、そうもいかないだろ。薬を出そうか」

　ファルマは二人のカルテと薬歴を引っ張り出してきて、書き加えた。

「わあっ、ファルマ様のお薬、楽しみです！」

　ロッテが思わず喜んでしまったように、ファルマがセドリック以外の従業員に薬を出すのは久々のことだった。エレンが困ったように笑った。

「ロッテちゃんたら、薬は楽しみにするもんじゃないわよ」

「ヒスタミンを抑える薬を出すね。フェキソフェナジンにするよ」

「ステロイドの内服薬は出さないのね。感染症や副腎機能の低下を防ぐため？」

　エレンが尋ねる。教科書では、大人で症状がひどい場合はステロイドを出すことになっていた。

「一五歳以下のロッテは小児だし、重篤でない限りステロイドは内服薬で出さないよ」

「点眼、点鼻薬ならいいのね？」

　治療薬はヒスタミン受容体拮きっ抗こう剤ざいの抗ヒスタミン薬フェキソフェナジンを、ロッテは一回三〇ミリグラムを一日二回、レベッカは一日六〇ミリグラムで、ステロイドのモメタゾン点鼻薬とともに処方した。職員への服薬指導は新鮮な気持ちになる。

「花粉症の薬は人によって合う合わないがあるから、これで効かなければまた検討しよう」

「お薬を出すのに体重をはからないといけませんか？」

　ロッテとレベッカが、後ずさりして尻込みする。二人の反応が似ていて、ファルマは楽しい。

「いや。体重は体型を見れば分かるからいいよ」

「ええっ!?　どれぐらいの重さだと思ってるんですか？」

「そうですよ、ファルマ様！」

「というのは冗談で、年齢に応じた薬用量計算法があるから、今回は大丈夫だよ。それから二人はカモガヤのある時期は小麦、メロン、スイカ、キウイは食べすぎないほうがいいよ」

　調剤室からファルマが忠告する。イネ科植物の花粉症を発症すると、食べるだけで免疫系が花粉と誤認識してアレルギーを起こす食物があるのだ、とファルマは説明した。

「キウイってなに？」

　エレンがこまめにメモを取りながら質問を挟む。

「あ、ここにはキウイはないのか。品種改良植物だもんな、そっか」

「そんなぁ……。ファルマ様、ほかのフルーツはともかく小麦を控えろなんて死んでしまいます！　小麦なんて主食なのに……」

　ロッテの悲しみようといったらなかった。小麦粉を使った焼き菓子やパンは、ロッテの大好物だ。

「食べすぎないようにってこと。花粉症になると、食物アレルギーも一定の確率で併発するから」

「それでも食べていたらどうなるんです？」

「最悪だとアナフィラキシーショックを起こすかな。脅しじゃないよ」

「ひーっ!?　それって何ですかー!?」

　ロッテとレベッカが震えあがったのを笑って見ていたエレンが、ふと真面目になる。

「アナフィラキシーショックを和らげるには、アドレナリンの注射だったわよね」

「エレン、正解。それ、まだ用意できてないから用意しておいたほうがいいな」

「はあ……カモガヤなんてこの世からなくなればいいのにです」

　ロッテが薬局のカウンターにもたれかかり、深い深いため息をついた。その突っ伏した頭の上にファルマは薬袋を載せる。ロッテは「あぅー」と言いながら受け取った。

「元気出してよ。ほら。ロッテの花粉症はそんなにひどくないから。レベッカもだけど」

「ありがとうございます……ファルマ様」

　薬袋を取ろうとしてファルマの手に同時に触れ、ロッテは慌てて手をひっこめた。

「仕方がないわね。カモガヤはなくならないから、うまく付き合っていくしかないのよ」

　エレンが慰めにもならない言葉をロッテとレベッカにかける。

「ふえぇ、どうすればいいんですかぁ。この時期は外を歩かないようにするしかないんですか!?」

「可哀かわい想そうにね、ロッテちゃん、レベッカちゃん。一生治らない花粉症になっちゃっただなんて」

「他ひ人と事ごとだと思ってないか？　エレンもいつなるか分からないんだぞ。というか、全ての人は花粉症になる可能性があるからな。俺だってなるかもしれない」

　ファルマがエレンにも忠告する。

「マスクよ、ロッテちゃん。防御のためにはマスクと眼鏡！」

　エレンが花粉症防御策を指南し、自分の眼鏡をくいっと上げる。ファルマの教科書で見た知識の受け売りだ。

「あ、待てよ……ロッテ、陛下も風邪って昨日言ってたよな？」

　ファルマはふと思い出す。風邪だと思いきや、花粉症だったのかもしれない。




　そして翌日、気になって宮殿へと診察に出かけていくと、予想は的中した。そしてカモガヤは女帝の不興を買った。

「おのれ、カモガヤめ。ただではおかんぞ」

　粛清のはじまりである。





　◆






　数日後、帝都からカモガヤが消えようとしていた。女帝の私怨で勅令が発布され、牧草地を除くカモガヤの野は火炎神術使いによって焼かれている。脳筋女帝の強権発動、である。

「空気がすっきりして楽になりました。ファルマ様の薬のおかげですね！」

　その恩恵を受け、花粉症の症状が劇的に軽減したロッテとレベッカはたいそう喜んだ。

「それはよかったね。うん、どうしたんだろうね、カモガヤ。なくなったのかな」

　そんな曖昧な相あい槌づちを打ちながら、真相を知るファルマは女帝の行動力に怯おびえた。

（薬が効いてるのもあるけど……もう、帝都にはカモガヤがなくなりそうだもんな。着々と駆除されてるし、カモガヤが帝都でレッドデータブック入りする日も近いんじゃないか）

　その日も帝都のいたる所から、カモガヤを焼くための神術の火炎が立ち上っていた。






四話　牛乳売りの少年とⅠ型糖尿病






　七月のある日の昼すぎ。薬局から大学に出向こうとしていたファルマは、手押しの荷車を押しながら薬局の前を横切った少年にばったりと体が当たってしまった。

　よそ見をしていた少年は派手に転んですりむき、荷車が傾いて荷の一部がひっくり返った。

「いてえっ！　どこ見て歩いてんだこのクソガキ！　……げっ！」

　少年は相手をよく見ずに怒鳴ってしまってから、相手が異世界薬局の店主だったと知る。

「言葉を慎め、無礼者！」

　近くにいた薬局の門番の騎士が凄すごむが、ファルマが制する。

「いえ、俺のせいです。確かに不注意だった、悪かったね。怪け我がはない？」

「それより、荷物！」

　少年がそう言うのでファルマは少年の押していた荷車を覗のぞき込むと、衝突の衝撃で整然と並べられていた売り物の牛乳瓶から牛乳がこぼれてしまっている。

「ああ、これは弁償しないとな」

　ちなみにファルマと少年は、微妙に顔見知りだ。

　少年は早朝から帝都の街頭で牛乳を売り、薬局が昼休憩になる頃、いつもくたびれた顔をして前を通り過ぎる。それを、ファルマは時々見ていたものだ。

「そうだぞ、弁償ものだ！　全部買い取ってくれないと困るぞ！」

　少年は起き上がり、荷を確認して吠ほえる。

　彼はファルマと同じくらいの歳の少年で、貧民といえる状況の平民だった。

（そういえば、急に瘦せたな、この子。食事を十分に食べられていないのかな）

　起き上がった少年を真正面から見て、ファルマは内心首をかしげる。

「からかったつもりはなかった。ぶつかったお詫わびに、全部買うよ」

　ファルマは財布を出し、商品を弁償しようとした。

「どうせ捨てるんだろ！」

「いいや。飲む」

「……宮廷薬師のお貴族様が牛乳なんて飲むのかよ」

　門番に聞こえないようにネチネチ煽あおってくる少年に、ファルマはすまして言った。

「飲むよ。君も飲んだほうがいいんじゃないか？」

　シリアルを入れて食べようとファルマは思いつく。

「酸っぱいんだぞ、これ」

「正直だな。いいよ、ならヨーグルトにするから」

　ファルマの買うと言った言葉に二言はなく、積み荷にあった全ての牛乳と引き換えにと彼の財布をまるごと渡した。財布の中には、少年の年収の数年分ほどの金額が入っている。

「お釣りはいらないから」

「ああ？　喧けん嘩か売ってるのか！　こんなの受け取れるか、ヘボ薬師！」

　少年は既に喧嘩腰だ。何か適当な理由はないものかと考えたファルマは、少年が転んですりむいたときにズボンが破れたのを見つけた。

「なら、服が破れたから新しい服を買うといい。それから衛生に気を付けると売り上げも上がると思うよ。余計なお世話かもしれないけど」

「余計なお世話だっての！」

「何の騒ぎ？　ファルマ君、なに喧嘩してるの？」

　大きな声を聞きつけたエレンが仲裁に入ろうかと外に出てきた。

「牛乳を買っただけだよ」

　少年は結局ファルマの財布の中から代金ぶんだけ抜いて、財布を薬局に投げつけて帰っていった。





　◆






　それから数日間、ファルマは薬局の外を牛乳売りの少年が通りかかるのを注視し、その都度呼び止めて、悪態をつかれながら牛乳を買った。

　しかし、その日は少年は姿を見せなかった。

「今日はあいつが通るのが遅いな」

「あの牛乳売りの男の子ですよね。私、通りを見ていますね」

　ロッテも協力してくれる。ようやく通りがかった少年をロッテが見つけて、ファルマを呼ぶ。

「ファルマ様！　来られました！　待ってー、牛乳買います！」

　少年から牛乳を買おうとファルマが近づくと、少年は目に見えて元気がなかった。

「……またお前か」

　少年は数日前よりげっそりしていた。ファルマはますます、少年の急激な変化が気になった。

「遅かったじゃないか。なんなら数日仕事を休んだほうがいい、調子が悪そうだ」

　牛乳を買い代金を支払いながら、ファルマは少年を気遣う。

「ああ……喉が渇いて、気分が悪いんだ。売り物には手を付けられないし」

「そうか。水をあげるよ、その空き瓶を貸して」

　ファルマは牛乳の入っていた瓶を神術の生成水で洗浄し、中に氷入りの冷たい水を生成し充じゅう塡てんして少年に手渡した。少年は飛びつくようにして、ぐびぐびと喉を鳴らして飲む。

「まだ飲むのか？」

　二本、三本と立て続けにがぶ飲みをする少年を、ファルマは注意深く観察した。

「今日は一日中、喉が渇いて仕方がないんだ。冷たくてうめえ、この水！」

「それは変だぞ？　今日は別に暑くもない」

（脱水にしては……呼吸がおかしいな）

　異常に深い呼吸が、規則的に続いている。ファルマは嫌な予感がした。

（吸気のほうが、呼気より長い……これってクスマウル呼吸じゃないのか）

　これは普通ではない。ファルマが診眼を使うと、少年の体液全体が青く発光していた。

（何だ？）

　その状態を見るなり、ファルマは深刻な病態に息を吞のむ。脱水症状はある、だがそれだけでは説明がつかない。少年の吐息から感じる独特の果物のようなにおい。それに併せて異常な呼吸。

「〝糖尿病性ケトアシドーシス〟」

　反応があった。糖尿病性ケトアシドーシスというのは、血糖値を下げる、つまり組織内に血糖を取り込むことのできる唯一のホルモンであるインスリンが欠乏することにより引き起こされる、血液が酸性になる合併症だ。

　インスリンの欠乏が起こると、血糖を血中から各組織、臓器へ取り込むことができず血中の血糖値が上昇し、各臓器はエネルギー不足から飢餓状態に陥り、筋肉などを分解してエネルギーを得ようとする。その結果、タンパク質や脂質の代謝産物であるケトン体が血液中で増加（ケトーシス）し、動脈血のｐＨが酸性に傾くのだ。

（ケトアシドーシスまで進んでいるってことは……！）

「〝Ⅰ型糖尿病〟」

　的中だった。

　Ⅱ型糖尿病は徐々に進行するので、ケトアシドーシスにまでなる可能性は高くない。だが、インスリンが分泌されなくなることによって急激に進行するⅠ型糖尿病では起こりうる。

　Ⅰ型糖尿病は生活習慣などで起こるⅡ型糖尿病とは異なり、自己免疫の破たんによって起こるものである。したがって富裕層、貧困層を問わず発症する。Ⅰ型糖尿病の発症に関しては、本人に責任はないのだ。日本では、糖尿病は生活習慣によるものとよく誤解され、患者は時折周囲からの誤解によって苦しめられたものだったな、とファルマは思い出す。

（ケトン体を消去……してしまっても問題ないかな？）

　脂肪酸やアミノ酸が不完全に代謝されてできるケトン体には数種あるが、全て単純化合物でファルマが消去できる。ファルマはケトアシドーシスを改善するため、消去能力によって彼の体内のケトン体全てを消去しようかとも考えた。しかし、インスリンが絶対的に欠乏している彼の肉体が栄養源としているのは、糖ではなくケトン体であろう。そのケトン体を急激に消去した場合、彼は昏こん睡すい状態に陥るのではなかろうか。

　臨床経験の少なさもあり懸念を払ふっ拭しょくできなかったので、応急処置としてケトン体の一部──すなわち彼が代謝に利用していないアセトンを消去能力で消去した。容体は多少落ち着くはずだ。

「Ⅰ型糖尿病ですって？」

　エレンが患者には聞こえないように、ファルマに耳打ちをする。

「ファルマ君は患者を診みれば直感で分かるのかもしれないけど。それ、私たちはどうやって見つければいいの？」

「ケトアシドーシスは検査をすればエレンたちにも分かる。針でちょっと指先を刺して血をとってｐＨをはかる。ｐＨ試験紙でも分かるようだとまずい」

　血糖値そのものをはかる方法もあるのだが、まだこの世界では実用化できていない。

「何をごちゃごちゃ言って……」

「入院だ、即入院！　重症だぞ！」

　ファルマは少年の説得を始めた。

「は？　家に帰って寝れば治る……」

　少年がぽかんとして言い返そうとしたところを、ファルマは一喝して、危機感を煽る。

「治らない、死ぬぞ！　血液が酸性になっている」

「酸というのは、牛乳がヨーグルトになるみたいに？」

「違うけど、そんなもんだ！」

「嫌だ、どうせ高い薬をふっかけられるんだろう！　お前らは脅してそういうことを言うんだ！」

　少年は全力で治療を拒否しようとしていた。

「請求する治療費は牛乳三本分！　それ以上は絶対に取らない。はい契約書！」

　ファルマは警戒する少年に契約書をさらさらと書いて見せた。

「くそっ、字が読めねえ」

　それを聞いたセドリックが出てきて、契約書を読み上げる。

「確かに、患者に請求する診療報酬は牛乳三本、それ以上の費用は薬局が全額負担し、患者には請求しないと書いてありますな。薬局の印鑑とともに、正式な契約書です。あなたがサインをすれば、有効です」

「しっ、信じられねえ。サインなんてできるか！　治せる自信だってないんだろ？　ヘボ薬師、俺は知ってんだぞ！」

「あなたがファルマ君の何を知ってるっていうのよ」

　エレンは怒るどころか呆あきれて眉をひそめる。

「どう思われてもいいけど、この病気は治らない。治らないが、症状を和らげることはできる。ちなみにあと数日ほっとくと本当に死ぬぞ。もうじき倒れて体がいうことを聞かなくなる。治療してほしいのかしてほしくないのか。死にたくないんだろ？」

「おっ、おう……」

「じゃあ入院だ！　今そうやって立っていられるのもギリギリなんだぞ！」

　ファルマは同意を得たが早いか、ばたばたと二階の処置室へと連れてゆく。

「ファルマ君がキレたわ」

「怖かったデース」

　エレンの眼鏡がずれて落ちたので、ロジェが拾った。レベッカは部屋の隅で存在を消していた。

「ファルマ様が声を荒らげるのは初めて見ました。本当に、緊急なのでしょうな」

　セドリックが書類を揃そろえながら、穏やかな表情で呟つぶやいた。




　少年は二階の処置室にて身長と体重を計測された後、ベッドに寝てからも暴れていた。

　その間にファルマは診眼の結果をもとに血けっ漿しょう浸透圧を求め脱水推定量を見積もり、体液補正のために必要な諸もろ々もろの計算を済ませる。

「離せー！　針を刺すなんて聞いてねーぞ！　何する気だー！　やっぱり薬師は信じらんねえ！」

「ロジェさん、暴れると危ないから押さえといて」

　ファルマは男手を呼んできた。

「輸液デスネ。オマカセクダサーイ」

　ロジェは、筋肉で解決するタイプの薬師でもあった。

「ファルマ君、輸液は何を？」

　エレンが輸液製剤を準備する。ファルマは既に、点滴を何種類か作ってパッケージングしていた。

「０・９％生理食塩水。二時間ほど、時間をはかって。そのあとは０・45％に。その後は容体を診ながらカリウムを適てき宜ぎ補っていく」

「俺が死んだら、悪霊になってお前らを呪ってやる！」

　少年が左手を振り回して暴れているので、ファルマは左が利き手なのだと推察する。

「利き手は左なんだな。じゃ、右手に刺すぞ」

　ファルマはゴムの駆血帯を少年の腕に巻き、右手に静脈留置針を刺し入にゅうする。ロジェが少年を押さえていたので手元がくるうこともなく、留置した針に点滴との延長チューブを接続した。

「流速は速くなくていいの？　早くケトアシドーシスを解消したほうがいいわよね」

「脱水を起こしている可能性が高いから速めがいいけど、速すぎると脳浮腫を起こす可能性があるからね。気を付けてしっかり管理しないと」

　急なアシドーシスの補正や血糖の低下は脳浮腫の原因になるはずだから、補正のための重炭酸ナトリウムは使わないようにね、とファルマは思い出しながら付け加えた。特に子供は脳浮腫を起こしやすいため、脱水の補正が終わってからインスリンの投与にうつる。

「脳がむくむのデスね、それは大変デース」

　ファルマ、エレン、ロジェの三人が輸液について話し合う。

　針を刺された頃になると、三人の薬師にベッドサイドをがっちり固められた少年は観念した。

「針を抜くなよ。今日は入院だ、いや、二週間ほど入院してもらう。親御さんや連絡すべき人がいるなら、薬局から使いを出して連絡するから住所を教えてくれ」

「親方だけだ。家族は田舎にいる」

「分かった」

　親方の住所を聞き、ファルマは少年の病状としばらく入院する旨を伝える使いを送った。

「ファルマ君。Ⅰ型糖尿病の治療薬はインスリンだったわよね。ケトアシドーシスが改善され始めたら、投与すべきなんじゃないの？」

　エレンがファルマの教科書を片手に質問をする。

「ああ。そうだ……その通りだよ」

　ファルマは頷うなずくが、その言葉は歯切れが悪い。

「もしかして、インスリン、ないんデスカ？」

　ロジェが尋ね、エレンの顔は青ざめた。

　遂にこの時がきたかとファルマは唇を嚙かみしめ、固く拳を握りしめる。

「ないと言えばないし、あると言えばある」

「どっちなの？」

「数回分はある、でも足りないんだ。だからといって、すぐには造れないものなんだ」

　そう、インスリンは単純にファルマの物質創造能力では創れない薬なのだ。

　歴史的に、インスリンはブタやウシの膵すい臓ぞうから精製されて実用に供された。しかし歴史的には初期の抽出、精製技術は未熟で、患者に投与するとひどいアレルギーを引き起こし、また収量も安定しなかった。ファルマの研究室の研究設備は、近世初頭のそれとさほど変わらないため、抽出、精製技術の精度が心もとない。

　これからウシやブタを探して悠長にすり潰つぶしていたのでは到底間に合わず、また、一回こっきりではなく、継続的に抽出してゆかなければならないとなると、ファルマの選択肢からは外れた。異界の研究室から持ち帰った試薬を用いて遺伝子工学的に大腸菌などにインスリンを大量合成させることもできないではないが、アミノ酸の配列決定から始めなければならない。

　なにしろインスリンは今、必要なのだ。

「インスリンが用意できないのは、単純な化合物ではないから？」

　そう言いながらエレンはファルマの教科書を広げ、おさらいをかねてアミノ酸の項をロジェに見せる。薬局の患者の処方を終えたレベッカとセルストも、処置室に上がってきていた。

「そう。これが、人の体で使われているアミノ酸だ」

　ファルマはそれらの一覧を見ながら、渋い顔をしている。

「タンパク質はこれらのアミノ酸ひとつひとつを、決まった順番で数珠つなぎにしたもの、ペプチドから成っている。決まった順番にアミノ酸をつなげて折りたためばタンパク質なのだけど……」

　ファルマが薬師たちに説明し、エレンが言葉を続ける。エレンはかなり教科書を読み込み、自習をしていたロジェも理解しているようだ。

「問題はその順番なのね。インスリンの順番はこれから調べるのかしら？」

　インスリンのアミノ酸配列は数十もある。単純化合物の合成を自身の記憶に頼ってきたファルマも、アミノ酸配列までは記憶してはいない。

「迂う闊かつだったな、サンガーのやったアミノ酸配列解析方法を再現してでも配列を解析しておけばよかった。配列なんて覚えていないよ」

　ファルマはまいったというように額に手を当てた。

（研究室にもう一度行けたら、インスリンの配列ぐらい調べられるけど……）

　今から聖泉の裏の異界の研究室に行くのでは、かなり時間の無駄になる。

「何とかして順番が分かる方法はないのかしら。インスリンは顕微鏡では見えないのでしょうし」

「エレンサン、顕微鏡で見える大きさではないデスよ」

　ロジェの言う通りなのだが、エレンの言葉を聞いたファルマは、はっとあることに気付いた。

「でも……分かる、かもしれない。ちょっと待っててくれ！」

　ファルマは四階の研究室へと駆け上がり、試薬保管庫の中からインスリンバイアルを取り出した。異界の研究室を訪れたとき、数々の試薬と共にインスリン製剤のバイアルも一本だけ持ち出して帰っていた。

　だからといって、それは一本ぽっきり。数回投与してしまえば、なくなってしまう。

　ファルマは白衣をまくりあげ包帯の巻かれた腕をあらわにし、サロモンから与えられていた神封じの破戒符を取り除く。能力を全開にしなければ、おそらく〝それ〟は見えない。

「見えてくれ！」

　久しく使っていなかった特殊能力を使う。

　右手を環状にし、対象を視みることによって発動する「拡大視」を使い、インスリンのアミノ酸配列を直接その目で見る。かなり無茶をしているような気もするが、原子間力顕微鏡や、Ｘ線構造解析だと思えば、できなくもないだろう。これ以上拡大できなくなった最大倍率に到達したところで、さらに光学顕微鏡を間にかませて拡大視を試みる。

「見え……た!?」

　ファルマはアミノ酸をひとつずつ読み取り、配列をノートに書きとり始めた。といえば簡単に聞こえるが、読み取るといっても、明らかに構造が特徴的であるものを除き、アミノ酸配列は非常に似通っていて肉眼では殆ほとんど区別がつかないものもある。そこで彼は、ジニトロフェニル化を使って先頭にあるアミノ酸だけを標識し物質消去を組み合わせ、パズルを解くように消えたものを順につなぎ合わせ推測し、配列を決定していった。

　そして最後に、完成したアミノ酸配列を物質消去で末端から一つずつ消去し、合成が正しくできたことを確認した。




　一時間後、ファルマは研究室から降りてきて生成物をエレンたちに示す。

「できた……これがインスリンだ」

「こんなに大量に！　どうやって合成したの？」

「原理的には、ペプチド固相合成法……つまり、アミノ酸一個を固定して、そこから順番にアミノ酸を一個一個くっつけていったんだよ」

「でも、違うやりかたで造ったのね」

「緊急だからね。集中力を使い果たして死ぬかと思った」

「細かい作業だったってことは伝わるわ。目が血走ってるわよ、ファルマ君」

　エレンがファルマを労ねぎらう。

「おつかれさまです」

　すみのほうで緊迫のやりとりをうかがっていたロッテが、そっと蒸しタオルをファルマに手渡した。薬師たち全員にもだ。それを顔の上に載せながら、ファルマは、一つの思いを胸にいだく。

（やっぱりアレを使わないといけないな）

　今回、ペプチド結合でつないだのが数十のアミノ酸だったからよかったようなものの、配列が数百にもなれば、ファルマの集中力がもたない。また、ミスも多分にありうる。今、ファルマが汗水たらしてやった方法を、いとも簡単にやってみせるものがあるのだ。

（バイオ医薬品の開発も進めないと）

　バイオテクノロジーを使えば、化学合成では不可能だった数々の創薬が可能となるのだ。薬学者であったファルマは、それらの利点を知っていた。

「ファルマ様。インスリンを投与なさらないのですか？」

　レベッカの言葉で、ファルマは我に返る。

「ああ、やるよ」

　その日、Ⅰ型糖尿病の少年に、異世界薬局初のペプチド薬であるインスリンの投与が行われた。

「これでひとまず安心だ……よくなってくれ」




　少年にいたわりの声をかけながら、薬師たちは交代で彼の容体を観察する。泊まりの番は、ファルマとエレンが引き受けることになった。常勤薬師の定めだ。夜半になるころには少年の親方も見舞いに来て、牛乳売りの仕事はしばらく自分が代わりにやる、と言って少年を励まし帰っていった。

「いい人じゃないか、親方」

　宵の口、しばし少年と二人きりになったファルマが、少年に話を向ける。

「すぐ怒鳴るけどな。口うるさいし、人使い荒いし、大酒飲みだし。薬師よりはましだけど」

「ひとつ聞きたかったんだけど……君は薬師に相当な恨みがあるんだな。何でだ？」

　聞けば、効かない薬を悪徳三級薬師に売りつけられた挙句、母親を亡くしたのだという。

（よくある話だ……そんな悲劇を一つずつなくしていかないとな）

　この少年に限らず、この世界ではいたる所にそんな話が転がっていた。ファルマが帝都市民に現代医薬品を供給し始める前は、平民の医薬事情はもうひどいありさまだったのだ。

「薬師は信じられないか。金かね儲もうけ主義のろくでなしだと思うか」

　少年はばつが悪そうにして、そっぽをむいた。

「俺を信用しないなら、それでもいい。でも君が薬を打って楽になったとしたら、それが答えだ」

「……うるせえよ。何でお前が俺を助けるのか、分かんねーんだよ。新薬の実験台にするのかよ」

　少年は悔しそうに声を絞り出した。




　入院期間中、ファルマは少年に付きっ切りでインスリンの投与方法を少年に教えた。

「今後はこの薬を自分で投与してもらう。毎日な。そう、君自身が主治薬師になるんだ」

「そんなの面倒だ、毎回守らないといけないのか。腹減ったってのに。腹が減って倒れて注射ができなくなったらどうするんだ！」

　ファルマは、食事ごとにインスリンを投与しなければならない少年の不満を宥なだめるのに苦労した。

「最初は面倒に感じるだろうが、習慣にしてしまえばいい。注射を終えたらこの砂時計の時間を守って、それから食事をしていい」

　ディスポーザブルの注射器と注射針を渡し、決められた量の薬剤を充塡する方法を示す。地球では、インスリン製剤はカートリッジを交換するタイプのものと、最初から充塡されているものがある。ファルマも後者を提供することができればいいのだが、製造と品質管理の難しさ、また食事ごとに投与量が変わることから、その都度注射器に充塡して少年に注射してもらうしかない。

「ううー、難しい！」

「君は瘦せているから、５ミリの針で注射をする。針はとても短いけれど、皮下に注射をするためには少し皮膚をつまんだほうがいいな、筋肉に届いてしまうといけない」

　ファルマが手伝って、少年は腹部に注射を行う。

「ゆっくり十数えてから、針を抜くんだ。抜くのが早すぎると漏れてしまうからね」

「思ったほど痛くない」

「ああ、とても細い針を使っているからね。今注射した位置を覚えておいて、次はそこから指の関節二つ分はあけて打つんだよ。次は、インスリンの投与量を決めるトレーニングだ」

　患者自身で血糖値をはかることができないので、炭水化物量の計算をして、インスリンの投与量を決める。ファルマはその方法と食物リストを渡して教え込んだ。

「難しくないだろう？　このリストに載っていないものを食べるときには、俺に聞きに来てくれ」

「難しすぎる！　計算も苦手なんだから」

「計算は牛乳を売る時にも役立つぞ」

　そもそも少年は四則演算も怪しかったのだが、ファルマはインスリン投与のために必要な計算だけは徹底して教え込んだ。辛つらいばかりの入院生活に、少年は音をあげたこともあったが、ファルマの差し金で「計算手伝いましょうか？」などと計算の得意なロッテが楽しそうに見舞いに来てくれるので、気が紛れているようだった。

「あー、くそ。なんでこんな病気になったんだろうなあ！」

「まあそう言うなよ。この注射とは一生の付き合いになると思ってくれ。いわば生活の一部だ。量を減らすことはできるかもしれない、でも、注射をやめることは基本的にはできない、でもそれを守れば、普通に暮らせるんだから」

　少年はその途方もない時間に思いをはせ、絶句する。

「でも、他の方法が見つかれば、一番に君に教える。必ず見つける。一日一回の投与でいい注射も開発するつもりだ。少しずつ楽になる。それまでは、約束だ」

「お前……俺が知っている薬師とは違うみたいだな」

　少年は、ファルマに聞こえるか聞こえないかの音量の声で、ぽつりと呟いた。




「インスリンをあの子が管理できると思う？」

　病室を出たところで、ファルマと少年のやり取りを聞いていたエレンが小声で尋ねる。

「いや、かなり心配だよ。時々間違いも起こす。だから毎日来てもらうようにしよう。簡易血糖測定機も作らないとな。超速効型や持効型のインスリンアナログも今後に備えて用意しておいたほうがいいかもしれない」

　どれもすぐにできるものではなく、課題は山積みだった。





　◆






　二週間後、元気に薬局を退院した少年から、ファルマは三本分の牛乳を渡された。

「確かに治療費は受け取った。本当の治療はここからだけどな」

　自らが自らの責任で、自らの健康と命を守る。少年にはその自覚が芽生えていた。

「世話になったな……宮廷薬師。インスリンだったか、薬は忘れずに打つ」

「はは、宮廷薬師か。当初のヘボ薬師呼ばわりから進歩したもんだ、どういたしまして」

「うるせえ！　し、知らなかったんだよ！」

「できれば毎日診察に来るんだぞ。薬はそのときに渡すからな。投薬ノートも忘れるなよ」

「分かったよ。お前んとこの薬局は俺の命綱なんだ、一生世話にならないといけない」

「いい薬ができるまではね」

「だから、俺のためにも潰れるなよ！」

　少年は捨て台詞ぜりふを残して走り去っていった。




　その翌日も、薬局には牛乳が三本届いた。

　ファルマは彼の持ってくる牛乳と引き換えに、低血糖予防にすぐ飲めるようにとスティックタイプにしたブドウ糖を渡している。また、インスリンもその日使うものを調製して渡している。

「診察に来いとはいったけど、牛乳も毎日持ってくるとは」

　それならばと薬局職員たちが仕事前に飲み、ときにロッテがおいしく調理に使った。

　ファルマは少年に、帝都民が安全に牛乳を飲めるようにと低温殺菌、生乳からの管理の方法を教えた。少年は親方にかけあって販売用の制服をつくり、身だしなみに気を付け清潔感を出した。

　ファルマがおいしくなったその牛乳を女帝にすすめ、女帝はいたく気に入った。

　少年の売る牛乳は『宮廷御用達の高級牛乳』として、今では人々の人気を博している。少年はますます忙しく、はね上がった売り上げできれいに改造した手押し車を押して、元気に帝都を駆けまわっていた。






五話　世界駆動装置、鎹かすがいの歯車






　神聖国の大神殿に附属する大神官執務室では、サン・フルーヴ帝都教区神官長コームが大神官ピウスへファルマの近況を報告していた。

「サロモンが大神殿に拘束された一件以来、サン・フルーヴ帝国皇帝が神殿を目の敵かたきにしておりまして、薬神と接触するのが難しくなっております。皇帝は神殿の内情に詳しい者を側近に置いているのではと」

　神殿の帝都での宣教活動は制限され、神殿密偵の諜ちょう報ほう活動にもかなりの支障が出ていた。

　神殿の動きは帝国の監視下にあるので、ファルマの尾行も難しければ、ド・メディシス家への密偵も女帝の親衛隊に潰つぶされる。大神殿の息のかかった神官たちがファルマと出会える場は、皮肉にも異世界薬局のみであった。

　そこで帝都教区の神官は毎日のように薬局に通って偽装のために薬を買っており、ただの常連客と化しつつあるという、なんともとぼけた光景が日常となっていた。最近、常連客として馴な染じんできたのか、ファルマに直接声をかけられるようにもなって、偵察に送った一部の下級神官は「声をかけていただいて！」と喜んではコームに叱しっ責せきされていた。

「それで？　何かほかに報告があるのか」

「薬神の神力量に、わずかながら日周期的な変動があるのです」

「ほう、それはどのように」

　ピウスは興味深そうに聞き入った。

　コームが報告するには、平日昼間はファルマの神力量が抑えられている。高感度型神力計で帝都全域に及ぶファルマの神力を測定したところによると、夜間は神力が強く、昼間は減弱するという。減弱とはいっても、一般的な神術使いの基準からすれば人間離れした凄すさまじい出力で、彼の行動範囲を中心に悪霊の近づけない一大聖域を形成している。

「よくぞ調べた。ということは、日中は不調なのだろうか」

「ここのところ、腕を押さえたり気になさるしぐさが目立ちますので、腕に何らかの術を施しているのではと。例えば、神力の封じ込めを行う術のような」

　コームは、ファルマがここ数週間、やたらと腕を気にしているという報告を部下から受けていた。そこに何か弱点があると踏んだらしい。

「たとえば薬神が大神殿の秘術である神封じを知っていて、自分に施すことがあるだろうか」

　神封じの術を知られているということは、神殿の手の内を完全に読まれているということになる。ピウスは苦々しそうに顔をしかめ、執務机に頰ほお杖づえをついた。

「神力が有り余っておられるか、人の姿を保つためにそうしておられるのではと」

「強大な神力を自身では制御できぬ、ということか」

「御意」

「もったいないことだ、その神力をわずかずつでもかき集めればかなりの神力が絞れるだろうに」

　ピウスは、大神殿が各地の守護神殿で所有する秘宝リストに目を通していた。

「しからばこれを使うがよい。刺客を送るのだ」

　リストの上を縦に滑らせあらためていたピウスの指先が、とある秘宝の名を示して止まった。





　◆






　穏やかな陽気の朝、ファルマ、ロッテ、セドリックがいつも通り薬局に出勤すると、薬局の前のベンチに座って途方に暮れている、特徴的な帽子を目深にかぶった一人の若い女性を見かけた。

　黒いローブを着たいでたちから、旅の薬師のようであった。

「お待たせしました、今店を開けますね」

　てっきり彼女を、新たな薬草などを売り込みに来た売人と考えたファルマは朗らかに声をかける。

「おはようございます、あのっ、あのうっ、違うのです。私、旅の二級薬師でジュリアナと申します。道中で強盗に遭ってしまって、薬とお金を全部失ってしまって。町の人に聞いたところ、このお店に相談に行くといいとのことで……」

　ジュリアナは薬を盗とられた恐怖を思い出したのか、じんわりと瞳に涙を浮かべていた。

「ああ、事情はゆっくり中で聞きましょう」

　ファルマは店を開け、彼女を招き入れた。

　話を聞けば彼女は下流貴族の薬師で、修業のために旅に出ていたのだという。徒歩で売り歩いていたというから、恐れ入る。

（女性が薬を持って、そんな一目で薬師って分かる格好で一人旅って……帝国はまだこれでも安全なほうだけど、道中危なすぎだろ。薬なんて高価なんだから金づるだぞ）

　ファルマは彼女のあまりに無防備な様子に、襲われたのも無理はないなと推し量る。世間の薬局薬店は高価な薬を取り扱っているため、他国では強盗に遭わないよう用心棒が必要なぐらいなのだ。

　異世界薬局でも襲撃に遭わないよう騎士の門番を置いている。それでも、襲撃に遭うこともある。

「それは災難でしたね。何の薬を盗られたのですか？」

「はい、腹痛の薬と、頭痛の薬と、解熱剤です」

「サリマナかルビネス、イトメールと、月見草のポーションなどですか？　当店にもありますよ」

　ファルマが薬品庫を開けて伝統薬の在庫を物色していると、エレンとセルストも出勤してきた。

「おはよー。どうしたのファルマ君、今日は開店が早かったのね。あら、その子は？」

「お客さんではありません。お気の毒な旅の薬師さんのジュリアナさんですっ、盗難だなんて許せないと思います！」

　ロッテがエレンとセルストに経緯を話しながら、掃除や開店準備をてきぱきと行う。

　ジュリアナは応接コーナーに案内され、居心地が悪そうに萎縮して座っていた。

「薬、全部ありましたよ。こんな感じでいいですか？」

　ファルマは、二級薬師が各地で一般的に扱っていると思われる伝統薬を一式引っ張り出してきた。一級薬師、宮廷薬師にしか扱えない薬は省いている。

　現代薬の処方が主流の異世界薬局だが、どうしても伝統薬の処方を希望する患者や不ふ定てい愁しゅう訴その患者のために、大抵は現代薬も同時に処方はするが伝統薬の在庫も各種揃そろえていた。

「あのっ、そんなわけには。これ、どれも高価な薬ばかりです」

　ファルマが薬を手渡そうとすると、ジュリアナは首を振って慌てた。しかしファルマは薬を手ごろなカバンに詰めながら、すっかり贈呈モードに入っている。どのみち、殆ほとんど使うことがないのだ。手をつけずにいると、使用期限を過ぎて薬が悪くなってしまう。

「困ったときはお互いさまです。これだけあれば売って路銀にはなると思います。再度の盗難に気を付けて、お国元まで無事にお帰りください。それから、服は薬師の装束でなく平服がいいですよ、薬師だと分かるとまた襲われます。服がそれしかなければ、お貸ししますけど」

「これほどのご厚意に、ただで甘えるわけにはまいりません」

　ジュリアナはすっかり畏かしこまってしまっていた。

「ファルマ君は超がつくほどのお金持ちだから、彼にとっては大した負担じゃないわ」

「まあ、エレオノール様ったら。確かにそうかもしれませんけど」

　エレンが冗談めかし、セルストが笑い、ジュリアナが遠慮をしないようにフォローする。

　この頃のファルマはというと、ブリュノの資産を含めず関連薬局、薬店の売上を連結しなくとも、異世界薬局の売上と、筆頭宮廷薬師としての給料だけで帝都で五本の指にも入る財産家になっていた。帝都の納税者番付にも個人名でランクインしている始末だ。最近では、総資産でブリュノを抜くのではないかとファルマはひやひやしている。

　稼ぎに稼ぎまくっているファルマだが、慈善事業への寄付や貧民救済のための資金を提供していることと、黒死病の特効薬を創り帝都を守り、なおかつ数々の新薬を世に生み出し続ける薬師としての名が次第に広まり、恨みを買うということも最近ではなくなっていた。

「きちんとお返ししたいのです、お金がないので、私の体で……」

「体で……？」

　帝国有数の大資産家のファルマであるが、発言の破壊力にやられて固まってしまった。

「あらら、真に受けちゃった。ファルマ君、そういうの耐性ないんだからからかっちゃだめよ」

　エレンが面白がっていると、ジュリアナは床にひれ伏しそうな勢いで懇願する。

「あっ、労働でということです。ご迷惑でなければ、この薬局で働かせてください。私、掃除でも雑用でも何でもしますので！」

「気にしなくていいですから、薬を持って帰っていいですよ」

　異世界薬局の職員は六人もいたし、最近では人手も足りていた。ジュリアナの素性も知れないし、現代医薬品の知識の欠片かけらもない薬師はこの薬局では通用しない。

「働かせてください、お願いします！　それとも私、お、お邪魔ですか……？」

　ファルマとしては、正直なところ邪魔でもあったし帰ってほしかった。

　これまでにも異世界薬局へ弟子入りを申し込んでくる薬師は星の数ほどいたが、ファルマは秋から教授を務める帝国医薬大学校に入学し、あるいは聴講手続きを取って薬学を学ぶようにと軒並み断ってきたのだ。現代薬学は一朝一夕で教えられるものではないし、中途半端な知識で薬を取り扱わせるのは危険だ。職員以外の人間に、薬局の裏方を見られたくもない。

「どうするファルマ君？　他国の薬師の仕事を見たいって気持ちも分からないでもないし」

　それに対して、エレンはジュリアナに同情的だ。ファルマは仕方なしに、承諾することにした。

「まあ、数日ならいいんじゃない？　でも、君は薬を処方したらだめだよ」

「はいっ！　薬は処方しません。精いっぱい働きますっ！　このご恩は忘れません！」





　◆






　そんなやり取りのあと、ジュリアナは薬局の手伝いを始めた。

　第一印象はおどおどとしてみえたものの、彼女は働き者で、きわめて真面目だった。雑用や掃除から始まり、どんな仕事にも手を抜かず、そのうちアルバイトの薬師やエレンから少しずつ現代薬の調剤を習い始めると、計量も計算も完璧で、事務もそつなくこなし、何をやらせても飲み込みが早く、ファルマの教科書を熱心に読み込み、時に職員たちと食事や買い物をして打ち解け始めた。

（ただの薬師にしては能力高いな、この子。これだけできる子が、二級薬師なのか）

　ジュリアナは『神術按あん摩ま』という珍しいスキルも持っていた。杖つえを通して神力を患者に注ぎかけながら体を揉もみほぐし、体液のめぐりを整えるというものだ。

　ジュリアナは薬局の休憩中、職員たちの慰労のために按摩を施した。ジュリアナの施術を終えたエレンは蕩とろけそうな顔をしていた。

「あー、肩まわりの調子いいのよね。ジュリアナちゃん、薬がなくてもこれだけで食べていけるわよ！　私もそれ教えてもらおうかしら」

「エレオノール様に褒めていただけるのは光栄です。私もこれから励みます」

　エレンはジュリアナの按摩を気に入って、合間をみて施術してもらっていた。施術代の代わりに、女子の好きそうな流行のアイテムをジュリアナにあげては、ジュリアナを喜ばせていた。

「ですよねっ、体全体が踊り出しそうですよねっ！」

　ロッテは目をらんらんとさせている。宮廷で集中して絵を描くと、肩が凝ることもあるらしい。

「うふふ、ロッテちゃん、神力を注がれるのは初体験でしょう？　刺激的だったかしら」

（ロッテはオーバーチャージだな。何かの薬をキメたみたいになってる）

　生まれつき神力を持たない平民へ神力を当てるのは、加減がいりそうだ。

「セルストさんはやってもらわないの？」

「私は人に肩もみなどをやってもらうとくすぐったくて。笑ってしまいますわ」

「セルスト様は神力の体内循環が整っているので、凝らないのかもしれませんね。体質でしょう」

　ジュリアナが控え目にそう分析した。

「店主様はジュリアナさんに按摩をやっていただかないのですか？　その、体のすみずみまで」

　レベッカはお約束にたがわず、脳内で乙女妄想を爆発させているらしかった。

「体がほぐれるわよ、やってもらったら？」

「そうですよ！　ファルマ様、最高ですよ！」

　施術を受けたエレンとロッテが交互に薦めるので、ファルマも試してみることにした。

「じゃ、俺もお願いしようかな」

　ファルマが診察室の個室ベッドの上に俯うつぶせになると、ジュリアナは杖全体をローラーのように使ってもみほぐし、杖の先端でぐりぐりと体の各部を押すマッサージを始めた。ファルマの神力が勝ちすぎてジュリアナの注ぐ神力は微み塵じんも感じなかったが、マッサージ効果だけは体感できた。

（あーこれいいな。体全体がパン生地になったみたいだ。のびるー）

「ジュリアナさんのこの神術、不定愁訴の人にいいかもな」

「不定愁訴というのは何でしょうか？」

「薬では治らない、原因が特定できない症状のことだよ」

「はい、そういった場合にもこの神術を使っています」

　薬局を訪れる患者の中には、診眼で診みてもどこも悪くなく、診断がつかないケースが稀まれにある。

　頭痛、肩こり、腰痛、腹痛、不調などの主訴はあるが検査をしてもはっきりした原因のないものを不定愁訴という。痛みというのは主観的なものであるため、不安やストレスでも増幅されたりと、第三者が診断、治療などの介入をすることが難しい。医学、薬学的には、治療の適用範囲外であれば治療ができない。気休めの治療をしてはならないからだ。

　検査のために各診療科をたらい回しにされ、漫然とリハビリプログラムなどを受けるも改善なく、その間に現代医学に失望し民間療法やその他のニセ医療に手を出したり、効果のない高額な薬をつかまされる、というパターンも現代日本ですらままある。

　そういった患者の不定愁訴に対して、ファルマは最近、ある部分では神術が有効なのかもしれない、と考えるようになった。特に、肩こりや腰痛、頭痛その他の愁訴に対しては、神力を込めて患部をさすることで気休め以上の効果があった。この世界の薬師、医師はそうやって患者の痛みを取ることもあるとエレンは言う。神力の強い神術使いは癒いやしを得意としているようで、ブリュノはその分野でも有名だと聞いた。このジュリアナの施術の効果を検討して、マッサージやリラックス効果があるようなら異世界薬局で応用してもいいかな、とそんなことを考えた。

　そんな思案をしながら、施術を受け気持ちよさにまどろんでいたときだった。

「ん？」

　ファルマは不穏な気配に気付き、ぞくりとして背後を振り向いた。

「どうしたの？」

「いっ、いえ！」

　ジュリアナは怯おびえたように肩をすくめた。彼女は持っていた杖を手放していた。

「ごめんなさい。集中が途切れました、つ、続けます」




　昼食時、三階の休憩室に薬局職員たちが集い談笑していた。サン・フルーヴ帝国の郷土料理の中に、ジュリアナが食べたことのない食材が食卓に上ったので、珍しがっていたところだった。

「思ったより甘い野菜ですね、食べたのは初めてです。それに、このお肉は何のお肉ですか？」

「これは羊の肉です、お口に合いませんでしたか？」

　ロッテが、ジュリアナの嫌いなものを出してしまったかと心配する。

「羊は食べたことがありませんでした、でもおいしいです」

　肉を殆ど食べてはいけない生活を送っていた、とジュリアナは言う。

　レベッカは一緒に働いているうちに、年の近いジュリアナに親近感を持ったようだ。

「ジュリアナさんはどこのご出身なの？　ご家族はどこに暮らしているの？」

　食習慣が違うようなので、レベッカがジュリアナの出自を疑問に思ったのか質問した。

「私は西のほうから来ました、施設で育ったので家族はいません」

「西って、帝国の西？　大陸の西？」

　セルストも続けてジュリアナの生い立ちを尋ねると、ジュリアナは答えにくそうにしていた。

「ごめんなさい、話しづらいこと聞いちゃったみたい」

「いえ、いいんです。こうやって楽しく食卓を囲むことはありませんでした。だから今、皆さんによくしていただいてとても幸せです……。流れの薬師をしていると、食事も一人で食べることが多くて、いつも気を張りつめていましたから」

　あまり深く聞いてはならない事情があるのだろうな、とファルマも深入りしないことにした。





　◆






　その後のジュリアナは、日に何度か思いつめたような表情をするようになった。彼女は相変わらず完璧な働きを崩さなかったが、表情は曇り、目にみえて口数が少なくなっていった。

　ファルマは彼女の落ち込んだ様子を気にかけるようになった。そんな日が続いたある日、薬局からジュリアナの姿が消えた。多くの客が出入りする中で、いちはやく気付いたのはエレンだ。

「あれ、ジュリアナちゃんは？　さっきまで販売スペースにいたのに」

「外に出ていったところ、誰か見た？」

「見てないデスよ！」

　薬局の職員たちは、うっかり外に出て帝都内で迷ったのかもしれないと営業の合間に交代で捜索を始めた。だが、思い当たる場所を捜しても彼女は見当たらない。そもそも彼女には土地勘がないので、立ち寄るあてもないのだ。

「私、頼りになる知り合いに片っ端から聞いてきます。任せてください」

　そう言って捜索を請け負ったセルストの主婦情報ネットワークを駆使しても、新聞屋に聞いても情報は上がってこなかった。

「サン・フルーヴ帝都は広いデス、人一人の捜索は無理デスね。ましてや、隠れる気になっているのナラ、見つかりようがないデース」

　ロジェは帝都中を馬で走り回って目視で捜して、くたびれていた。

「私が迷いましたー。ひーん、皆さんごめんなさい！　ジュリアナさん見つからないです！」

　レベッカも、ほうぼう捜して逆に自分が迷って憲兵に連れられ戻ってきた。レベッカがどうやら方向音痴だということが発覚したので、ファルマは留守番をしていてくれと頼んだ。

　診療と調剤のために薬局を動けなかったファルマも、本格的に心配をし始めた。

（何か身体的な特徴がないか、診みてればよかったな）

　ジュリアナに持病があれば、ファルマは診眼で屋内、屋外を問わず帝都の人間を透視して彼女を見つけることができた。だが、彼女を診眼で診てはいなかったのだ。ロッテは名残惜しそうだ。

「もうお国に帰ったのでしょうか。お別れ会、したかったです」

「黙って帰る子には見えなかったから、何かトラブルに巻き込まれてないといいけど」

　エレンは最悪の想像を紛らわせるように自分の眼鏡を布でふく。

「最近なんだか元気がなかったわよね。もっと踏み込んで声をかけてあげればよかったわ」

「途中から悩んでるように見えたな……そっとしとかないほうがよかったか」

　ファルマはカルテを揃えながら、窓の外の帝都の景色を眺めた。




　帝都の空を分厚い雲が覆い、激しく雨が降り始めた。

　その日、ジュリアナは見つからないまま、薬局を閉める時間になった。

「帰ろうか」

　セドリック、ロッテと共にファルマが馬車で自宅に帰ろうとしていたとき、ロッテが足を止める。

「私、ジュリアナさんを捜したいです。雨が降ってきましたし、まだ帝都のどこかで迷っているのなら……ジュリアナさんは家がありません、この雨の中では心配です」

　今頃ずぶ濡ぬれになっていないでしょうか、とロッテは彼女を案じている。

「そうだね、もう少し捜して帰ろう」

　三人は帝都の通行人を捕まえて聞き込みをしたり、憲兵に尋ねて歩いた。そしてようやくのことで、ジュリアナに似た若い女性が帝都で一番高い建築物を捜していた、という情報を仕入れた。

（まさか……思いつめて飛び降りたり？）

「ロッテ、セドリックさん、家に戻ってて！」

　ファルマは二人をその場に残し、駆け出して帝都の小路地へと入り込んだ。

「ファルマ様!?」

　ロッテがファルマを追ってきたが、ロッテが彼の姿を目にとめる前に薬やく神しん杖じょうで飛ひ翔しょうし、帝都の鐘塔の全てを空中から調べてまわった。随分と捜し回った後、帝都でもっとも高い鐘塔の隅に沈んだ様子で、ずぶ濡れになりながら腰かける一人の女性の姿を見つけた。

（ジュリアナだ！　こんなところに……）

　ファルマは雨音に紛れ、音を立てず彼女の背後に降り立ち、忍び寄る。鐘塔の鉄柵を乗り越えた彼女は、雨に打たれながら鐘塔の頂上で一人うずくまっていた。彼女の目の前には手すりも柵もなく、落ちれば即死の高さだ。飛び降りを躊躇ためらっているようにも見えた。

「何も話さなくていいから、そこを動かないで」

　ファルマは静かに声をかけた。彼女ははっと顔を上げ、慌てて立ち上がった。

「ファルマ様……」

「そこにいろよ」

「来ないでください……合わせる顔がありません、私は薄汚れた不誠実者です」

　彼女はファルマに正対し今にも飛び降りそうな状態になったまま、せきを切ったように自白した。

「私、旅の薬師でもなければ、盗難にも遭っていません。ずっとあなたを騙だましていたんです！」

「言いたいことはそれだけか？」

　ファルマは意に介さず答えながら、一歩ずつ彼女に歩み寄る。ジュリアナは硬直していた。

「たったそれっぽっちの理由か？　だったらそんなくだらないことで命を捨てるな！」

　ファルマはジュリアナに一喝し薬神杖を握り込んだ。

　もし、彼女が早まって身を投げたとしても空中で受け止められる準備は整えた。

「帰ろう、ジュリアナさん。皆、君を捜していたんだよ」

　彼女はくずおれて、子供のように泣きじゃくった。




「私の正体は、大神殿の医療枢機神官でございます」

　鐘塔の柵の内側にジュリアナを連れ込むと、彼女は苦しそうに口を開いた。

「ファルマ様に近づき篭ろう絡らくし、神力を奪ってくるのが、私の使命でした。でも、あなた様のことを知れば知るほど、それができなくなりました。守護神様から神力を奪うなど、そもそも信仰に反します。けれども神殿への裏切りは死をもって贖あがなわなければ……私は飛び降りるしかありません」

「何でそうなる？　飛び降りなければいい」

「飛び降りなくても命はありません。私には呪いがかけられています。やがて呪いに蝕むしばまれて、人の心を失って……他の人を傷つける前に、きちんと自分の意志で死にたいと思いました」

「分かった！　いや分かんないけど、いったん落ち着こう」

　ファルマは興奮気味のジュリアナを落ち着かせて肩を貸し、さらに詳しく事情を聞いてみる。

「神殿枢機部の秘密を知る枢機神官は、叙任時から神殿を裏切れないように呪いを刻まれています。大神殿に戻って呪いを浄化する薬を飲み続けなければ、人の心を失って死ぬのが定めです」

（そんなエグいものがあるのか……前から思ってたけど、神殿上層部ってヤバすぎるな）

「その呪いはどこにある？　体のどこかにあるのか？」

　彼女は隠そうとするので、ファルマが仕方なしに診眼で診ると、うなじに青黒い紋様が刻まれていた。その紋様は彼女の皮膚の上で不気味に広がり始めていた。

「ひどいことを」

　人を人とも思わない大神殿のやり口の汚さに、ファルマは怒りを覚える。

　だが、そうまでして一体何をしようとしているのか。目的が知れない以上は薄気味悪くもあった。

「触るよ」

　ファルマはそう言うなり、握力は込めずに包み込むように濡れた彼女のうなじに触れる。

「ひうっ！」

　ジュリアナはいきなり摑つかまれたので思わず悲鳴を上げ、目をつぶった。ファルマが紋様に神力を押しつけると、呪いは完全に消滅した。およそ呪いや悪霊という名のつくものに対して、ファルマは自身の持つ浄化の力は無敵なのではないかと、おぼろげながら自覚しつつあった。

「消えたよ。君はもう自由だ、身も心もね」

「え……えっ!?」

　彼女は放心状態になった。

「この呪いを消せる術はこの世のどこにも存在しないはずです！」

「そう？　跡形もないみたいだよ」

「ファルマ様は、やはり歴代の守護神様の中でも飛びぬけて強大なお力を持っておられます。ここ何百年、現世に降りてこられなかった数柱の守護神様の神力を一身に宿したかのような……」

「そういうのは、よくわかんないや」

　ファルマはさも興味がなさそうに頭をかいた。

　ともあれ、現れなかった何代かぶんの守護神の神力がキャリーオーバーされたってことだろうか、などとファルマは考える。聖紋も二つついているし、何もかもよく分からない。

「俺さ、中身は君と同じ人間だから。普通に接してくれると嬉うれしいよ」

　薬神の力は宿っていても、ファルマの心境としては徹頭徹尾人間のつもりでいるのだ。

「大神殿は俺から神力を取ってきて、何をしようとしているんだ？」

「壊れゆく世界を、〝鎹かすがいの歯車〟でつなぎとめています。世界と世界をつなぐ鎹が外れないようにするために、歯車で締め上げているのです。その機械を動かすには、守護神様の神力が必要なのです。たとえ守護神様を傷つけ信仰に反することをしてでも、侵食されゆく世界の崩壊を食い止めるためにはどうしようもないのです……」

「壊れゆく、世界……？」

　大神殿の枢機部に所属する神官の予想外の暴露に、ファルマは面食らう。サロモンは大神殿が歴代の守護神をおびきよせ、消滅するまで大神殿に封印してきたと言っていたが、その裏にはそんな事情があったらしい。神殿上層部のことを関わりあいになりたくない集団だ、とばかり思っていたファルマはある種のパラダイムシフトを起こす。真実は必ずしも一つではない。

（本当なのかな……だとしたら、神殿が俺を拘束して殺してでも神力を搾り取ろうとしているのも、やむを得ない理由があるのか。いや、その話もこの子が神殿に騙されているのかもしれないし）

「君はどうやって俺の神力を奪って帰ろうとしていたの？　まさか一人で俺を倒して死体を引きずって帰れるとは思ってないだろ？」

「神力を吸う性質の秘宝があるので……でも、それはもうできません」

「杖の横に挿さしてるその剣が秘宝？」

「っ、これは違います」

「隠しても見ればそうだと分かるよ、借りるよ」

　ファルマはジュリアナから剣を取り上げると、すっと鞘さやから抜いた。柄つかからは二本の細い刃が平行に出ている。果物ナイフほどの長さだ。

「プラグみたいな形だな。神力はどうやって吸わせるんだ？」

　指先で刃をなぞってみても、血は出ない。刃を握っても変わらない。

「お返しください、絶対だめですっ……ファルマ様を傷つけるなんて間違っています」

　ジュリアナは必死で宝剣を奪い返そうとする、だが、語るに落ちていた。

（傷つける？　てことは、刺すんだな）

　ファルマは思い切って大腿に刃を突き立てた。ファルマの体は実体ではないので、やはり血は出ない。多少虚脱感と痛みらしきものはあるにはあるが、耐えられないほどではない。












「きゃああっ!?　ファルマ様！」

「これ、ある種のバッテリーなのかな？」

　神力を剣に込めるようなイメージを浮かべると、剣は発光し激しく明滅を始めた。そして、神力は一定の容量に達すると充じゅう塡てんできなくなった。

「フルチャージだな。はい、できた。もうほかに宝剣はないの？　あと何本かいけそうだし、手間だからありったけ持っていきなよ」

　鞘におさめて彼女に手渡す。その間、ものの二十秒。

「え？　え!?　なんともない……のですか？　この剣には守護神様に激痛を与え、神力を悉ことごとく奪い尽くしてしまうという伝承が……」

「全然何ともないし、俺の体にある神力も全然減ってないよ。これで君も任務を果たして神殿に帰れるのなら、円満解決だ。鎹の歯車ってやつは、今渡したぶんでしばらくもつのか？」

　鎹なんだか歯車なんだかよく分からない装置だな、とファルマは混乱する。

「はっ、はい。一本で十分です……信じられません」

　かなりの期間の歯車の駆動力になるだろう、と彼女は答える。

「その鎹の歯車っていうのは神聖国にあるのか？」

「地下神殿の奥深くに、異界への入り口があります。そこから……」

「じゃ、今度様子を見に行くって伝えて。それで世界の存亡が何とかなるなら協力するから」

　普通に話し合いに来てくれたらこちらも普通に応じる、とファルマはジュリアナに告げた。

「また思いつめたら、とにかく俺に会いに来てくれ」

　そう言って、ファルマは笑った。





　◆






　ジュリアナは翌日、神聖国に戻ることになった。決められた期日までに戻らなければ、ジュリアナがしくじったとしてまた新たな刺客がファルマに放たれるかもしれないのだそうだ。

　彼女は最後に、薬局職員全員に心を込めた神術按摩を行い、ロッテの発案でささやかなお別れ会もした。

「短い間ですが、皆さまにはお世話になりました」

「もうちょっとゆっくりしたらいいのに……どうして大慌てで帰っちゃうの？」

　エレンはジュリアナを引き止めたがっていた。神術按摩がやみつきになったのだろう。

「ど、どうやって帰るのよ。まさか徒歩で？」

「いえ、馬を借りて帰ります」

「まあ、今回は帰るとして、また遊びに来てよ」

　ファルマは昨日の出来事などなかったかのようにあっさりと別れを口にしたが、ジュリアナの背が寂しげに見えたので、彼女を元気づけるために大路まで送っていくことにした。




　二人きりになると、ジュリアナが感慨深そうにファルマに告げる。

「笑ってお別れできるなんて、思ってもみませんでした」

「そう？　君が飛び降りる前に見つけられてよかったよ」

　ファルマは余計なことは何も語らず目を細める。

「これまで神殿は、人間は守護神様と意思疎通ができないものと考えてきました。しかしそれは大きな間違いでした。あなたは人の心をお持ちで、多くの人々の救済を考えてくださっています」

「んー……」

　ファルマはぽりぽりと頰ほおをかく。そして、気の利いた言葉も思いつかなかったので、こう述べた。

「単に、人間同士の助け合いじゃないかな」

「人間同士？」

「おかしいか？」

　ジュリアナはくすりと笑った。

「お預かりした秘宝とともに、大神官にお伝えします。では、ここで」

　去り際、ジュリアナはファルマにそんな心境を打ち明け、名残惜しそうに手を振ると、帝都神殿の方に消えていった。





　◆






　ジュリアナは帝都神殿の用意した馬に乗り、無事に神聖国に帰還した。

　彼女が心配したように、帰着すると同時のタイミングでファルマに次の刺客が放たれようとしていた。彼女の帰還をうけ、ただちに大神殿枢機部で緊急集会が開催される。枢機神官たちの前に出たジュリアナには称賛が集まったが、彼女の表情は暗く、俯うつむいていた。

「薬神に取り入り、神力を手に入れてきたと申すか。よくやった」

　上位の枢機神官に労ねぎらわれる。

「ありがとうございます」

「どうやって宝剣を薬神に刺した。反撃に遭わなかったのか、まさか薬神とて呆ほうけて見ていたわけではあるまい。その手口を申してみよ」

　一人の神官が素朴な疑問を口にしたが、ジュリアナは答えなかった。去り際、詳しいことは言うなとファルマに釘くぎを刺されていたからだ。洗いざらい話してしまうと、ジュリアナが自殺を試みたこと、神殿を裏切りかけたことを話さなければならなくなる。それより、ジュリアナがファルマを懐柔できたという成果を話すほうが、彼女の身が守られると説得された。

「本当に反撃に遭わなかったというのか。では寝込みを襲ったのか？」

「それは……詳しく申し上げることはできません」

　ジュリアナが返答に困っていると、他の神官が邪推をした。

「やれやれ、薬神といえど色仕掛けでほだされたか」

　ジュリアナの頰がかあっと熱くなる。

「違っ……違います！」

　ファルマと、そして自身への軽蔑の視線を受け、ジュリアナは悲しみに沈む。自分が侮蔑されるのは構わないが、ファルマを蔑まれるのは到底許せなかった。

「で、薬神に取り入った際に見つけた弱点、神力の秘密などはあったか？」

　ジュリアナは心無い質問に胸を痛めながら、ファルマの人となりを話す。

「ファルマ様はお優しい方でした。無償でお薬や、温かい言葉もくださいました」

　それはこれまでの人生でもっとも幸せな日々だった、と彼女は思い起こす。

「無一文の私をお屋敷で手厚くもてなしていただいて。短い間でしたが、画期的な薬学の知識も学ばせていただきました」

　嬉しそうに語るジュリアナを、枢機神官たちは不審な顔をして眺めていた。まるで、ジュリアナがファルマに懐柔されてしまったかのように聞こえたからだ。

「守護神には情がない、あるように見えるなら人間界で過ごすための処世術にすぎん。守護神らは人間を虫けらほどにも思ってはいない。見かけで判断してはならん。それに過去何度、神殿が騙され人々が虐殺されたことか。忘れたわけではあるまい」

　ピウスが神殿と守護神の過去の抗争を振り返る。神殿と守護神の熾し烈れつな攻防の歴史も、神殿の保管する禁書には記されている。禁書の内容を詳しく知らない下級神官は守護神を崇敬しているが、枢機神官たちは守護神を敵とみなす傾向が強かった。

「今までの守護神様がそうでなかったとしても、ファルマ様にはお心があると思います」

「黙れ！　愚か者め！　簡単にほだされおって！」

　ピウスは忌いま々いましそうに一喝する。

「ファルマ様は既に多くの人々の命を救ってこられました……ピウス様も直接ファルマ様とお会いになればお心が変わります」

「たわごとなど聞きたくない！　そんなことはどうでもよい、宝剣を出してみせよ」

　ジュリアナから宝剣を受け取った神官は、用意された円盤型の秘宝用精密神力計に、布に包んでいた宝剣をコトリと置く。神官が手を放した瞬間から神力計が瞬く間に変色してゆき、完全に透明になった。その色が意味するところは……。

「完全充塡状態だ」

　これ以上満たせないほどに神力を吸っている、ということを示す。

「これだけの神力を奪って……薬神はどうなった!?　人型をとどめていられはすまい!!」

　消滅したのではないか、と神官たちが騒然とした。ジュリアナはどうやって神力を奪ったかという説明は省き、ファルマにはまだ余力があったことを報告する。

「平然となさっていました。ご健在にございます」

　他の神官が、宝剣に充塡されている神力量を計算する。

「これだけの神力があれば、鎹の歯車を一七五年分も巻き戻すことができます」

「ふ……ふは、ふはは……ハハハ！　このたびの薬神は化け物だ……ハハハ！」

　ピウスは現実離れした話をうまく脳内で処理することができなかったのか、一人で笑い続けた。

「確かに。今までの守護神とは神力量の次元が違いますな」

「これは由々しきことだ、抵抗されれば封神計画が総崩れだ」

　他の神官が大きく嘆息する。

「もし、大神殿に誘い出して封印に失敗し、怒りをかえば……」

「これだけの神力の持ち主ならば、これまでの神封じは効かんぞ」

　今回、何のためにこのように強大な神力を持つ守護神が降りてきたのか。過去数柱分どころか、今後数柱分の神力も吸いつくして降りてきたかのようだ、と神官たちは口々に話す。

「新たな封印術を構築せねばならん。それも早急に！」

　ピウスの裁断が下った。ジュリアナは、それでもとファルマの意志を伝える。

「封印は無意味です。それに、こちらが誠実に接すれば、大神殿に協力するとファルマ様は仰せでした。神殿はファルマ様を敵視しすぎだと存じます。ファルマ様は争いを望んではおられません」

「守護神が、神殿側に歩み寄ってきただと？」

　議場内に戸惑いの空気が流れる。そのとき、一人の枢機神官が大声を上げた。

「待て、ジュリアナ。枢機神官の証たる首の聖呪紋が消えているではないか、どういうことだ！」

　ジュリアナのうなじに刻まれていた呪いの印が消えているのが見つかったのだ。

　枢機神官たちは騒然となった。

　神殿に忠誠を誓うために枢機神官がその身に刻む、生涯解けない呪い、聖呪。それが完全に消えてしまったとなれば、人間のなせる業ではない。

　薬神にやられたのだ、と糾弾の声が上がる。

「聖呪紋を浄化できるのは薬神しかいない！　そもそも、薬神は浄化神術が得意中の得意だ」

「逆に薬神に手て籠ごめにされ眷けん属ぞくにされたか。この者は生きた傀かい儡らいになった！」

「違います！　ファルマ様はそんな方では……私も正気です！」

　ジュリアナは必死で否定したが、彼女が釈明すればするほど、神官たちは疑いを強めてゆく。

「話にならん、完全に洗脳されたな。違うというならば、神殿に忠誠を捧ささげよ」

　ピウスが鼻息を荒くする。ジュリアナはその場で再度、首に焼きごてで聖呪紋を刻まれることになった。火炎神術使いが聖呪紋の烙らく印いんを穿うがつ杖を持ち発動詠唱を始めると、杖の先端が真っ赤に燃える。

「ひざまずき、悔い改めよ」

　髪の毛を摑まれ、蹴飛ばされて、ジュリアナは跪ひざまずかされる。

「っ……」

　痛みに耐えようと固く瞳を閉じたジュリアナの双そう眸ぼうから、大粒の涙が零こぼれ落ちる。

「なっ!?　聖呪紋が……!?」

　しかし、何度やってもジュリアナの肌は傷つかなかった。

　火傷やけどのあとはなく、呪いはジュリアナの体に入っていかなかったのだ。

「この遥よう遠えんの地にあっても薬神に守られているのか……」

　ピウスは、聖呪紋すら消し去るファルマの浄化能力の凄まじさを前に、その口元に不敵な笑みを浮かべた。

「薬神はいたくお前をお気に召したのだな」

　利用価値がある、ピウスは側近にぼそりとそう言った。

「また、薬神から神力を奪いに行ってこい」

　その日からジュリアナは二四時間、大神殿の監視下に置かれることになった。

　ジュリアナはファルマの歩み寄る意向を確かに大神官に伝えた。だが、大神殿は過去の守護神との軋あつ轢れきから疑心暗鬼に凝り固まり、聞く耳を持っていなかったのだ。






六話　公爵家の家庭問題






「おいファルマ、邪魔するぞー」

　薬局の職員たちの装いが半袖になり、汗ばむ季節になってきたころ、予定外にパッレが馬で薬局にやってきた。患者に薬の説明を終え、昼休憩のために店を閉めようとしていたファルマは、威勢よく入店してきたパッレに驚き手を止める。

「兄上、どうしたんだ？」

「わっ、パッレ君じゃないの。何しに来たのよ、果たし合い？　仕方ないわね、今日という今日は決着をつけるわよ！」

　エレンは身構え、手が杖つえにかかっていた。言うまでもなく本気だ。

　兄と聞こえたからか、店内の患者たちの注目が一気に集まる。ロッテはパッレと聞いて驚いて書類をぶちまけてしまっていた。彼女は、しゃっくりを止めるためにパッレに逆さづりにされそうになって以来、パッレを何となく苦手にしているようで、屋敷の外で会うと緊張するらしい。

「あら。店主さんのお兄さん？　美青年ね、診察をお願いしたいわ」

「店主様とは印象が違いますな」

　ファルマの耳に、パッレの第一印象が聞こえてくる。また、若い女性客からは黄色い声が上がっていた。パッレはどこに行ってもモテているようである。

　パッレはそんな声に構わず薬局のウォーターサーバーで水を飲み、一息ついてファルマに話しかけた。エレンや他の薬師は眼中にないようだ。そしてカウンター越しにファルマを見下ろす。

「お前はいつも忙しそうだな、ファルマ」

「ふふん、繁盛してますから？」

　エレンが気取って答える。

「お前には聞いてないぞ、我が弟に話している」

「あら、失礼しましたわ、引っこみます」

「そんなところに心苦しいんだが、患者をお前に回してもいいか？　俺には手に負えん」

　薬をくれと言うことはあるが、患者を回すとは珍しいな、とファルマは疑問に思う。この世界の薬師にとって患者を一人手放すことは、それなりの収入源を失うことでもある。特にパッレの患者はブリュノから引き継いだ上流貴族で、顧客としては太い。

　治療実績を作るために一人の患者でも大事にしたい時期だろうに、とファルマは相手の事情を思う。

「何の病気か教えてくれたら、薬を分けるよ。兄上が主治薬師なら、兄上が対応したほうがいい。患者さんも安心するだろうし」

　ファルマは調剤室に足を運び、天てん秤びんの準備をする。ファルマは、パッレの神術を補助とした疾患鑑別能力には信頼を置いていたので、薬が出せないだけなら患者を回すまでもないと考えた。

「いいや、病気じゃないんだ。病気なら俺が何とかする」

「じゃ、何なの？」

　パッレのもったいぶった言い回しに、エレンがしびれを切らしたように尋ねた。

「家庭問題だ。離婚問題にも発展して、かなり込み入ってる」

　パッレはもう疲れたと言って机の上に頰ほお杖づえをつく。じっくり話を聞くのはパッレは苦手だろうなとファルマは推し量る。

「そんなの、俺に回されても困るよ。俺、まだ一二歳だよ？　離婚問題まで扱えないよ……ん？」

　患者や客が一気に移動した気配がしたので、ファルマが薬局の入り口に視線を向けると、一人の若い貴婦人が侍女たちと共に薬局に来店していた。

「あ、あの奥さま……公爵夫人だわ。とっても有名よ！」

　エレンはサロンで見たことがあると言う。

「マダム、こちらにお見えでしたか」

　だれていたパッレは立ち上がると背筋を伸ばして恭しく礼を送り、カウンターまでエスコートをしてくる。

「例の患者さん？」とファルマが視線を送ると、パッレは視線で頷うなずいた。

「こちらに行かれると聞いて……もう、どうしていいか分からないので、ついてまいりましたわ」

「お気持ち、お察しします。この通り、弟は優秀な宮廷薬師でして、弟がマダムのお悩みに答えてくれるでしょう」

（ちょ、何言い出すんだこの……！）

　パッレが言外のジェスチャーでお前に任せると言うので、ファルマは仕方なくカウンセリングコーナーに通し、引き継ぐ。パッレがカルテを渡してきたので、目を通した。

　エレンの情報通り、若い貴婦人は公爵夫人、長男出産後まもなくの状態で重い貧血を抱えていた。貧血の治療自体はパッレが行っており、処方も問題ない。

　悩みの種は貧血ではなく、子供の問題だ。父親に似ていない子供が生まれてしまったというのだ。目の色も髪の色も違う。しかも極めつけに、貴族の子供であるにもかかわらず神力もなかったという。神力のない子供が生まれたとなると、夫には受け入れがたいのだろうと夫人は嘆く。

「なるほど。赤ちゃんにはお目にかかれますか？」

「連れてきていますわ」

　侍女が、ファルマに赤子を見せにきた。確かに、公爵夫人は青髪で夫は赤髪であるというのに子供は緑髪だ。これがおかしいと公爵は疑っている。

（青髪と赤髪の遺伝法則なんて知らないよ……でも緑になることもあるんじゃないか？）

　ファルマは髪の色だけで血縁を立証することはナンセンスだと考えている。

「かわいいじゃないですか、お子さん。元気そうですし、問題ありませんよ。でもそれは……お困りですね」

　かける言葉に困ったファルマは、沈痛な面持ちになる。

「横から失礼いたします、お子さんのお顔は公爵閣下と似ていると思いますわ」

　公爵のことも知るエレンは、父親に似ていると言って夫人をフォローする。

「私もそう思うのですが、主人からは、神力のない子供を授かったということで、家の恥だから離縁するのですぐに屋敷を出ていけと……」

　不義を疑われた彼女は、子供ともども家を追い出されそうになっているらしい。

「もう無念で、悔しくて……。たとえ神力がなくても、髪の毛や目の色が違っても、守護神である風神様に誓ってこの子は主人の子です。でも、主人は認めようとしません。何か、それを証明する方法はないでしょうか」

「分かりました、やってみましょう」

　ファルマは頷いた。あまりに切実な言葉に、彼は夫人を信じることにした。噓うそを言っているようには見えなかったし、彼女の言葉の真偽を確かめる方法はいくつかある。

「外見が似ている似ていないが、親子関係を示す全てではありません」

　神力を持たない不義の子供と決めつけられてしまえば、捨てられる可能性が高い。なんとしてでも、公爵に自分の子供だと認知してもらわなければならない。

「親子鑑定を行いましょう。それで、この子の父親が誰なのかを立証することができます。客観的に、そして中立的にです」

「そんなことができますの？　お願いしますわ」

　公爵夫人ははらはらと涙を流しながらファルマの手を取った。

　ファルマは改めて赤子をよく見る。

（ん……？）

「ところでお子さん、神脈はありそうですよ」

　以前やったように神脈をさぐると、弱々しいが、確かに神脈は赤子の中に眠っている。

「ええっ、本当ですか？」

「失礼、ちょっとお子さんをお預かりします。体重をはかってきますね」

　そう言って赤子を抱きあげ処置室に行くと、ファルマは薬やく神しん杖じょうを握り赤子の心臓のあたりに杖を挿し入れる。無詠唱で〝聖泉の湧出〟を行い赤子の神脈を開けば、神力が溢あふれ出した。

「うん、あることはあったけど、脈が細いな」

　公爵の子供としては神力量が少ないが、なんとか貴族としての名目は立つだろう。薬神杖を刺されたからといって痛みは無いはずだ、赤子は気持ちよさそうに眠っている。体重もはかって夫人のもとに戻ってきた。

「発育も順調のようですよ。そして、私の神術で神脈を開いてまいりました」

「え、ええっ!?　どうして神官様でもないのに神脈が開けるのですか!!」

「ははは、簡易的な術式を知っていまして。エレン、神力計を持ってきて。十スケールでいいよ」

「分かったわ」

　神力計には、生涯神力量と日別使用可能神力量を測るスケールがついている。十万、一万、千、百、十スケールと、神術使いの神力量に応じて神力計を使い分ける。最大容量である十万スケールが必要なのは皇帝ぐらいのもので、帝てい杖じょうに装備されているのみだ。ファルマは帝杖の十万スケールを振り切り、まだ一度たりとて正確な数値は計測できていない。女帝は六万程度の生涯神力を持っている。エレンは千スケールで計測できるが、殆ほとんどの神術使いは百スケールで足りる。

　エレンの持ってきた神力計は、もっとも神力の弱い者が使う、十スケールという目盛りの細かなものだ。小さな手に神力計を握らせると、ゲージがわずかに触れて三を示した。

「三ですね。神力はきちんとあるようです」

「神力が、ある……！　神殿では、同じ十スケールの神力計で計測してもこの子に神力はない、神脈が見えないと言われましたのに。ああ、ありがとうございます！　この数字、一時的なものではありませんよね!?」

　公爵夫人はほっとしたように、薬局を訪れて初めて笑顔になった。

「きちんと神力はありますから、のちほど神殿に行って属性の鑑定をしてもらってください」

　とにかく、神力があればその神力が強かろうと弱かろうと貴族と認められるのだ。赤子は身分を回復することができるだろう、と夫人は喜ぶ。

「さ、ではあとは親子鑑定だけです。ここに公爵を連れてきていただけませんか。それから、完全に第三者である証人を」

「主人が、来てくれるかしら……。もう顔も見たくないと言われていますのに」

　親子鑑定は、両親と子の三者と証人の立ち会いがなければ無効なのだ。

　三者の立ち会いのない親子鑑定をしてその結果をもとに離婚問題に発展しているケースもあるが、そんなの他人のＤＮＡを混ぜればいくらでも偽造できるからな、とファルマは言いたい。

「来ていただけなければ結果を信用してもらうことができません、無効ですからとお伝えください」

「承知しましたわ。呼んで参ります」

　公爵夫人は大きくひとつ頷くと、子とともに胸を張って帰っていった。




　ファルマに対応を任せてやりとりを遠目に見ていたパッレが、ファルマに言った。

「ソフィのときもそうだったが、お前には神脈が開けるんだな。どうやるんだ？」

「あー、それはサロモンさんに教えてもらったんだよ」

　話がこじれるので、パッレの前ではそういうことにしておいた。するとパッレがからかうように言う。

「そろそろ神脈開き屋を始めるべきじゃないか？」

「胡う散さん臭い商売をさせないでくれよ。神殿を通してもらったほうが正式だし穏便だ」

「ファルマ君、それはともかく親子鑑定なんてできるの？　遺伝子の検査、患者さんにやったことないわよね。何か準備しなくていいの、私たち」

　エレンが心配そうにファルマに声をかける。彼はまだ、患者にＤＮＡ鑑定を行った経験はなかった。彼の手に一つの家族の運命がかかっている。

「調べるしかないだろう。全ての答えは、その中にあるんだから」

「おっ、やるのか親子鑑定。こりゃ勉強になる、ゲノム情報を見るんだろう？」

　パッレが身を乗り出してきた。

　ファルマは異界の研究室から持ち帰った試薬をもとにバイオテクノロジーを利用した創薬法、検査法を確立しつつある段階であるが、まだ、親子鑑定を引き受けたことはない。実際の検査をどのようにするのかは、パッレにも興味があるのだろう。

「一応、手持ちの設備と試薬でできる。兄上、そういうわけで」

　ファルマはパッレに向き直る。

「親子鑑定の準備をしようと思うんだけど、今日はバイトの薬師さんたちに往診や研修に行ってもらっていて俺とエレンしかいないんだ、人手が足りない」

「じゃあ俺が手伝ってやる」

　パッレが親指をぐっと自分に向けた。ファルマはあっけらかんとしたもので、パッレにカルテを渡す。そのやり取りを見たエレンは、眉をひそめてのけぞった。

「ええっ、私が一人でやるわよ。手伝ってくれなくていいわ」

「エレン一人じゃ大変だから。兄上、頼むよ」

　ファルマはセドリックに指示をして、薬局の壁の本日の担当薬師を掲げているコーナーに『一級薬師パッレ・ド・メディシス』の札を新たにかけてもらい、胸につける名札を渡す。それに待ったをかけたのがエレンだ。

「待って、パッレ君がこの店にある新薬を扱えるの？　まず教科書ぐらい読まないと、いくら一級薬師だからって適当に処方されたんじゃ困るわ。用法用量も、間違えると危ないし」

「その教科書を書いたのはぁ、どーこの誰だと思ってんだぁ？」

　パッレが嫌味たっぷりに、エレンに顔を近づけて煽あおる。一触即発の空気になるかと思いきや、エレンははっと言葉を飲み込んだ。

「俺と兄上の共著だな。心配いらないよエレン、兄上は新人薬師だけど診療をしてもらっても調剤を頼んでも大丈夫だ。俺もちゃんと処方を確認するから」

　ファルマが相あい槌づちをうつ。エレンは薬学のバイブルの著者の一人がパッレであり、皇帝からも表彰を受けたということを思い出し、渋々引き下がった。




　そして……。

「診療が遅いぞ、エレオノール。診療と調剤を代われ」

　ファルマが実験室と調剤室を往復しながら準備をし、エレンが診療をし、調剤をパッレに依頼していると、調剤室のパッレから苦情が飛んだ。パッレは早く患者を終えて、ファルマの作業を見たいのだ。

「なんですって？　そんなに早くできるもんならやってみなさいよ」

　エレンはぴくりと眉を上げる。パッレは黒いコートを脱いで調剤室から患者たちの前に出た。パッレの診療スタイルは白衣ではなく私服である。

「早さはどうでもいいから、二人で丁寧にやってよ」

　ファルマが作業の手を止めず調剤室から苦言を呈す。

「んなもん当然だ。一級薬師に診みてもらえるなんてありがたく思えよ、平民ども？」

　ファルマたちの腰の低い接客に慣れていた患者たちは、見慣れない青年薬師の登場と横柄な態度に戸惑う。そのパッレを、エレンは調剤室に引き下がらせた。

「いきなり何言ってくれてんのよ、パッレ君ってほんっと接客態度が悪いわね……すみません皆様、今日入ったばかりの新人で、緊張しているようで」

「ああ？　文句があるのかエレオノール？　表でろ表！」

「望むところよ！」

　二人が杖を持って表に出ていこうとしたのでファルマがげんなりした。

「何やってるんだよ二人とも！　患者さんをほったらかしてたら準備できないじゃないかよ」

　脳筋すぎる兄と、煽り耐性ゼロの従業員を持つと困るな、とファルマは嘆かわしい。

「ごめんなさい、うちの兄が失礼をして。これでも、腕は確かです。ノバルート医薬大を首席で卒業していまして、少し自信過剰なところもありますが」

　ファルマは患者たちに謝罪がてら紹介した。

「店主さんのお兄さんか」

「ド・メディシス一族なら、安心だ」

　仕切り直しとなり、パッレは視診、触診、聴診、おまけにポーションと患者の唾液を混ぜ、反応後のポーションの色と沈殿物、濁り、におい、粘りなどで疾患のタイプを見抜く鑑別神術と、現代医薬品の処方を組み合わせたスピード診療を行ってゆく。

「あんな速さで診て、やっつけ仕事して……ちょっとファルマ君。いいの、あれ？」

「エレン、これ見て」

　ファルマが調剤室のエレンに、ちょいちょいと手招きしてメモ用紙を渡す。ファルマがざっと診眼で診た患者の病名と、パッレが神術で鑑定した病名が一致しているか見てみろというのだ。

「すご……合ってる。どうして!?」

　エレンは眼鏡をかけなおす。パッレの診断はファルマの診断と一致していた。そして、パッレが手に負えない、薬では治らないものだと分かると、迷わず処方をファルマに投げた。

　パッレの診断は神術をベースにしているが、自分の技能を正確に把握していて、客観視できているということだ。

「悔しいけど、さすが血筋ね。診断能力に長たけているところ」

　お師匠様の息子だけあるわ、とエレンは悔しそうだ。パッレの守護神が薬神であることも、薬師としての能力を左右する。パッレ、そしてブリュノはファルマの聖域の中にいると加護を受けるらしく、神力もろもろの能力が上がる。高速診断もその一つだ。ファルマが側にいると勘が冴さえわたり、集中力も高まるという話をファルマは本人から聞いた。因果関係は推して知るべしだろう。

「エレンは神術にたよらず正確で丁寧な仕事をしてくれるから、俺は助かるけどね。接客態度も丁寧だし」

「態度はともかく、パッレ君、速くても間違えないじゃない。新人薬師なのに」

　エレンは自信喪失気味だ。

「血筋ってすごいわよねー」

「ねー。そう思いますよねー、私も守護神が薬神や医神だったらと思います」

　セルストがエレンに同調しているが、ファルマはそうは思わない。

（血筋や守護神のせいだけじゃないよ）

　パッレが、薬学にしろ神術にしろ血のにじむような努力をしているのをファルマは知っている。ファルマが白血病を治癒させてからというもの、パッレは現代薬学の有効性をその身で思い知り、より一層薬学の勉強に取り組むようになったと言っていた。

　パッレは日々の診療や往診を終えて帰宅してからも、ぼんやりと遊んだりすることはない。部屋にこもって勉強をしたり、神術の訓練にいそしんだり、患者のために調べものをしたり、学術論文を書いたり読んだり、寸暇を惜しんで、全身全霊で薬師をしている。

　薬学の教科書をほぼ覚えつつあるエレンのほうが実は天才肌で、努力家はパッレのほうだったりするのだ。ただ、エレンは暗記ベースなので応用には乏しい。現代薬学を本当に咀そ嚼しゃくして理解しようと試みているのは、パッレだと言えた。




「なんだ、こんなところに呼びつけて」

　大勢の従者を引き連れて、公爵が不機嫌そうに薬局にやってきた。その後に、公爵夫人が入ってくる。ファルマは起立し調剤室から出て公爵を迎える。

「ようこそいらっしゃいました、公爵様。私は筆頭宮廷薬師ファルマ・ド・メディシスと申します、この店の店主です」

　互いに会釈をする。

「奥様のご依頼により、これからあなたと、奥様と、お子様の三者間で親子鑑定を行います。鑑定は公平に行います、証人もおいでですか？」

「む……あなたは、ド・メディシス尊爵のご令息で、皇帝陛下の主治薬師の……」

　こんなところ、と言ってしまったからか、公爵の言葉の歯切れが悪くなる。論功行賞の場で、ファルマの名前と顔は知れ渡っている。女帝のお気に入りなのも周知のことだろう。

　ファルマは一行を、カーテンで仕切ったカウンセリングブースに案内する。

「親と子、その外見というものは、主観的なものでしかありません。ですから、人体の設計図がどうなっているかを調べましょう」

「設計図？」

「頰ほおの内側を、この綿棒で二本分こすってください。力は入れずに。赤ちゃんは、証人の方が行ってください」

　ファルマは三者から綿棒で採取した口こう腔くう粘膜の細胞を、誰のものか分かるようにはっきり名前を書いたスライドグラスに載せ、顕微鏡のステージにセットし、細胞を全員に見せた。

「丸い、部屋のようなものがあるな」

「それが細胞です。全ての動物の体は、これら一つ一つの細胞からできています。細胞は生物の最小単位なのです」

「ほう……」

「その細胞の中には核という部分があり、中には色素に浸すと染まる、染色体というものが入っています。染色体はデオキシリボ核酸という物質でできています」

　ファルマは、細胞を破裂させて細胞核の中をむき出しにする処理を施す。処理にしばし時間がかかったので、その間にロッテがお茶とお菓子をふるまう。

　処理後、ファルマはプレパラートを彼らに見せる。

「なんだ……この、紐ひものようなものは。こんなものが、私の体の中に？」

「それが染色体です」

　顕微鏡を覗のぞき込んだ公爵は、紫色に染まったＸ型の染色体を見て、舌を巻いていた。

　夫人は赤子とともに、不安そうになりゆきを見守っている。

「この染色体に刻まれた人体の設計図、つまり全ての遺伝情報を、ゲノムと言います」

「その、遺伝情報はどうやって読むんだ？」

　公爵がファルマのペースに乗ってきたので、ファルマはにこりと芝居掛かった笑顔を見せた。

「それでは私と一緒に、ゲノム情報を読み解いてゆきましょう」

　そこでファルマは教科書を出す。ロッテのイラストつきのファルマの教科書は、説明にも便利だ。

「この染色体のゲノム情報は人間ならば殆ど同じですが、わずかに違う部分があります。その違いについて父に由来するもの、母に由来するものを子供が併せ持っているかを調べます」

「どんな違いがあるんだね」

「ゲノムの中には、同じ暗号を数回～数十回と繰り返している、反復配列と呼ばれる場所があります。その暗号の反復回数を調べます」

　そこで、と言いながらファルマは準備してきたグッズを取り出す。

「ここに、ゲノムを複写してくれる酵素があります」

　ファルマは、神術で氷漬けにした、指先ほどの小さなチューブを示す。異界の研究室から持ち帰った酵素、ＤＮＡ合成酵素はバイオテクノロジーの技術の基本となる酵素である。

「この酵素は、ゲノムの二か所に短い核酸断片の配列をはめるとその範囲の配列を複製してくれる働き者です。酵素、核酸断片、そしてゲノム。これらを一緒に混ぜ、反応温度を制御することによって、ＤＮＡは指数関数的に増幅してゆきます。これを、ポリメラーゼ連鎖反応、ＰＣＲ法と言います」

「何のためにその物質を増幅させるんだ？」

「一本では見えなくても、量があれば肉眼でＤＮＡが見えるようになるからですよ」

「肉眼で！　とても小さなものなのに、見えるようになりますのね」

　夫人はまあ、と口を押さえながら驚いた。いいリアクションで助かる、とファルマは思う。

「さて、個人の特徴である反復配列をＰＣＲ法で増幅させます。しかる後に、その回数を見ましょう。反応に時間がかかるのでお時間をいただきますね、散歩でもされますか」




　ファルマは、二時間をかけ反応を行った。薬局の門番が腕の良い火属性の神術使いだったので、ファルマの指示のもと、サンプルに対して加熱と冷却の厳密な温度調節を行ってもらい、反応を進行させた。そのあと、そのＤＮＡを寒天の上で色素で可視化させる処置を行い、結果を示す。

「結果が出ましたよ。このＤＮＡの塊、帯状になっていますね。これが公爵様由来のもの、そしてこの帯が、奥様のもの」

　ファルマは三つの試料の、ＤＮＡの帯の移動距離を公爵自身に比較させる。

「この二つの帯と同じ移動距離の帯を、お子様は二つとも持っています。今回、ＤＮＡの大きさごとに分離していますので、可視化した後の移動距離が同じであればＤＮＡは同じ大きさである、つまり同じ繰り返し回数の配列を持っている、ということを示します。この結果が出現するのは、一〇人に一人ぐらいです」

「ふむ……」

　ＤＮＡの移動距離が一致しているというのは、公爵にも夫人にも分かったようだ。

「一〇人にひとりでは偶然の一致、かもしれませんよね？」

　ファルマは先手を打って、心無い言葉が浴びせられる前に公爵の疑念を引き出す。

「なので、今回は複数箇所の遺伝子を調べてあり、このように全部一致していました。なので、この場合の累積確率を計算してみると、三万人に一人となります」

　帝都の貴族は、三万人もいない。その結果からほぼ確実に言えることは……。

「つまり、帝都の中ではたったひとりですね。この確率をいかがお考えでしょうか」

　ファルマは公爵を見つめて、彼の理解を待った。公爵は、ぽかんと口を開けていた。

「ご納得いただけないなら、調べる場所を増やしますか？　もっと確度を上げることはできましょう。しかし調べれば調べるほど明らかになるのは、ここにいる赤子と、あなたの遺伝子と関係があるという結果です。たとえ髪の色が違っても、神力が弱くても……ね」

　ファルマは断定を避けながらも、公爵を諭すように言った。

　ファルマがちらりと夫人にも視線を向ける。夫人は公爵の言葉を待っていた。

「い……いや、いい……すまなかった。ひどいことを言ってすまなかった」

　公爵は、夫人にかけた疑いと心無い言葉をわび、夫人を抱き寄せた。夫人はファルマの鮮やかな証明に救われて、はらはらと涙を落としていた。

「あなたの子よ。間違いないわ。あなたは私の不義を疑いますけど、私はずっとあなた一筋だったのよ」

「お前……私を許してくれるか」

「ええ、もちろんよ。この子を抱いてやって。やっと認めてくれたのね」

　赤子を一度も抱こうとしなかったという公爵に、妻が赤子を近づける。

「名前をつけてやろうな……立派な名前を」

　公爵はぎこちない手つきで、しかしいとおしそうに我が子を抱き上げた。

　寄り添って薬局を出ていく三人を、薬局職員たちがしんみりと見送る。夫人は高額の報酬をファルマに支払ったので、ファルマはありがたく受け取ることにした。




「今回もまた、借りを作ったな」

　パッレは全ての診療を済ませ、エレンの力も借りて薬も出し終えていた。何人かパッレを気に入って、主治薬師として往診の契約をした貴族の患者もいたという。多くの患者を抱えるファルマにとっては患者の横取りはありがたく気にはしないが、ちゃっかりしているな、とファルマは笑った。

「それにしても、遺伝子は正直なのね。これまでどうしようもなかった出生の問題を解決してくれるわ。ああいう状況になったら、夫婦の子供であると立証する術すべはなかったの。お互いに感情論になってしまって、疑心暗鬼が渦巻いて、どうしようもなかったわ」

「公爵家の理解が早くて助かったよ。遺伝子は多くの情報を与えてくれるんだ。万能ではないにしろね」

　エレンが安あん堵どしたようにファルマに声をかけ、ファルマも仕事を終えて白衣を脱ぐ。公爵を納得させる結果が出てよかった。

（自分の子だと分かった途端に愛せるようになるものなんだろうか。壊れた絆は少しずつ取り戻してもらうしかないな）

「うまくいくといいわね、あの家族」

「いってくれないとな」

　遺伝子検査によって、一つの家族が守られたのだった。






七話　マーセイル領を訪ねて






　一一四七年八月、二頭の駿しゅん馬めが、マーセイル領地内の平原を駆けていた。

　一頭にはパッレとブランシュ、もう一頭にはファルマとロッテが乗っている。ファルマたちは、土地の物色と製薬工場の視察を兼ねてマーセイルへ出かけていた。今回、マーセイル領へ向かったのはド・メディシス家の面々のみだ。たまたまスケジュールが合ったので、ブリュノと母のベアトリスも途中から合流することになっている。エレンが診療を引き受けてくれるというので、バイトの薬師と共に店を任せ、異世界薬局は営業を続けている。

「あにうえー、馬が速すぎるのー。危ないからゆっくりしてほしいの！」

　パッレの前に座ってぴょこぴょこ尻が浮いて、パッレに首根っこを摑つかまれているブランシュは恐怖に顔が引きつっていた。パッレの馬は軍馬なのでかなりスピードが出て、ブランシュは振り落とされるかと怯おびえているのだった。必死に馬のたてがみにしがみついている。

「ファルマ様っ、今どこですか？　もう工場には着きましたか!?」

　そしてロッテは目を閉じたままファルマの腰のあたりにしがみついている。ロッテは乗馬が苦手というか殆ほとんど経験がないので、必要以上に体に力が入っている。

「目を開けなよロッテ。腰をしっかり持ってたら落ちないよ」

　顔をファルマの背にうずめたまま、「無理、無理です」と首を左右に振っている。ぴったりとファルマにくっつけてみたり、密着するのが恥ずかしくなって離れたりと忙しい。

　ロッテの思春期ももうすぐかな、とファルマは微笑ほほえましくなる。

　途中休憩を挟みながら、午後になってマーセイル製薬工場に到着するとパッレは驚嘆した。

「これが工場か、随分大規模に作ったもんだな。どれだけの資金をつっこんだんだ？」

「資金については、現在進行形で膨れ上がっているよ」

　それについては、ファルマは代行領主のアダムに任せてあまり気にしないことにしている。

「お前、そんなに大掛かりで金は足りてるのか？」

「色々と献金も受けているしね。今のところは心配ないよ」

　初めて工場を見たパッレは、馬でぐるりと周囲を一周しながら、その途方もない広さに圧倒されていた。工場の医薬品製造プラントは完成し、簡単な有機化学合成実験が始まり、帝国医薬大学校から届けられたキャスパー教授らの放線菌の大量培養などが行われていると、ファルマはパッレに説明した。

「こんにちはー。おじゃましますー」

　工場のエントランスを抜け、ファルマは事務員にキアラを呼んでもらった。高度な神術を使え、もともと医療神官であった彼女を、ファルマは製薬工場の工場長兼管理主任に据えていたからだ。彼女は額に汗して働いていたところだったが、大慌てでやってきた。

「こんにちはキアラさん。呼び出してすみません、いつも工場のことをありがとうございます。今日は家族で工場の様子を見に来ました」

「ようこそおいでくださいました！　従業員一同、首を長くしてお待ちしていましたよ！」

「工場の稼働状況、製品の生産はどうですか？」

「はい、薬品の生産、出荷体制は整いつつあります。工場内の視察をお願いします」

　キアラは真っ白な防護衣をファルマたちに手渡しながら答え、全員が着替えた。

「キャスパー教授や帝国医薬大学校で開発されている抗生物質をはじめ、酸素ボンベ、一部の有機合成薬などの生産も軌道に乗っています」

　ファルマたちは工場内を見学しながら説明を受けた。ブランシュが時折、禁止区域にうかつに立ち入ろうとしてはロッテに連れ戻されていた。パッレも持ち場についている従業員を捕まえては、こまごまとした質問をしていた。

「品質管理のほうは徹底してもらっていますか？　細かいことをお尋ねしてすみません」

「はい、製品の無菌性の確認や、清浄な作業が必要な工場内部は風属性の神術使いの従業員を雇用し、神術で清浄度を厳密に維持しており、清浄度はクラス一〇〇です」

　清浄度とは空調の用語で、空気中に浮遊する０・５マイクロメートル以上の塵ちりが一立方フィート当たりの空気中に何個あるかということを示している、とファルマは以前にキアラに教えた。その指標でいくと、クラス一〇〇というのは現代地球の製薬工場どころかもっとも清浄度を必要とする半導体工場とほぼ変わらない清浄度である。これにはファルマも驚いた。

「それはかなり清浄ですね！　キアラさんや従業員の方の努力の賜たま物ものだと思います、ありがとうございます」

　神術を使えば清浄な空間が出来上がるのだと知り、ファルマは神術の利点を見直す。だが、二四時間交代で神術使いがその環境を維持しているということで、やはりいずれ電力の安定供給を行い、労働者の負担軽減を図るのが必要だとファルマは思う。

「負担をかけてすみませんね、いずれ電気を確保して、空調を自動でできるようにしますから」

　ファルマはマーセイルの少し離れた場所に、神術陣からの風の呼び込みを利用した風力発電システムの構築を進めていた。

「それはありがたいですが、神術使い班は、意識を高くもって任務にあたっています。ファルマ様や他の先生方が開発してくださった大事なお薬を、汚染するわけにいきませんので」

　事務職、技術職、製造職の従業員たちはもともと能力で選抜されていて、そのうえ十分な賃金が与えられておりやる気満々ですから、とキアラは誇らしそうに語る。

「神術使い以外のほかの従業員の方々はどうですか？」

「楽しく、充実して働いているようです。ファルマ様のお言葉に刺激されて、従業員たちは健康にも気を付けているんですよ。まだ退職者もいません」

　採用当初ファルマに持病を暴かれた者たちも、治療を継続することにより健康を取り戻しつつあるという。集中力と夜勤シフトの労働者の健康維持のために、シフトも緩めに組んでいるそうだ。





　◆






　工場全域が昼休憩に入った頃合いで、ファルマは工場従業員たちとレクリエーションと称したパーティーを開催した。ファルマが個人的に雇って呼んでいた帝都のパティシエにスイーツを作らせ、野外スイーツパーティーを楽しむ。カヌレにマカロン、フォンダン・オ・ショコラ、新作のクレーム・ブリュレ、フルーツ盛り合わせにチョコレートフォンデュなど、庶民には見たこともない高級スイーツが、工場従業員たちの前に並べられた。

「いつもご苦労様です。今日はしっかり食べてくださいね」

　ファルマがスイーツを勧めると、彼らは手が伸びるのが止まらなかった。

「これはおいしい！　頰ほおが落ちそうです！」

　大の男も子供のように喜んで鷲わし摑づかみにしていた。

「創業者様、少しだけ家族に持って帰ってもいいですか？　子供たちに、一生に一度きりでも食べさせてやりたくて」

　子供の母親らしき従業員が、ファルマに懇願する。

「それは全然かまいませんけど、日持ちがしないので今日中に食べてくださいね」

　その言葉を契機に、そこかしこでスイーツ争奪戦が始まり、とうとう喧けん嘩かまで勃ぼっ発ぱつした。

「みなさん。あの、慌てずに。ちゃんとありますから」

　ファルマがたしなめているそばで、

「はあ……私、甘いものを食べているときが一番幸せです。あっ、でも薬局で働いているときも幸せですよ、それから、絵を描いているときも、お散歩もお昼寝も捨てがたいですね」

　ロッテは争奪戦に負けずしっかりと自分のスイーツを確保し、舌鼓を打って満足そうだった。文字通り骨抜きになり、恍こう惚こつとしてそのまま蕩とろけてしまいそうだった。

「ロッテには楽しいことがたくさんあって結構。口の周りにショコラがついてるよ」

「きゃーっ、ファルマ様。見ないでくださいーっ！」

　ロッテは慌てて口元を手で隠しながら、スイーツの皿は忘れずに持って逃げた。




　パーティーがお開きになると、前回の視察時より増えた従業員全員で工場の庭に整列し、創業者であるファルマと記念写真を撮影した。

　前回撮影時からすると、随分と労働者の表情もほぐれ、自然に笑顔が出ていた。

「毎年、写真を撮っていきましょう。大切な記録ですから」

　写真撮影は恒例行事にし、後日従業員全員に写真を配ることにするつもりだ。

「ありがとうございます、創業者様」

「ここで働かせていただいて、とてもやりがいがあります」

「私たちの造った薬が、世界に届けられているんですね」

　ファルマは彼らの視線に応えた。

「ええ。これからもきっと」

　たとえファルマがいなくなってしまっても、創薬拠点となるマーセイル製薬工場が長く、多くの人々の手に支えられながら発展し、その薬が帝国や世界へと届き人々を癒いやしてゆけばいい。

　ファルマはそんなことを思った。





　◆






「ファルマ様。マーセイル港から伝でん書しょ鳩ばとが届きました」

　工場労働者たちと談笑していたファルマたちを、代行領主のアダムが走って呼びに来た。

「誰からだろう？」

　港と聞いて、ファルマは一瞬嫌な予感がする。まさか、検疫に引っかかった船がいる、などという報告ではあるまいか。毎年八月から九月に開催される恒例のサン・フルーヴ大市に向けて世界各地から商船が集まってくるというので、ファルマは今年も一級薬師を雇い、検査方法を教えて港での検疫を行わせていた。

「東イドン会社籍サン・フルーヴ・ロワイヤル号のジャン提督が急用とのことです。至急、マーセイル港三番ドックへお越しくださいと」

「ジャン提督が……何だろう」

「ファルマ様、急用ですか？」

「えー、あにうえー行っちゃうのー？」

　ロッテとブランシュがファルマに尋ねる。

「今からマーセイル港に行ってくるよ。それとも、二人とも来る？」

「はい、ご一緒します」

　ロッテが快諾する。ファルマがブリュノに予定を告げると、ブリュノも同行すると言った。

「今日はもともとマーセイル港の視察をする予定だったのだ。東イドン会社にもそう伝えてある」

「なるほど、ではご一緒に。兄上も誘ってみましょう」




　ファルマたちはマーセイル港に馬で駆けつけ、そこに待機していた東イドン会社の重役の案内で、ポートに向かう。フリゲートに守られ、ひときわ大きな帆船の戦艦がマーセイル港に入港したところだった。

「おーい」

　船が近づくとともに、甲板からひとりの男の声が聞こえてくる。ファルマも声の主を認めて手を振った。東イドン会社第一等戦列艦の緋ひ色いろの旗が、晴れた空に眩まぶしくはためいていた。

　ジャン提督の戦艦である。

　航海前、異世界薬局で船乗りの飴あめを大量に買い付けたジャン提督が、部下を引き連れ艦から降りてきた。ジャン提督はまず、マーセイル領主のブリュノの姿が見えたので、ブリュノに挨拶をする。ブリュノもこれに応じた。

「長期の航海ご苦労であった、提督」

「船に尊爵のお弟子の薬師殿をお借りして、助かりました」

　遠洋航海に、ブリュノの弟子を二名連れていったらしい。

「私の弟子も修業になってよかっただろう。貴社からのマーセイル領への献金と、海賊の取り締まりなどの協力にはいつも助けられている」

　ブリュノはジャン提督を労ねぎらう。

「なあに、港を使わせていただいているので当然のことです」

　東イドン会社は、代行領主アダムとうまく折り合いをつけてマーセイル港を利用しているらしい。

「船員ともども、しっかりと休養し長旅の疲れを癒されるよう」

「は。ありがたく」

　ジャン提督はブリュノに敬礼を送った。ブリュノに挨拶を終えて、ジャン提督はひょこひょことファルマのもとに近寄ってきた。ブリュノの前とは、歩み寄り方からして緊張感が違う。

「呼び立てちまって悪かったな、店主さんよ。マーセイル領に来たと聞いたんでな」

「ジャンさん。最近、薬局にお見えにならないと思ったら」

　ファルマも懐かしがる。かれこれ二か月は、ジャン提督の顔を見なかった気がする。

「てーとくさん、かっこいい」

　一緒についてきたブランシュが目をキラキラさせてジャン提督を見ている。

「ジャンさんだよ。ブランシュも会ったことあるじゃないか」

「えー、しらない人！」

　ブランシュは、薬局の常連のジャン老人だと気付かないようだ。紺の上着の袖口と襟元に金のレースをあしらい、金の肩章、白いインナーの提督の正装で近づいてきたジャン提督を、ブランシュは見間違えた様子だった。ファルマは、ブランシュの属性に一定の理解を示す。

（ビコルヌの帽子とぱりっとした制服に弱いからな、女子は）

「やーっと長旅から戻ってきて、さっき検疫を終えたところじゃ。ふう、やっぱり陸おかはええのう。人間は陸に住む生き物じゃわい。はっはっは」

「しばらくお会いしていませんでしたが、お体はお変わりないですか？」

　長期航海は老人には骨が折れることだろう、とファルマは心配になる。

「あまり調子もようないが、そうも言っておられんでのう。今年は胡こ椒しょうの生産地で大規模な病害が発生して不作じゃったし、既存の植民地をめぐる争いも勃発しておるってんで、陛下のご下命で新たな土地を目指して航路を開拓しておったんじゃ」

「新航路の開拓ですか」

　ファルマはジャン提督のバイタリティに驚かされながら話を聞く。

　ブリュノは黙ってそのやり取りを見守り、パッレは泣く子も黙るジャン提督と聞いて一歩引いていた。ロッテに至っては、遠目からではあのジャン老人だとは気付かず、提督の前で恐れ多いと物陰に隠れてしまっている。

「お前さんのおかげで新大陸を発見したぞい。陛下への報告もまだなんで帝都で話してもらっては困る、ここだけの話じゃ。店主さんを信頼しての話じゃぞ」

　ジャン提督はあごひげをいじりながら流し目をして、誇らしげに言ってみせた。

「だっ、大発見じゃないですか！　偉業ですよ！」

　ファルマは興奮する。島ではなくて大陸とくれば、地球でいうところのアメリカ大陸発見級の大偉業である。しかしジャン提督ははにかんだように「まあのう」とだけ答えた。

「いやあ、それもこれもお前さんのおかげじゃあ！　悪霊の住まう呪われた海域、〝船の墓場〟を抜けねばならんかったり、島が全く見えなくなる海域もあったりで航海自体にも苦労が多いが、航海の一番の敵は水と食料事情じゃった。今回はそれが劇的に改善され誰も死なんかったので、思い切って遠くに足を延ばすことができたんじゃあ！」

　船から下りてきた航海士たちも、ジャン提督の後ろで首を縦に振って、上陸と帰港の喜びをかみしめている。しかしファルマは、それとは別の部分で衝撃を受けていた。

（悪霊の住まう船の墓場って何だ、すごいな。この世界のことだから、比喩でなくて本当に悪霊がいるんだろうしな）

「びたみんしぃとやらを豊富に含む船乗りの飴は、腐りもせんし場所もとらん画期的な発明品じゃ。それに、指示通りに神術の生成水の入った水みず樽だるにあんたのくれた〝かまんがんさんかるしうむ〟っちゅう薬を入れたら、水が腐らんようになった。他にもあんたの言う通りに肉や魚をビンに詰めて航海に出たら、腐らんかったのう」

　ファルマの指南を丸飲みで実践したジャン提督は、これまでになく上質の食事と、高速での航海が可能となったと喜ぶ。船員が栄養不良や病気にかかり次々に倒れれば、航海を中止し戻ってこざるを得なくなる。これまでは、食料と水などが腐敗する事情で何か月もの遠洋航海ができなかった。

「これはわしの航海のお守りじゃ」

　ジャン提督は大絶賛しながら、ポケットから取り出したお気に入りの飴を頰ほお張ばり始めた。

「ずっとポケットに入れとったんで、ちょっと溶けとるがのう」

「新しい飴を買いに来てくださいよ。新作も用意していますよ」

　ファルマは笑った。そんなファルマに、上陸し荷揚げを始めた船員たちが近づいてきた。

「いやあ、子供店主さんのおかげだ。今回の航海は陸とあまり変わりなく、快適だった」

「提督が絶賛する通り、あんたはすごい薬師なんだな」

「やあ、新大陸を発見して生きて女房と子供の顔が見られそうだ」

　船員たちも口々に感謝の言葉を述べた。彼らは、異世界薬局がベロンの手先によって襲撃されたときに片付けを手伝ってくれた船員たちで、腕に刺青いれずみの入った彼らにはファルマも見覚えがあった。そんな小さなアドバイスで激変するほど帆船での遠洋航海は命がけなのだと、ファルマは改めて実感した。

「少しでも航海が安全になったのであればよかったです」

「で、おかげで死人は出んかったんじゃが、長期航海で壊血病以外の奇病にかかり、死にそうになっとる船員が数人おるんじゃ。もしかしたら悪霊のせいなのかもしれんが、そいつらを診みてやってもらえんかのう？　同行してくれた薬師にも分からんそうじゃ」

「分かりました。それで私が呼ばれたのですね」

　荷揚げ作業の始まる中、担架で運ばれてきた患者たちは三名。

　彼らは下痢が止まらず、体中の皮膚という皮膚が荒れ、意識も朦もう朧ろうとし、もっともひどい者は幻覚まで見ているという。ファルマは三人が同じ症状と聞いて、パッレを呼んで共に視診を始めた。

「確かに。皮膚がボロボロになって荒れていますね。水すい疱ほうもひどい、皮膚には赤黒く色素も沈着してますし」

　患者の服の袖をめくると、興味深いことに服で隠れている部分に炎症は生じていない。

「炎症が起きているのは、日の当たる部分だけかな」

　ファルマはカルテに書き込む。ファルマと同じように症状を診たパッレが言った。

「なら光線過敏症か？　いや、でもそれだけでは他の症状の説明がつかない」

「兄上、よく見てくれ」

　ファルマが発疹の生じた部位を示す。

「左右対称に発ほっ赤せきが出てるんだな……じゃあ、この症状はもしかして、あれの不足か」

　舌も確認すると、赤茶けて炎症を起こしていた。ファルマはパッレと顔を見合わせて頷うなずいた。

「ペラグラ、つまりナイアシン欠乏症でしょう」

　ファルマは患者に診断を伝える。診眼で確認しても間違いない。

「そりゃなんじゃあ？　へんてこりんな病名じゃのう、治るんかの？」

　後ろで話を聞いていたジャン提督は聞きなれない病名だったからか、船員の身を案じるような言葉をかけた。

「普段の生活を聞きたいのですが、この船員さんたちはお酒をよく飲みますか？」

　酒やけとも日焼けともつかない顔をしている船員たちを見ながら、ファルマは患者らの生活習慣を尋ねる。

「大酒飲みばかりだのう」

　意識のおぼつかない船員に代わって、ジャン提督が答えた。

「それでしたら」

　アルコールを過剰に摂取する人には、特に起こりやすい病気なのだとファルマは説明した。

「うぐっ、酒がそんなに悪いんかっ！　ラム酒をたしなむぐらいじゃー！」

　ジャン提督は胸に手を当てて苦しげに呻うめく。大酒を飲んだ心当たりがあるらしい。

「ジャン提督に申し上げたのではないですよ。ですが、心当たりがあるのでしたらほどほどに」

「そ、そうじゃのう」

「何事も飲みすぎ、食べすぎ、食べなさすぎはいけません。この方々はナイアシン欠乏症と考えられます。長旅での慢性的な栄養不足に加えて、日光に当たることによって発症します」

　ブリュノはファルマの説明を聞いてメモをつけていた。

「ないあしんは、びたみんしぃ、じゃないやつか」

　ジャン提督はしょんぼりとした顔で首をひねる。聞きなれない言葉に当惑しているようだ。

「同じビタミンの仲間です」

　ナイアシンは、発見当初ビタミンＢ３と呼ばれていたこともあった。ちなみに、ビタミンは以前、発見順にＡ、Ｂ、Ｃと命名されていたが、化合物の構造が明らかになった今では、ビタミンＢ３という名称は正式には使われていない。

　現在、発見されているビタミンは全一三種類。

　ビタミンＡ（レチノール）、ビタミンＤ（カルシフェロール）、ビタミンＥ（トコフェロール）、ビタミンＫ（フィロキノン）、ビタミンＢ１（チアミン）、ビタミンＢ２（リボフラビン）、ビタミンＢ６（ピリドキシン）、ビタミンＢ12（シアノコバラミン）、パントテン酸、ビオチン、葉酸、そしてビタミンＣ（アスコルビン酸）とナイアシンである、とファルマは説明する。

「なるほど……また新しいびたみんが足りんかったんか。そして一三種類もあるんか！　びたみんを取るのは大変じゃし、それに船上で日光は避けられんからのう。治療法はあるんかいの？」

「不足しているナイアシンを摂取すれば治ります。他の症状も徐々におさまってくるでしょう。同じ症状のようですので、三人分の錠剤を処方しておきますね」

　ファルマの診眼では、手遅れというほどではなかった。そこで彼はニコチン酸アミドを大量に処方し、ビタミンＢ群の服用を経口摂取で行い、また同時にアルコール性の肝障害が起こっていると懸念されたので、酒を控えるようにと注意を促した。

「おお、それは助かった！　栄養は大切なんじゃのう」

　ジャン提督の背筋が伸びたが、しゃっきりと腰を伸ばしたその拍子にぎっくり腰をやって部下に担がれていた。しゃっきり、ぎっくりのコンボに、ファルマはしかめつらになりながら湿布などの処方も追加する。

「ぐおお、痛いのう。ここまで帰ってきてやってもうたぁ」

「船乗りや旅人のために、栄養学的に人体に必須の各種のビタミンの入った飴か錠剤を造りましょうかね。ジャン提督はカルシウムも必要でしょうね」

　ビタミンとミネラルを合わせたサプリメントの開発を、東イドン会社と約束したファルマだった。

「助かるのう！　サン・フルーヴ大市が終わったら、新大陸に調査隊を派遣せねばならんし、そのときまでに頼むの！　店主さんの飴が、わしらの航海の生命線なんじゃあ」

「分かりました、間に合うようにしましょう」

　商船が安全に航路を通行できるように、サン・フルーヴ大市が終わるまでは帝国からの依頼を受けて帝国湾岸の警備につくという。東イドン会社は、帝国海軍のような役割も担っているのだそうだ。それを聞いたファルマは、重要なことを思い出した。

「あ、そういえば新大陸に人は住んでいましたか？」

「いや、まだ見つかってないがのう。見たこともない植物はあったが、毒があってもいかんし、いきなり探検するのは危険じゃから、大陸には数時間ほど上陸しただけで何も手をつけず、焦らずに一度戻ってきたんじゃ」

　ジャン提督の判断は正しかった、とファルマは絶賛したい。

「もし先住民を見つけたら、どうしますか？」

「侵略は国際条約で禁止されておるから、貿易じゃのう」

　住民がいない場合は帝国の旗を新大陸に立て、開拓要員を駐留させ入植地にする、ということだった。ファルマはとりあえず新天地を侵略、という流れにならないことにほっとした後、厳重に注意した。

「新大陸の先住民、動物、植物との接触には細心の注意を払ってください。毒だけではありません、未知の病気を持っている可能性がありますから。未知というのは、あなた方の免疫にない病気という意味です。最悪では、死病となります」

「理由がよくわからんが、言う通りにするわい」

　かつて地球では、アメリカ大陸発見とともに、天然痘、麻疹はしかや流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）などがヨーロッパからアメリカ大陸にもたらされることになった。アメリカ先住民たちには特に天然痘の免疫がまったくなかったため疫病が流行し、多くの人々が病で命を落とした。

　ファルマは念のために、船員全員の検疫を診眼を使って行ったものの、新大陸からもたらされた病原菌などに感染した者などはいなかった。

（にしても、新大陸か……）

　ファルマは未知の病の持ち込みを警戒しながらも、トウモロコシやかぼちゃ、トマトなどの発見にひそかに期待を寄せた。
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　ファルマは帝都に戻ると薬局の営業の合間を縫って、エレンと一緒に帝国医薬大学校で諸もろ々もろの手続きや準備、運営会議、委員会などをコツコツと済ませていった。

　彼が学部長を務めることになる総合医薬学部の新しい研究棟は完成しており、研究室の立ち上げにかかわる数々の設備や器具などの調達などを行った。秘書と研究助手も、多数の応募者の中から一名ずつ採用した。彼の執筆した教科書も大学の売店に並び、新学期から必修の教科書となりつつあるが、学部生には無料配布された。




　その日も帰宅の準備をし、ファルマとエレンは大学構内を歩いていた。

「あれから一年か。あっという間だよな」

　時が経つのは早い、とファルマはしみじみ思う。ファルマが黒死病を駆逐してから一年、サン・フルーヴ帝国医薬大学校から教授への就任を依頼されてからも、はや一年だ。

「そうね。かなり前から準備してきたのに、土壇場になってバタバタしちゃうわね」

　エレンは大量の書類の山をバッグに詰め込みながら歩いている。

「仕方ないよ、研究棟が完成したのが先月だったし。大学もいよいよ来月からか。学生に会えるのは楽しみだな」

　講義や学生との討論、研究会、指導など、学生と関わるのは生前から嫌いではなかった。優秀な学生との出会いは、自身の研究の刺激にもなる。自分の研究室を出た教え子が各地に巣立ってゆき、一線で活躍するのは感慨深く、教官冥みょう利りにつきるというものだ。しかしエレンは緊張もあり、不安そうだった。

「ファルマ君は相変わらずね。私は大勢の前で講義をしたことが殆どないの。きちんとできるか分からないし、学生は口もたつでしょうから、しり込みしちゃうわ」

　珍しくエレンが弱気になっている。

「大丈夫だって。学生に取って食われるわけでもないし」

　二人がそんな会話を交わしながらぶらぶら歩いていると、大学の正面玄関のほうに人だかりができていた。彼らは、大学の玄関に掲示された掲示物を囲んで集まっているようだった。

「どうしたんだろう？」

　ファルマが近づいて彼らが何を見ているのかを確認しようとすると、エレンが彼の腕をとった。

「思い出したわ。今日は午後から新入生の合格発表の日よ。ファルマ君が指導する学生たちがいるわね」

　今年は、サン・フルーヴ帝国医薬大学校、略して医薬大は学費無料の特別枠をもうけ、四学部の新入生を帝国内外から広く募っていた。その入試の結果が発表されているのだという。

「へー……って、何百人見に来てるんだ、これ？」

　合格発表は実名で行われ、掲示板に名前があるかどうかを受験者たちは確認し、泣いたり笑ったりしている。

「今年の倍率、二〇倍ぐらいだったんだっけ」

　ファルマはうろ覚えだ。

「二五・八倍ね。こんなの、大学始まって以来だわ。ノバルート医薬大を途中退学して新規入学してこようとする学生も少なくないとか」

「へー、大人気だな、この大学」

「この大学じゃなくて、ファルマ君の講座が人気なの。気付いてなかったの？」

　学生たちはどんな顔ぶれなのだろう、と気になったファルマは、少し離れた場所から彼らを見守ることにした。何度探しても名前がなく失神してしまった学生や、嬉うれしくて小躍りし始めた学生、親と一緒に見に来た学生などでごったがえしている。

「っざけんな！　馬鹿にしてるのか！」

　受験者の群れの中から、ふいに怒声が聞こえてきた。

「大学まで来て、子供なんかに薬学を教わるなんざ、俺はまっぴらごめんだ！」

　異国なまりの青年だった。海外からの学生で、教授が子供だと知らなかった者がいるらしい。

　そういえば、玄関わきの掲示板には、伝統的に全ての教授の肖像画が掲げられている。

　そこでたった今、ファルマの名前と顔を確認した学生のようだ。どうやら、合格者たちの話を聞いていると、ファルマを名前だけでしか知らない学生は少なからずいるようだった。ファルマは薬学生や医学者、薬学者の間では世界的に名が知られていたが、彼が子供だと知っているのは、異世界薬局を訪れて対面したことのある帝都民ぐらいのものだ。

「教えがいがありそうな学生たちだわ」

　どうなることやら、とエレンは困ったような顔をした。

「ファルマ君の講義って、必修なのよね。対決は必至かしら」

　文句があって講義を受けなければ、進級の単位を落とすことになるわ、とエレンは言う。

「こりゃ、しょっぱなから波乱含みの気配がするな」

　ファルマは小さくため息をついた。






八話　サン・フルーヴ大市と駆虫薬






「号外です！　お受け取りください！　一番乗りのお届けです」

　新聞屋ミッテラン兄妹の妹が、息を切らせて顔を赤らめながら異世界薬局に飛び込んできた。

　『週刊帝都』で好評を博していたミッテラン兄妹の切り盛りする新聞が、創業後はじめて無料の号外を出したらしく、一番に異世界薬局に新聞を運んできた。

「号外って何デスか？」

　店舗の手前で商品の陳列をしていたロジェが受け取った。

　新聞のないネデール国からやってきたロジェは、新聞そのものが珍しいようだ。帝国の文字を読むのが苦手なロジェに代わって、レベッカが大見出しを読み上げる。

「新大陸の発見ですって。東イドン会社の第一等戦列艦が他国に先んじて発見したようです」

　大見出しの下には、大きな勲章を胸につけて威厳たっぷりに胸を張るジャン提督の立ち姿のモノクロ写真が掲載されていた。写真付きの新聞や雑誌は、ファルマが技術局に謄写版と写真機の技術を開示しているおかげで、一部の技術者らによって活用と普及が進み、帝都市民の間でははやりものになっていた。

「へえ、報道されたんだ。他国への牽けん制せいもあるかもね」

　エレンも新聞を回してもらって、ななめ読みしていた。

　大陸の名前は、発見者ジャン＝アラン＝ギャバン提督の名前を取って、ギャバン大陸という名称が申請された。

　ジャン提督はその功績で叙爵し、神力がない平民であるにもかかわらず名誉男爵として貴族の仲間入りを果たすことになったという。平民の名誉貴族としての叙爵は前例がないことから、相当な栄誉に預かったようだ。

　彼らの話を聞きながら薬歴を書いていたファルマが、手を止める。

「第一発見者は帝国国民であると、国際的に知らしめないといけないってこと？」

「そうね。でもそれを聞いた不心得な船乗りが海に出て、遭難しないといいけど。栄養状態を完璧にして、ファルマ君の数々のアドバイスがあって、お師匠様の弟子の薬師も同行して、さらにジャン提督の経験があってやっと成功した航海なんでしょ？」

　エレンはファルマのアドバイスの貢献と、薬師の随行の重要性を強調する。

「うん、普通の船乗りが普通の準備で行くと危ないよな……それもあるし」

　ファルマはそれも心配だったが、別の心配をしていた。




　というのもファルマは少し前、ジャン提督の凱がい旋せんを受け、新大陸に本当に人がいないのかを確認するため、薬やく神しん杖じょうで大陸の上空に飛び、大陸を俯ふ瞰かんしてみたからだ。

　すると新大陸は、形こそ違うがアメリカ大陸のように北半球と南半球に大きくまたがっており、背骨のように高い山脈が連なっていた。

　平地に不自然にひらけている場所があったので近づいてたまたま見つけたのだが、少なくとも西海岸側には、先住民が小規模な農耕文明を築いているようだった。ジャン提督は東海岸にたどり着いたので無人の大陸のように見えたのだろうが、実際は違った。

　遠くから偵察したところ、アジア人系、モンゴロイドのような顔立ちをして、服飾文化は中国やチベット、南北のアメリカの先住民のそれがごちゃまぜになった状態を彷ほう彿ふつとさせる民族がいた。




　そんな事前調査の背景を踏まえたうえで新大陸発見の話を聞いたファルマが憂うのは、サン・フルーヴ帝国をはじめ各国が先住民たちの生活を脅かすのではないかという危惧だ。

　新大陸は広大であるがゆえに、資源も多く発見されるだろう。そこまではいい。だが、地球史のように略奪の歴史をたどらなければいいと思う。

　新天地を求め船団を出し進出してくるのも、サン・フルーヴ帝国だけではあるまい。

（侵略の歴史は繰り返すかなあ……）

　国際条約で侵略が禁止されていようが、資源や土地がある限り略奪者や海賊は出るものだし、国際条約を律儀に守っていられるほど豊かな国ばかりではない。ひそかに侵略を始めたとしても、それは海の果ての出来事。伝でん書しょ鳩ばとも飛ばせる距離ではないとあれば、狼ろう藉ぜきし放題の環境でもある。

「発表しないほうがよかったかもしれないな」

「どうして？　おめでたいことじゃない。同じ帝国民として、新大陸の発見は誇らしいわ」

（俺もそう思うんだけど、先住民がいなければね……）

　最初はおめでたいと思っていたファルマの声のトーンは暗い。

　どちらかというと、自らの行動の責任を感じていた。

　ジャン提督に、この世界が球体の上にあると示唆して航海を手助けしてしまったのはファルマだ。

　航海の助けになればと思っての助言であったが、ジャン提督に西廻り航路のヒントを与えることになってしまった。

　大陸間の人的、物的な交流が、相互に利益になればいい。

　片方ばかりが得をするのではなく、誰かが虐げられることも略奪されることもなく……そう願うファルマであったが、悠長なことも言っていられない。

（女帝に話を通して、もし悲惨なことになりそうなら、俺が先住民の居住地を先行買収して、断固として他国、自国ともに手を触れさせないよう庇ひ護ごに動くしかないな。今の財力があればなんとかなる、いざとなったら金も造れるし……女帝は協力してくれるだろうか。ああ見えて平和主義者なんだろうけど）

　そんなことも視野に入れ始めた。

「ファルマ様がまた難しいお顔をしておられますね……」

　ロッテは心配そうにファルマの様子を眺めていた。

「今度は何の悩みが増えたのかしらね？」

　エレンは、いつものことだわ、と言いながら眼鏡をくいっとあげた。

「辛気臭い顔しないで、市場を楽しみましょ。買い物をすれば、気がまぎれるわ」

　エレンはいつものように明るくファルマを誘った。
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　うだるような暑さの中で、帝都では恒例のサン・フルーヴ大市が開催されている。去年よりさらに露天商、行商人の登録は増え、薬の仲買人や上級薬師たちがとりわけ大勢集つどってきていた。スパイスのにおいも漂ってくる。そろそろカレーパーティーの時期だな、とファルマは思い出す。

「二人はどこの売り場に行きたい？」

「私は生しょう薬やくね。今年はきのこを中心に揃そろえたいわ」

　エレンはあらかじめ、必要な生薬をメモに書きだしてきているらしい。

「ロッテはお菓子だよな」

「はい！　珍しいお菓子の噂うわさを聞いたんです！　あとで皆さんで食べましょう！」

　ロッテは既に大振りの買い物袋を握りしめている。買い込むつもりのようだ。

「気合入ってるね。じゃ、時間もないし皆それぞれ見たいものを見よっか。休憩が終わったら、それぞれ薬局に戻ろう。では、解散！」

　ファルマはエレンとロッテと別れると、事前にチェックをしておいた露店の配置図をもとに、ここぞとばかりに書き物をするための上質紙を買いあさる。高品質濾ろ紙しも、上質なインクも、この大市でしか手に入らない。

「いやあ、買った買った。カレーの材料の仕入れは明日にするか。においが紙にうつるしな」

　昨年は、スパイスの香りが上質紙にうつってしばらく残念なことになったのだ。

　ファルマがホクホク顔で大きな荷物を持って歩いていると、ばったりとロッテと出くわした。

「おや、お菓子屋の前じゃないんだな」

　ロッテが珍しく、スイーツ店ではない露店を見ながらしゃがみこんでいた。

「ファルマ様、見てください。動物屋さんです！」

　大型のテントの下には、愛玩動物を扱う商人の店があった。愛玩用の犬や猫、オウムやインコなど、ペットショップのようだ。

「去年は、動物販売はなかったからな」

　黒死病の流行があったので昨年は動物商の営業が禁止されていたが、今年は販売しているらしい。敷地に小さな木製の囲いがしてあり、犬がドッグランで展示されていた。プードルやテリア、パピヨン、グレートピレニーズなど、取り扱い種もバラエティに富んでいる。猫はペルシャ猫、ベンガル、雑種など、様々だ。

　鳥かごにはカラフルなオウムやインコなどが止まり木でさえずっている。

「ワンちゃんかわいいです！」

　ロッテは犬派だったのかと、ここへきて初めて知ったファルマである。

「この子たちがかわいくてかわいくて、ずっと見てたんです！」

　ロッテの手を無邪気に舐なめているプードルやパピヨンの仔犬に、彼女は心を奪われていた。

（仔犬ってかわいいよなあ。ロッテもかわいいけどさ）

　そういえばロッテも仔犬に似ているな、と気付いたファルマである。

「ああっ、目が！　ワンちゃんの目が！　連れて帰ってって言ってませんか!?」

「気のせいだよ。そんなに好きなら飼ってあげたいけど」

　ド・メディシス家には騎乗用の馬はいる。その他、ミルクを絞る牛やヤギ、鴨かもなども屋敷から離れた小屋で飼っている。犬や猫などのペットは敷地内にはいないし、ブリュノが衛生のために動物を屋敷に近づけさせなかった。

「いいんです、ファルマ様。ド・メディシス家は薬師のお家柄ですから、毛が抜けてお屋敷が散らかってもいけませんし、とてもとてもほしいだなんて言えません」

　使用人たちは、ブリュノが潔癖なので普段の掃除も手ぬかりなく行っていた。仔犬が粗相などをしたら、旦那様がどれほどお怒りになるか、とロッテは首を横に振る。

「でも、かわいいですねっ！　この動物たち！　癒いやされますねっ」

「そっか。じゃ、気が済んだら薬局に戻っておいで。もう午後の営業時間になるよ」

　ファルマは立ち上がり、一足先に薬局に戻ることにした。しかし、ロッテがファルマの服の裾を摑つかむ。

「あっ、待ってくださいファルマ様。さっきから元気がない子がいるんですけど、気になって……」

　ロッテが指をさすのでファルマが視線を向けると、奥の犬小屋にいる仔犬が、ぐったりとしている様子だ。そのやり取りを見ていたペットショップの店主が、体裁悪そうに答える。

「ああ、あの子かね。今、獣医を呼んだところだよ、心配いらない」

「そうですか、なら安心ですねっ！」

　ロッテは獣医に診みせると聞いて、心強く思ったようだった。

「おお、獣医の先生がいらした」

　店主はちょうどよいタイミングで来たと、店先まで出て今来たばかりの獣医を出迎える。獣医と言われた女性はまだ若く、小柄だがすっきりとした印象の美人の女医だった。胸元には馬ば蹄てい型の一級獣医のバッジをつけている。ファルマも彼女に視線を惹ひかれていたので、ばったりと目が合う。その途端、彼女の顔色が変わって恐縮したようになった。

「はっ、教授!?　ファルマ・ド・メディシス教授ですよね！　きゃーっ、どうしましょう」

「ん？　え？」

　ファルマは面識がない。ロッテも首をかしげている。

「はじめまして、私は獣医のジョセフィーヌ・バリエと申します。ここで出会えるとは光栄です、教授！」

「どこかでお会いしました？」

　ファルマのことを子供店主と呼ぶ者は多いが、教授と呼ぶ者はなかなかいない。

「いえ、大学の掲示板の肖像画で、私が一方的に存じ上げているだけですが」

「ということは……」

　ファルマはぴんときた。

「教授にご指導いただきたくて、来月から帝国医薬大学校の新入生になりました」

「既に獣医さんで、なおかつ薬師にもなりたいってことですか？」

　なかなか勉強熱心でバイタリティ溢あふれる女性だ、とファルマは感心する。

「はい。一から薬学を学びたくなりました。人間だけではなく、動物の薬も扱えるかなと思いまして。なにより、ド・メディシス教授の講義を受けたくて受験しました！」

「そういうことなら。よろしく、ジョセフィーヌさん。今からこの犬の診察をするところ？　なら見学させてもらおうかな」

「はい、教授の御前で緊張しますが」

「ファルマ様、新しい生徒さんにお会いできて楽しそうですね。私、薬局に戻ってファルマ様が少し遅れますと伝えておきます」












「ああ、それは助かるよ。よろしく」

　ロッテが気を利かせてくれた。午後の営業時間に少し遅れてしまうが、ファルマは彼女の診療を見届けてから戻ろうと考えた。

　ジョセフィーヌは診察道具を用意しながら、ファルマへの感謝を打ち明けた。

「お会いしたらずっとお礼を申し上げたかったのです。ド・メディシス教授が発明したとされている顕微鏡のおかげで、獣医としてもできる検査が増え、多くの動物が助かりました。また、数々の画期的な新薬を開発中とか。教授は私にとって憧れの師です」

「はは、まいったな……まだ君には何も教えていないよ」

　ジョセフィーヌには、顕微鏡の発明者がファルマだと知られているようだ。ファルマは褒められすぎてくすぐったい。そして彼女は診療用の杖つえを手に取りながら診察を始める。

「下痢をして、毛並みも悪く、衰弱しているようですね。失礼、おしりを……あ、これは条虫症ですね」

　ジョセフィーヌは犬の尻を見て、肛門に白い米粒のようなものがついているのを見抜いた。

　寄生虫、条虫の体の一部である。

「もともと体が弱い子だったのかもしれません。寄生虫自体はそれほど悪さをしませんので、経過観察でいいでしょう。仔犬には栄養剤を出しておきますので、それを飲ませてやってください」

「そうですか、安心しました」

　店主が謝礼を払おうとすると、ジョセフィーヌは受け取らず、ファルマを振り返る。

「というのが私の診断と治療方針ですが、教授はどうなさいますか？」

　ジョセフィーヌはファルマを振り返り、ご指導を、と仰ぐ。ファルマも犬に近づいた。

「診立ての通り、犬条虫です。栄養障害を起こしているから、栄養を補給しようとするのはよいと思います。ですが人にも感染しますし、濃厚感染している場合は消耗も激しいので、駆虫薬を使います」

　瓜うり実ざね条じょう虫ちゅうは、サナダムシの仲間であり、頭部は腸管に吸盤と鉤かぎでくっついていて、卵を含んだ尾部が少しずつちぎれて肛門から出てくる。肛門だけきれいにしても、下剤を使っても駆除することはできない。

「虫下しですか。ニガヨモギでよいでしょうか」

　ジョセフィーヌには準備があるようで、ポーションの瓶を診療バッグから取り出そうとする。

「確かに駆虫薬として用いられてきたハーブではあるけど、回虫には効果があっても条虫には効果がないよ」

　ファルマは自分のカバンの中をごそごそとする振りをしながら、条虫にも効果を発揮するプラジカンテルを薬包紙の中に物質創造で造り出す。

「条虫を麻ま痺ひさせる薬、プラジカンテルです。これを一日一回、餌に混ぜて飲ませてください」

　飲ませ方を詳しく店主に説明する。それを、ジョセフィーヌは熱心にメモを取っていた。

「それから、ノミの駆除もしっかりしないと、またノミを介して感染するから」

「ノミを殺すハーブですか。ではミントやラベンダーの香油を毛に塗り付けるように処方しておきますね。あとは、浄化術をこの周囲にかけておきます」

　てきぱきと判断をくだすジョセフィーヌに、ファルマは目を奪われる。そして彼女は杖を握り、神術をかけた。ジョセフィーヌは風属性の神術使いのようだった。

「〝限局浄化〟。ご指導ありがとうございました、教授」

　ジョセフィーヌはファルマに握手を求めた。

「じゃあ、今度は大学で会おう」

　ファルマは全て現代薬で解決しなくてもよいのかもしれない、と考えさせられた。

　薬局に戻ると、ロッテはやはりケーキを買い揃え、エレンの周りはきのこ狩り帰りのようになっていた。
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　数日後、ファルマとロッテがそれぞれ薬師と画家として連れ立って宮殿に出勤すると、女帝がお待ちかねだといって側近が呼びに来た。

「シャルロット・ソレル様、陛下が至急お呼びです」

「美術作品の制作依頼でしょうか？」

　ロッテだけに用だとも言われなかったので、ファルマも何となく彼女のあとをついていく。

「陛下、お待たせいたしました。シャルロット・ソレルめがここに……」

　宮殿の庭のベンチで寛くつろいでいた女帝は、待ちかねていたという様子でくるりとロッテを振り返る。

「来たか、シャルロット。どうだ、見よ。猫と犬だぞ！」

　女帝は広い庭園にトラやライオン、オオカミなどの猛獣を放ち、犬猫のように従えていた。よく見れば、猛もう禽きん類もベンチに何羽か止まっている。見事な毛並みをしたオオカミに、犬のようにボールを取ってこさせていたところだ。

「存分に触れ合うがよい！　そなたがかわいい犬猫と触れ合いたがっておると、ちいとばかり小耳にはさんでのう。犬猫が飼えぬ事情とあらば、吝やぶさかではないぞ！」

（どこから小耳に挟んだんだよ陛下！　そしてなんだって猛獣ばっかりなんだ）

　ファルマの心の声はともかく、ロッテは愛想笑いを浮かべながらファルマに小声で尋ねた。

「かわいい犬と猫、どこにいます？　ファルマ様……私の知ってる犬猫と違うんですが」

「ライオンとトラは猫の仲間、オオカミは犬の祖先だ。かわいいかどうかは感性に任せるよ」

　女帝と庶民のペット観のズレは豪快にもほどがある。猛獣たちもボスが誰なのかよく分かっているようで、借りてきた犬猫のようにおとなしい。

　女帝直々に神術で調教したんだろうな、とファルマは恐ろしくなる。

「遠慮するでないぞ、余の粋な計らいというものだ。火の輪くぐりをさせてもよいぞ」

　女帝なりの、ロッテへの福利厚生のつもりらしい。

「は、はい……光栄でございます陛下」

　ロッテの血の気が本気で引いていた。

（百獣の王かよ、陛下……）

　ロッテと同じくドン引きのファルマが、一つロッテに忠告する。

「触れ合うときに手がなくならないようにね、ロッテ」

「や、やめてくださいよう！　触れ合えませんよう！」

「動物と触れ合いたくなったら、今後はいつでも言うがいいぞ」

　ロッテの身の安全のためにも、ロッテがささやかなペットを飼う許可をブリュノに得たほうがよいのではないかと思うファルマだった。






九話　ジュリアナとの再会






　九月下旬。サン・フルーヴ大市で仕入れた香辛料をふんだんに使い、ファルマは薬局職員や得意客、関係者を招いて行う恒例の野外シークレットカレーパーティーを開催していた。

　今年も大河の中州で開催されたオープンパーティーだが、招待人数も増えシークレットとはいかない規模になってしまった。

　これほど規模が大きくなれば女帝に隠れてというわけにもいくまい、とファルマは気を使い女帝を誘ってみたが、辛いものが苦手とのいたって平和的かつシンプルな理由で辞退されたので内心ほっとしたものだ。女帝が参加するとほかの参加者たちが萎縮してしまい、日頃の感謝を伝える会にならない。さらに、食事の後に企画している舞踏会も気軽なものではなく『皇帝の大舞踏会』というものになって格式が上がり、おそらく作法を知らず踊れない者が続出することになる。

　しかしほっとしたのもつかの間、女帝が来ない代わりに当日になってルイ皇子が送られてきた。庶民がお目にかかることのできない皇子がパーティーにやってきたので、皇子を接待して点数稼ぎをしようとする常連客もちらほらいた。

「ようこそおいでくださいました。私どもの料理は、殿下のお口には合いましたでしょうか」

　無心でカレーを頰ほお張ばっていた皇子に、ファルマは声をかけ世間話を交える。

　気さくにファルマが皇子と言葉を交わす様子を見た常連客たちは驚いていたが、大帝国の皇子であろうがファルマの受け持ちの患者なのだということを思い知ったらしく、「そんな薬師様に自分たちも診みていただいているなんて！」と誇らしそうにしていた。単純なものである。

「気に入ったから、ド・メディシス家の料理人を連れて帰ろう」

（お、大好物じゃないか。子供はカレー好きなもんだよな）

　よかった、と思いながらもファルマは当たり障りのない回答を送って、参ったふりをしておいた。

「それは困りました。料理人がいなくなったら今日の我が家の夕食をどうしましょう」

「ははは、冗談だぞ、真に受けるな」

　ファルマの弱った顔を見て、皇子は自尊心を満たしたようだ。その後皇子は、お近づきになりたい貴族の子女に取り囲まれてちやほやされて気をよくしていた。

　前菜、メインのカレー、数々のオードブル、スイーツを振る舞ったあと、楽団の演奏と舞踏会が始まる。去年と同様、エレンを誘うべきかと思ったファルマだが、当のエレンはパッレと派手に喧けん嘩かをしている最中だった。腹ごなしなのか、河原で割と本気の神術戦闘になっている。派手な神術の応酬でちょっとしたアトラクションのようになっているが、まったく、場を弁わきまえてほしいとファルマは思う。

「今日という今日は、色々とはっきりさせておかないといけないようね！」

「それはこっちのセリフだ。口を動かすより杖つえを振れ！　ずぶ濡ぬれにしてやる！」

（もう。ほどほどにしてよ、二人とも……皇子もご臨席なんだからさ）

　ファルマは氷で彼らと招待客との間に防壁を張った。

　二人の水属性神術使いの戦闘で皇子や客がずぶ濡れになってはいけない。

（何ですぐ示し合わせたように果たし合いになるんだろうな、あの二人は。仲がいいやら悪いやら）

　ファルマが軽く首を振りながら踵きびすを返す。するとロッテと視線が合った。

　こちらは、デザートのショコラを食べすぎて頰がリスのように膨らんでいる。

「もひかひてヒョコラひります？」

　口を両手で押さえながら、何を言っているか分からなかった。

「ショコラはいらないけど、今年はロッテを誘ってもいいのかな」

　バロックダンスの心得がなくて踊れないであろうロッテに恥をかかせてはいけないと思い去年は誘えなかったファルマだが、今年はどうだろう、と誘ってみる。

　ロッテは大喜びで、早口で告げる。

「はりがとうございます！　ほっぺもうれひいれす」

（とっても嬉うれしいって言ったんだよな？）

「お相手いただけますか？　お嬢さん」

　ファルマが作法通りにダンスに誘ってみると、ロッテは真っ赤になった顔を両手で扇あおぐ。

　彼女は口の中のものを急いで片付けると、嬉しそうにファルマのエスコートを受けた。

「えへ、薬局のお昼休みなどにエレオノール様から教えていただいた甲か斐いがありましたあ！」

　今年はエレンの特訓を受けて、バロックダンスを習得していたというロッテである。

　ダンススペースでは円陣になって踊るフォークダンスのようなガヴォットが終わり、オーケストラはペアダンスのメヌエットを流し始める。メヌエットは複数のペアで踊るダンスで、厳密なフォーメーションがあり、一人でも下手だったりステップを間違えると台無しになってしまう宮廷舞踊だ。とはいえ、誰もが踊れるように、よく知られた有名なものばかりを集めた構成になっていた。

「上手になったな、ロッテ」

　軽やかなステップを踏み、くるくると踊るロッテの手を握りしめながら、ファルマは微笑ほほえむ。公式の場で踊るのが初めてとは思えないほどだ。日ごろの練習の成果がうかがえる。

「まさかファルマ様にお相手をしていただけるなんて、夢のようです」

「まさか？　じゃあ誰と踊るつもりだった？」












「……っ、そんな」

　ロッテは動揺しすぎて躓つまずいてしまったので、ファルマは彼女が転んでしまう前にそっと腰に手を回して受け止めた。

「あっ、ありがとうございます！」

　曲が終わった頃には、エレンとパッレの果たし合いは終わっていた。二人ともくたばっていたので、担架と馬車でそれぞれの屋敷へと運んでもらった。
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「あいたたた。もう、パッレ君たら全然手加減しないんだから！　ダンスも踊れなかったじゃない！」

　清すが々すがしいほどパッレと果たしあったエレンは、翌日、全身ガチガチになりながら出勤してきた。筋肉痛をはじめ、捻ねん挫ざやなにやら、勘弁してくれと思うファルマである。

「兄上に手加減なんてものはないよ」

　ファルマは実感のこもった言葉を返す。女性にも子供にも容赦ないのがパッレという男だ。

「ああ、体が石のよう！　こんなときにジュリアナちゃんの神術按あん摩まがあれば……。あの子、今度はいつ遊びに来るのかしら。待ち遠しいわ」

「ジュリアナか……ここに戻ってこられるのかな。また顔を見たいよな」

　ファルマは神聖国のジュリアナ宛に何度か手紙を送ったが、梨のつぶてだ。そろそろ帝都の神官に催促をしたほうがいいと思っていた頃合いだった。

「そんなに深刻な感じで言わなくても。あの子はあの子で忙しいんでしょ、旅の薬師なんだし」

　エレンが大げさねと言いながら眼鏡をかけなおす。

「ファルマ様、ジュリアナさんに会いたいのですね。私もお会いしたいですよ」

　ロッテがジュリアナの代わりにエレンの肩を揉もみながら懐かしがる。薬局職員は事情を知らず、ただジュリアナは国元に帰っただけと思っているからだ。

（心配になってきたな。まさか俺に肩入れをしたばかりに、神聖国でつらい目に遭ったりしていないよな。それ以前に神聖国までの道中は無事だっただろうか。手紙も戻ってこないし……）




　諸もろ々もろのことが気になったファルマは、こうしていても埒らちが明かないと考え、ぶらりと帝都の神殿を訪れた。監視対象がのこのこやってきたので神殿は大騒ぎになり、平静を取り繕いながら神官長のコームが対応する。ファルマは神殿の中には入らず、神官長を外に呼び出して用件を告げた。

「こんにちは。神聖国にいると思われるジュリアナさんに連絡を取りたいんですが、何度手紙を送っても返事が来ないんです。神官長さんから問い合わせていただけませんか？」

「これはこれは、薬神様。彼女に何のご用で」

　ジュリアナの名が出てきて、コームはあからさまに挙動不審になった。

　慌てる様子を見てますます不審に思ったファルマは、毅き然ぜんとして尋ねる。

「彼女に預けたものを、大神殿にきちんと届けてもらえたかなと思いまして」

　宝剣に込めた神力をジュリアナが大神官に渡したかどうか確認したい、とファルマは言い渡す。

「もう一つは彼女に神術按摩をやってもらいたいなと思いまして」

「神術按摩でしたら、帝都神殿にも得意な者がおりますので、呼んでまいりましょうか」

「ジュリアナさんを指名したいんです」

　ジュリアナさんのが具合がよくてですね、とファルマは強調する。

　ファルマは断固として譲らなかったが、あまりにも彼がジュリアナに固執するので、

「さては特殊なマッサージをご希望ですかな」

　なるほど……と、神官たちがひそひそ話していた。失礼極まりない話である。

「違います！　なんてことを言うんですか」

（そっち系の指名みたいになっちゃったじゃないか……）

　下げ衆すな詮せん索さくをされて微妙な空気になったものの、ジュリアナの安否をぼかされたまま引き下がるわけにもいかなかったので、ファルマはすたすたと歩いていって神殿の外壁にぴたりと手を当てた。

「この外壁、大神殿と同じ素材でできていますよね？」

「そうですが、それが何か？」

　コームは立派な外壁に手をかけたファルマを眺める。

　ファルマはコームを見据えながら、右手に集中した。

（〝炭酸カルシウムを消去〟）

　ファルマが消去の能力を使うと、外壁の素材の中から主成分である炭酸カルシウムが消滅し、神殿の囲いが一瞬で蒸発した。

「ひっ、ひいいっ！　なっ、何をなさったのです!?」

　ファルマのさりげない脅迫に、コームは震えあがったようだ。コームはファルマの物質創造と消去の能力を知らない。大神殿は神力を吸収するように神術のかけられた単一素材でできている、というのはサロモンの言葉だ。単一の素材であるなら消せるじゃないか、とファルマは考えて実行してみただけである。

「噂うわさによると、大神殿は地下が何十層もあるとか」

　ファルマはとぼけながら尋ねる。

「大神殿の全ての床が抜けたらどうなりますかね？」

　神聖国にいる神官全員、ファルマが術を使った瞬間に何十メートルも落下して最下層に叩たたきつけられ、戦わずして即死だ、というニュアンスを含ませた。コームは鼻水を垂らして頷うなずいた。

「そ、そのようなことをされては困ります」

「俺、その気になれば一時間もあれば神聖国に行けますけど」

「……神聖国に伺いをたててみます」

　コームは今にも死にそうな顔をしていた。
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　それからほどなくして、異世界薬局の前に神官二人に脇を固められた一人の女性が連れられてきた。

　ベールをかぶっていて顔はよく見えないが、それが誰かはファルマにはすぐに分かった。神聖国がファルマの脅迫に屈したのか、ジュリアナを差し出してきたのだ。ファルマは再会を喜ぶ。

「ジュリアナさん、元気にしてた？　中に入って」

「きゃーっ、ジュリアナちゃんじゃない！　……って、どうして神官に連れられてきたの？」

　神官の存在に疑問は感じたものの、エレンは大歓迎だ。按摩をやってもらいたいのだろう。しかし、ファルマから見たジュリアナは、やつれたように見えた。お付きの神官は店舗の隅に居座り、ジュリアナを監視している。

「あの、話が済んだら彼女は安全に神殿に送っていきますけど」

　ファルマが暗に神官たちの厄介払いをしようとすると、神官たちは首を左右に振った。

「お待ちしていますので、お気になさらずごゆっくりお話しくださいませ」




　カウンセリングルームに通されたジュリアナは、沈んでいる様子だった。

「なんとかの歯車を動かす神力は足りた？」

　それを聞いた途端、ジュリアナにじわりと涙が込み上げてくるのを見て、ファルマは二階の感染隔離者用の診察室に場所を移すことにした。神官たちは話を盗み聞きできなくなる。

「ここなら安全だ。窓もないし防音がしてあるから声も階下には聞こえない、何か話せることがあったら聞かせてほしい」

　ファルマはジュースのボトルを開封し、ジュリアナに飲み物をすすめながら尋ねる。

「ファルマ様の神力のおかげで、鎹かすがいの歯車を一七五年分巻き戻すことには成功しました」

「それは何よりだ。予定通りじゃないか」

　ファルマはジュリアナが目的を果たすことができたと聞き、ほっとした。

「ですが……私は世間知らずで、愚か者でした」

　ジュリアナはぽつりぽつりと打ち明け始めた。大神官はファルマと話し合いをするつもりはないようで、大神殿の地下に封印しようとしていること、そのためにより威力の高い神封じの術の開発を急がせていること、ファルマに危険が差し迫っていることなどを話した。

「そうか。よく話してくれた……心配はいらないよ。俺もそうそう封印されるつもりはないし」

「そして私はまた例の宝剣を持たされています。ここに送られたのもそのためで」

「はは、また君が刺客なのか。それを正直に言ってくれる刺客もどうかと思うけどな」

　まいったな、と言いながらファルマは苦笑する。すると俯うつむいていた彼女のベールの下に、殴られたような痕があることに気付いた。顔だけではなく、体にも痣あざが見えていた。ファルマはすぐに、ジュリアナに手当てを施す。

「ひどい目に遭っているんじゃないか？　協力するって言ったのに、何でそうなるんだろうな」

「守護神様と人間は話が通じない、信用できないと、大神殿は思い込んでいるようなのです」

（確かに、神殿をぶっ壊すって脅したけどさ。それとこれとは別だろう）

　ファルマは頭が痛い。態度を硬化させても、大神殿に封印の口実を与えることになる。

「ところで君はどんな経緯を経て、俺から神力を取ってくる係になったの？」

　枢機神官、つまり異端審問官であったサロモンより上位の神官だというわりには、ジュリアナは神力などもサロモンと比べて見劣りがするので、ファルマは疑問に思う。精鋭という感じもしない彼女に秘宝ともいえる宝剣を預け、火中の栗くりを拾わせるのもいかがなものか。

　神聖国における神官の序列のつけかたも、いまいちよく分からない。神殿はよほどの人材不足なのかと問いたいファルマである。

「私は鎹の歯車の啓示を受けた者として選ばれ、神殿の中でも特別な教育を受けてきました」

「歯車の啓示ってのはどんなものなの？」

「子供の頃、いきなり世界が歪ゆがんで、見えない歯車が現れたことがあります。それも、何度も。他には、体中が痙けい攣れんして憑ひょう依い状態に。そういう体質を知られて、見み出いだされたのだと思います」

（へー……見えない歯車が見えたかぁ）

　ジュリアナの話を反はん芻すうし、ファルマは考え込んだ。そして質問を重ねる。

「啓示のあと……強烈に頭が痛くなったりしてない？　長ければ数時間ほどの」

　ジュリアナは目を丸くする。

「しました！　神官たちは、それこそがまさに守護神様からの天啓だと……！」

　症状をぴたりと言い当てたファルマに驚いたのか、ジュリアナは興奮気味に頷く。

「それだったら、閃せん輝き暗あん点てんじゃないかな。あと、てんかんもあったんだろう」

　ファルマは診療机に寄りかかるほど脱力しながら彼女に告げた。

　てんかんの症状をはたから見た第三者が、神がかりや悪魔憑つきのような話を吹聴するのだろうな、とファルマは推測する。ジュリアナの状態を診眼で診る限り、今は症状はないようだ。

「閃輝暗点というのは偏頭痛の前兆現象のことだよ。脳の血管が収縮し、それから拡張して視覚野に影響を及ぼしたときに、チカチカする歯車や渦巻き、空間が歪んだように見える。神秘現象ではなくて誰にでも起こりうる生理現象だけど、ジュリアナさんは偏頭痛がひどい人なんだろうな」

　ファルマの話を理解できなかったらしいジュリアナの首が、どんどん傾いていった。

「つまり、誰でも見える珍しくないもの、ということですか？」

「もし、それだとすればね。その歯車、子供の頃は何回も見たけど、今はだんだん減ってきてるだろ？　そしててんかんの発作も今はないんだろ？」

　閃輝暗点は成長するにつれ、なくなる場合がある。てんかんもだ。

「そうだったのですか！　まさか守護神様に、お前は選ばれし者ではないと教えていただくことになろうとは……」

　ジュリアナは複雑な顔をした。

「選ばれし者としての修行や苦労が水の泡です」

　そう言ったジュリアナだが、憑き物が落ちたかのようにどこか清々しそうな顔をして微笑んだ。

「胸のつかえがとれました。新たな自分になれそうです」

「それはよかった。君のような〝啓示〟を受けた子は他にもいるのか？」

　基本的に枢機神官になるには神術の腕が優れていることが条件なのだそうが、ジュリアナのような境遇で枢機神官になった人間は、他にも数人いるという。

　かといってジュリアナを再び神殿に戻せば、どんな仕打ちが待っているか分からない。

　彼女は枢機部の秘密を知りすぎてしまったのだ。

「神聖国を抜けて、帝国民になる意志はある？　神聖国には戻らないほうがいいと思う」

「それができたら、どんなにいいか……。ですが、国籍を捨てることは容易ではありません。ましてや、神聖国を抜けたら殺されます」

「そっか。じゃ、任せて。いいように話をつけてくる」

　ファルマは一階へ降り、一直線に神官たちのほうへと歩み寄った。

　神官たちは話が終わったのかと立ち上がり整列をする。

「ジュリアナさんは私が保護しますので、神聖国へお引き取りください。本人も帝国に残ることを希望しています」

　神官たちは面食らった。そして、強硬姿勢を向けられ言葉に詰まる。

「な、何をおっしゃっている。そんなわけにはまいりません、彼女は神官であり神聖国の臣民だ」

　ファルマは毅然とした態度で、一歩も譲らなかった。

「彼女の体に、無数の痣や傷がありました。彼女は〝迫害を受けて母国に居住できなくなった者〟に該当する難民です。セドリックさん、国際法・難民保護条約ではそうですよね」

「私の記憶が確かでしたら、国際条約では迫害を受けていると認定された場合、その人の生命や自由が脅かされる国へ返してはいけないとありますな」

　何の事情も知らないセドリックが、法に照らし合わせて即答する。異世界薬局の法務担当でもあるセドリックの頭の中には帝国法や国際法、ギルドのローカルルールに至るまで完璧に入っていて、まさに生き字引といえる存在だった。話を聞いていたエレンはジュリアナが神官に連れられていた理由とその窮状を即座に察したのか、こう言って加勢した。

「神聖国も国際条約を批准しているのではなかったですか？」

「ですが、言いがかりもいいところだ」

「ジュリアナを出してください。彼女に問います」

　神官たちはどうすることもできず食い下がったが、ファルマが頑としてジュリアナを出さなかったので、手ぶらで帰るしかなかった。
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　ジュリアナは神聖国の国籍を放棄し、難民として認められた。

　神聖国が不当だと抗議してきたが、ファルマは先手を打ってジュリアナの体にできた傷跡を写真におさめ、帝国と神聖国に中立な第三国の医師を呼んで診断させ、報告書を作成させたうえで引き渡しには応じなかった。

　ファルマが女帝にかけあったおかげで、一週間後には帝国籍が与えられ、宮殿で手厚く保護されることになった。

　宮殿に上がりサロモンと再会したジュリアナは、幽霊にでも会ったような顔をしたという。




「しかし、しつこくファルマを狙う大神殿はけしからんな。守護神殿も帝都から追放してもよいのではないか」

　女帝はジュリアナの境遇や、ファルマがジュリアナに襲撃された旨を聞いて憤慨していた。

「神術を掌握しておるため、そうもいかないのが実情でございます」

　元神官長という複雑な立場のサロモンが、女帝に応える。

　帝国を含め神聖国以外の国々が神殿に強く出られない理由は、神脈を開閉する術を神聖国が独占していて、神官たちがいなくなればその年の新生児から一人も神術使いになれなくなるからだ。

　神殿を帝都から追放するにしても、帝国は広大だ。また、帝国各地の神殿が一斉に引き上げてしまったら、帝国は一気に無力化する。

　過去の歴史を見ても神聖国に刃向かって神術を捨てた国はすぐに弱体化し他国に蹂じゅう躙りんされ、再び神聖国に服従することになった。神殿を失えば、悪霊も発生し始めるという噂もある。

　しかし今や帝国は、それまで呪紋で縛られ神殿を裏切ることのできなかった神殿の枢機部の秘密を知る枢機神官ジュリアナがファルマの解呪で寝がえり、神術の全体系を知る元異端審問官であるサロモンを手に入れている。二つの手札を得て、動くなら今だ、と女帝は心を決めたらしい。

「サロモン、ジュリアナ。そなたらに密命を下す」

　女帝から二人の元神官に下った密命。

　それは守護神を敬い、虚礼を廃止し神殿本来の教義に則のっとった実践的な正教を創始し、優秀な神術使いを神官として育てろというものだった。

「守護神は我が帝国にあり、もはや神聖国の好きにはさせぬ」

　神聖国に知られてしまえば、国際的に帝国討伐を呼びかけるための口実にされかねない危うさを孕はらんだ行為だった。

「ファルマは首を縦には振らないだろう。だが、彼の意思がどうあろうとも、内々に備えておけ」

「御意のままに」






十話　新生サン・フルーヴ帝国医薬大学校の新学期






　十月になり、サン・フルーヴ帝国医薬大学校は新学期を迎えた。

　ファルマはセレモニー用の大学指定の教授用の角帽をかぶり、学部章と金の細工のついた、トーガというローブをつける。エレンがきゃーきゃー言って写真を撮った。

「絶対面白半分だろ」

「そんなことないわ、似合ってるわよ、ド・メディシス教授。その小さいトーガは特注ね」

「そりゃ特注だろうね。ってか俺の入学式じゃないし何枚写真撮ってるんだよ！」

　他にそうそう子供教授がいてたまるか、とファルマは思う。

「入学式って何？　卒業式は盛大にやるけど」

「そっか。入学式はやらないんだったな」

　日本人の感覚的には入学式は盛大にやるものだが、欧米には殆ほとんど入学式はないというのをファルマは思い出す。入学の時期がバラバラだからだ。だからせいぜい、新学期のセレモニーなのだが、今年は大学の新体制がスタートするので、少しばかり盛大な式典となるそうだ。




　指定された時間にエレンと大講堂に赴くと、既に学生が集まり始めていた。ファルマは教員側なので他の教授陣らと共に壇上に上がり、決められた席に座る。

　定刻通りに大学の鐘が鳴り、国歌演奏のあとにブリュノが登壇し、総長告辞を行う。副学長が各学部首席の名前を読みあげると、学生たちは起立する。




　医学部　三〇名

　薬学部　二〇名

　総合医薬学部　三〇名

　臨床検査学部　二〇名




「以上、一〇〇名が新生サン・フルーヴ帝国医薬大学校一回生である。諸君らの入学を許可する。代表者、総合医薬学部首席、エメリッヒ・バウアー」

　緊張気味にブリュノから入学許可証を授与された首席の青年は、見覚えのある学生だった。

（あの子が総合医薬学部の首席だったのか、この国の学生じゃなさそうだ）

　ファルマからしてみれば、あの〝子〟である。合格発表の日、「子供に教わるなんて聞いてない」と逆上しファルマの講義を受講することを拒否していた青年だが、ファルマは特に気にしない。

（優秀な学生があそこで入学辞退なんてことにならなくてよかった）

　その後、制服はないが、伝統的に学部章の刻まれた杖じょう帯たいベルトを付ける決まりになっており、贈呈セレモニーが行われた。難関をくぐり抜けてそれを手にした学生たちは、感慨深そうにベルトを握りしめていた。

　今年はファルマの強い希望で、神術の使えない平民学生の特別選抜枠ももうけられた。杖帯ベルトではない大学指定のベルトをもらっただけの平民もいるが、同じ学部の学生だ。ふさわしい学力があれば、神力の有無や人種で差別はしない。

「今学期より、大学の新編成に伴い全学部の体制が刷新された。各学部長からそれぞれ挨拶を」

　各学部長挨拶の場面となり、医学部長にして宮廷侍医長のクロード、薬学部長にして大学総長のブリュノの挨拶に引き続き、総合医薬学部長のファルマが壇上に立ち、新入生の注目を浴びる。

　子供ならではの事情で演台の高さが不似合いだったが、ファルマは少し背伸びをして意に介さない。ファルマは大講堂の隅で、何かしでかさないかと心配そうに見守るエレンと目が合ったので、にこっと口角を上げる。

「はじめまして。今年より学部長を拝命しました筆頭宮廷薬師のファルマ・ド・メディシスと申します。以後、お見知りおきを。さて、サン・フルーヴ帝国医薬大学校は教育課程の刷新、学部統廃合が行われ、世界に通用する医学薬学教育拠点、研究拠点として生まれ変わろうとしています」

　ファルマは、例の首席の青年が壇上の彼を睨にらみ据えていることに気付いたが、そちらには視線をくれず話を続ける。彼は一刻も話を聞きたくないという感情が顔に出ていた。

「あなたがたの扱う一つ一つの薬が、世界中の同じ病気の患者さんを癒いやす可能性を秘めています。薬には人を癒す力があり、その根幹は薬と人体との間に起きる連鎖的生化学反応です。その反応を理解し、そこから俯ふ瞰かんして生体で起こっている現象を理解しなければなりません。薬師は確かな知識と高度な技能を手に薬の力を引き出し、全学部の医療者と緊密に連携し、それをどうか適切に使ってください。その方法を徹底的に教えてゆこうと思います、具体的には……」

　例によってファルマの訓示が長くなったので、エレンがファルマに手振りで合図を送った。ファルマは薬学への情熱のあまり、こういう訓示ではついつい話が長くなってしまうのが常だ。学生たちはブリュノの「座っていい」というジェスチャーを見て、着席しながら話を聞いた。

　ファルマのスピーチは終わらないが、学生たちも聞き入っていた。

　そして総合医薬学部以外の学生たちは、ファルマのわずかなスピーチの間に心を動かされ、また、彼が碩せき学がくであることに驚いたようだった。

　もちろん、話の長さにうんざりしたような顔の者もちらほらいたが……。












「貴重な話で結構だが、続きは講義の中で」

　遂にブリュノがスピーチを強制中断させたので、ファルマは反省しつつ頭をかく。

「失礼しました。ついつい熱がこもって話が過ぎたようですね。では、本学での学びの時間を有意義なものとしてください。私は一年次共通カリキュラム基礎医学概論、医学薬学生物学、二年次の専門講座ほか、五つの講義を担当しますので、皆さんとの講義や実習を楽しみにしています」

　大講堂で開催されるファルマの担当講義は、全学部共通の必修科目に組み込まれていた。

　一、二年次に教養課程を行い、三、四年次は専門課程になる。

　五年次は実習を行い、五年後に一級・二級薬師への受験資格を得る。入学は一四歳から認められている。学費は帝国が負担し、卒業後は帝国の医療従事者として五年働くということを条件に無償であった。

「一年次の私の講義は全て必修ですので、単位を取らなければ即留年です。くれぐれも、履修漏れのないように」

　一人も留年することなく進級してほしい、とファルマは願うのだった。
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　新学期一発目の総合ガイダンスが終了し、リンゴーン、リンゴーンと中央時計台の鐘が鮮やかな音色を奏でる。開け放った窓から園庭の小川のせせらぎと小鳥のさえずりが聞こえてきた。ファルマはあてがわれた立派な学部長室兼教授室で、エレンと会話を交わしていた。

「あれだけの教員と学生の前で、挨拶も慣れたものね、驚いたわ」

「学生の相手は慣れてるよ。エレンは意外に上がり症なんだな、いつも勝ち気なのに」

「ほ、ほっといてよ」

　エレンがたじろいだので、ファルマは笑う。前世ではいくつも講義を受け持っていたのだ、板についていると言われても「だろうね」ぐらいの感想しか出てこないファルマである。

「どこかで教授をなさっていたのですか？」

　ティーセットを運んできたゾエ・ド・デュノワが驚いたようにファルマに問う。彼女は面接の際にファルマが口頭試問をし、聡そう明めいで気配りができると見込んだ、今学期から採用されたばかりの美貌の教授秘書だった。水色の長い髪をまとめ上げてコサージュで飾り、立ち襟とバッスルスタイルドレスの、いかにも上品な淑女といった佇たたずまいだ。

「教授はまだやったことはないよ」

　その言い方に含みを感じたのか、どういう意味なのかとゾエは首をかしげる。

「ああ、彼はちょっと人と違うのよ」

　エレンはそんな言葉で濁した。

　三人でお茶を飲んでほっと一息ついていると、教授室の外からノックの音が聞こえる。

「突然の訪問失礼いたします、エメリッヒ・バウアーです」

「どうぞ」

「失礼いたします」

　エメリッヒは教授室に通されソファにどっかりと着座すると、開口一番、こう息巻いた。

「ド・メディシス総合医薬学部長。退学申請の受理をお願いしたく、まいりました」

「え？　退学？　もう？」

　何を言っているのか、といわんばかりにエレンの眼鏡がずれる。ファルマは動揺しない。

「随分と急だね。受験や入学する前に辞退できなかったのか？」

　ファルマはやんわりとだが、エメリッヒの要望を撥はね付けた。

「今日まで悩んだ末のことです。私には時間がありません、もう決めました」

「どうしてもというなら、教授会に出す理由書を作成しないといけない。受理されるか分からないけどね。単に気が変わったというだけなら、却下だ」

「理由ですか。決定的な理由として、進路選択を間違えました。この教科書を誰が書いたのか、よく見極めるべきでした。教授のお兄様のもとを訪ね、個人的に師事したいと存じます」

　エメリッヒはファルマが教科書を書けるはずがないと決めてかかっている。それで、共著者として名前の記載されているパッレを、第一著者だと思い込んだのだ。随分あけすけな言い方をするものである。しかしファルマは気分を害することもなく、穏やかに尋ねた。

「それはつまり、私が書けるわけないと思ってる。そういうこと？」

「いえ、そのようなことは」

　彼の兄たるパッレの心証を害さないように上うわ辺べではそう言っているが、その瞳の奥には強い肯定の意思を見て取ることができた。ファルマはまだ一二歳、いっぱしの学問を修めているようには見えないのだろう。

「あいにくと兄は弟子をとっていない。兄は優秀な薬師だけれど、半年前に一級薬師になったばかりだからね。それでもいいなら、受理するよ」

　ファルマはインク壺つぼにペンを付け、忠告をしつつサインする。

「ちょっと待って。あなた、教授の外見だけでそんなこと言ってるの？」

　黙って聞いていたエレンが、呆あきれながらファルマを弁護した。

「エレン、いいんだ。彼の決めた進路だ、教員としては支援するだけだよ。受理されるか分からないけど、君がそこまで意欲を失っているなら、教授会に諮ってみるよ」

　ファルマがエレンを制止する。エメリッヒは確かに優秀だが、学びたくないのなら無理強いするものでもない。嫌々続けたところで、先は知れている。それに、ゾエから見せてもらった資料を見るに、彼は既に異国の一級薬師でもある。国元に帰れば、仕事も存分にあるだろう。

（大学に入ろうとしていたのに時間がないって、どういうことだ？）

　ファルマは少々気になった。エレンはため息をつく。

「じゃあもう何も言わないけど。人を外見で判断しないほうがいいと思うわ」

「あなたは高名な薬師だとほかの学生からうかがっています。そのあなたもそう仰おっしゃるのですか」

　エメリッヒはエレンの言葉を聞いて、ブリュノの一番弟子として学内や学生の間でも高名なエレンがそこまで彼を弁護することに何かを感じたらしく、ファルマに向き直った。

「では、もしよろしければ、教授には神術試合でご指導を賜ってもよろしいですか」

「何で薬学ではなく神術で実力をはかりたがるんだ？　ここは神術を学ぶ学部じゃない」

　ファルマは総合医薬学部創設の意図を嚙かんで含めるように言い聞かせた。神術を使わなくとも学べる学部の教授に、なぜ神術での力比べを申し込むのかと、そう尋ねた。

　しかしエメリッヒは頑として首を横に振る。

「薬学には神術を使うものです。よい薬師はよい神術使いでありますので、これは世間の常識であります。お受けいただけないなら、致し方ありませんが」

「あなた……自分が何を言ってるか分かってるの？」

　エレンがエメリッヒをたしなめる。神術試合を断るということは、真剣勝負から逃げたということになり、成人した貴族にとっては不名誉なことなのだ。

　まだ未成年のファルマを子供扱いして恥をかかせようとしている、ということは明白だ。確かに、従来の常識からすればすぐれた薬師は必ずといっていいほどすぐれた神術使いである。

「退学したいなら止めないけど、まあいいよ。試合を受けよう」

　ファルマは上着とベストを脱ぎ、立ち上がった。

「ゾエさん。事務に言って闘技場を借り切ってもらえる？」

「今からですか？　使用目的は何と？」

「個人授業かな」

「畏かしこまりました。隔壁生成用神術陣の展開と、応急処置のための医師の待機を申請しますか？」

　ゾエが気を回して尋ねるが、ファルマはきょとんとする。

「隔壁生成用神術陣って何？」

「ギャラリーに攻撃が当たらないようにする防壁のようなものよ。絶対準備したほうがいいわ」

　エレンがファルマに教える。エメリッヒの腕はかなりのものだと見込まれる。学内の設備や器物を破壊した場合、神術戦闘を行った当事者に請求されるので、防護しておいたほうがいい、彼女はそう言った。

「ギャラリーを入れるつもりはないよ」

「神術試合の見学は自由なの、入れるつもりはなくても学生たちは勝手に見に来るわ」

「じゃあ、その準備をお願いします」

「さすがは帝国最年少教授だ、肝がすわっておられる。ご立派だ」

　エメリッヒは自分の思い通りの展開になったからか、したり顔をした。

「退学するのなら、心にもないことを言わなくてもいいんだよ」

　ファルマは微笑してエメリッヒの皮肉を切り返し、彼の瞳を逃さずに告げた。

「でも、ここを出ていくにしても君に一つだけ心に刻んで帰ってもらいたいことがある」





　◆






「内枠にお入りください。隔壁生成用神術陣を起動します」

　専門職員に促され、青い光柱の囲いの中に入り、ファルマとエメリッヒは相対する。そこでファルマは、職員にひとつ質問した。

「一つお尋ねしたいことがあるのですが、この舞台は何の素材でできていますか？」

「これは純守護石で、神術への耐久性が高く、壊れにくいものです」

「なるほど、純守護石ですか。情報ありがとうございました」

　闘技場の舞台を覆う、透明な円筒状の神術陣が編み上げられ起動した。

「お相手いただき、感謝します」

　エメリッヒは余裕の笑みを浮かべながら会釈をする。ファルマは腕を伸ばして準備運動をしていた。両者杖つえを抜いたが、エメリッヒは一本の長い杖を中央から二本に分解した。ファルマはそれを見ても特に動揺の素振りは見せず杖を軽く握る。

「神術戦闘のルールを確認します。時間無制限。相手が杖を手放し降参の意思を見せるか、審判が止めるか、戦闘不能になるまでです」

　審判の腕章をつけた屋外闘技場を管理する職員が、ルールを確認する。審判がいないと殺し合いになるケースもあり、ブリュノの言いつけで、神術試合が行われる際には必ず立ち会うことになっていた。

「確認しました」

　ファルマははっきりと答え頷うなずく。エレンやパッレと経験した神術の実戦訓練とルールは一緒だ。

「始め！」

　エメリッヒは審判の開始の合図と同時に発動詠唱を打って出た。

「〝窒息領域〟」

「〝聖界の竜巻〟」

　二杖による連続詠唱、両方とも風属性神術だ。そして詠唱言語はサン・フルーヴ帝国のそれではなく、プロセン王国の言葉だった。

「ほう、二杖同刻詠唱ですか。珍しい。あれはかなりの集中を要しますよ」

「なかなかの使い手ですな」

　その場で見守っていた教員たちからは、感心の声が上がる。

　窒息技で意識を飛ばし、竜巻で空に打ち上げ地に叩たたきつける戦法のようだが、窒息技はファルマには無効だ。審判は吹き飛ばされ、場外に投げ出された。竜巻の威力は凄すさまじかったが、ファルマは敢えて吹き飛ばされた振りをして地を蹴って大きく飛び上がり、上空のポジションを取った。

　ファルマが手にしている杖は一点ものだが、帝都の杖職人の作品だ。薬やく神しん杖じょうは透明な杖であり、薬神を守護神に持つ者は稀まれに形状を知っていることから、彼は薬神杖を大学には持ってきていなかった。薬神杖がなくても、胸ポケットに入れていた職員証が浮力を生じている。ふわりとファルマの体が風を孕はらむ。

「滞空時間が長い……！　エメリッヒの竜巻の効果か？」

「違う、教授は逆に風を利用している！」

　ギャラリーはエメリッヒの術がファルマに効いていないことに気付いたのか、大きく叫んだ。

「質問」

　上空から投げかけられたファルマの声は、闘技場のすみずみまで響いた。

「私は何属性でしょう？」

　ファルマは人差し指をすっと立て、見下ろしながら質問する。そしてその直後、

「〝水の大おお鎚づち〟」

　杖の先でくるりと正円を描くと、水柱をその中に召喚するかのようにエメリッヒめがけて高水圧の攻撃を降り落とした。

「くっ！　そんなの水属性に決まっています！」

　エメリッヒは攻撃を見切り、素早くステップを踏んで回避するが、ファルマはエメリッヒの動線を完全に読んで、彼がギリギリ回避できるように降下しながら水柱を操る。エメリッヒはさながら猛もう禽きんに狙われた小動物のように回避と防御に徹するしかなかった。闘技場は激しく破損し、ファルマの攻撃で小さなクレーターがあいていた。

　見物に来ていた教員同士が言葉を交わし、ギャラリーは常軌を逸した神術に理解が追いつかず、騒然とし始めた。

「何だあの水圧は……！　神術陣の敷かれた舞台を粉々に……水の大鎚はあんな神技ではない。それに、詠唱の声が小さすぎる」

　エメリッヒは一連の空中からの攻撃を受け反撃をし、すんでのところで回避しつつ、次にファルマが何を撃ってくるのか、詠唱から予想しようとしていた。だが、ファルマの詠唱は聞き取れない。声高らかに詠唱しなくても、呟つぶやくだけでも発動詠唱は成立し、神技は発動する。だが、詠唱の発音が悪いと、一般的には神術の威力は落ちる。

「それにしても……わざと外している？」

　エメリッヒは、ファルマがただ脅しをかけているだけということに気付いたようだ。

「当てるつもりがありませんでしたね、教授！」

「そうかな」

　ファルマは地上にふわりと降り立つ。重力から逃れたかのような軽やかな着地に、エメリッヒが警戒を強める。

「互いに合意のあった神術試合で、あなたが私に怪け我がをさせずほどほどに相手をしようとしておられるのなら、私としては不本意です。私を殺すつもりで来てください」

　ファルマは、エメリッヒの言葉を意外そうに聞いていた。

「そうなんだ。じゃ、遠慮しないよ」

　ファルマが瞳を眇すがめると、エメリッヒは一瞬たじろいだ。ファルマはぼそりと何かを呟くと、指先にたった一つの氷を作りだした。その粒が成長し、二つになり、四つになる。

「氷の剣ですか？」

　水属性の基本の術で、風属性であるエメリッヒも知っている。十六本の氷のナイフで対象に斬りかかる術だ。しかし生成は終わらず、指数関数的に増殖し始めた。ファルマの周囲には既に、無数ともいえる凶器が浮かんでいる。

　これを全部ぶつけられたら、物量だけで逃げられない。風の神術で振り払うためには、発動詠唱を行う時間がない。エメリッヒはそれを理解したのか、顔からは完全に余裕が消えた。ファルマは恐怖を煽あおるようにしてゆっくりと人差し指をエメリッヒに向け、軽く爪先をはじいた。

「こ、こんな術……神術じゃ……ない……」

　いかなる回避も許されないほどの密度のそれに襲われながら、エメリッヒは悲鳴を飲み込んだ。

　氷のナイフは猛スピードでエメリッヒをめがけ、同時に射出されてゆく。

「逃げられ……」

　エメリッヒが張った風の防壁は、完成する前に完全破壊された。彼が死を悟ったとき、全てのナイフはエメリッヒから数ミリの距離で停止していた。彼が微動だにすれば、即死は免れない。

「〝氷の捕縛〟」

「うわあああああっ！」

　動けなくなったエメリッヒは、巨大な氷山の中に埋め込まれるように拘束される。

　そしてファルマは彼めがけて、杖をあたかもビリヤードのショットを打つように構えた。

「〝憤怒の暴風〟」

「なっ!?」

　エメリッヒの顔がさらに恐怖に引きつった。

　何しろ、水属性神術使いだと思っていた相手が、風属性神術を放ってきたのである。攻撃を放つ直前に氷山は蒸発し消えたが、エメリッヒに逃げる時間を与えなかった。爆風がエメリッヒを打ちすえ、視界を奪う。そしてエメリッヒは、恐るべき言葉を聞く。

「〝灼しゃく熱ねつの燃焼〟」

　ファルマは立て続けに、怯ひるんだエメリッヒをまるごと爆炎の円でぐるりと囲んでいた。エメリッヒは即座に強風を呼び込み、何とか炎を吹き飛ばして消火する。しかし、彼はさらなる攻撃にさらされていた。

「〝天の断罪〟」

　炎を纏まとった礫つぶてが上から雨のように降り注いでくる、土属性の最上級神術だ。今度はエメリッヒにも命中し集中砲火を受ける。エメリッヒは激痛に耐え兼ねそれを風で吹き飛ばそうとするが、自身の神力が急速に目減りしていっていることに気付いたようだ。

「神力が……なぜこんなに急に!?」

「どうした？」

　ファルマはエメリッヒの動揺の答えを知っていた。

　エメリッヒの守護神は薬神。ファルマを相手にすると神術が共鳴してファルマに神力を奪われてしまう。

「体調を整えてくるべきだったね」

　エメリッヒの守護神が薬神である限り、ファルマに勝てるわけがない。エメリッヒが神術を使おうとすればするほど、守護神の加護を必要とする。

　薬神への祈念は、ファルマを加持し力を与えることに他ならない。パッレはもともと規格外に神力量が多いので薬神杖を相手に一時間程度持ちこたえることができたが、エメリッヒはあっという間にバテバテになってしまった。しかしエメリッヒも、学内でも屈指の神術使いであろうことは、入学時に査定された神力計の数値を見ても明らかだった。

「さあ、同じ質問をしようか。私の属性は何だ？」

　ファルマは、神術を撃つ余力もなく肩で息をするエメリッヒを休憩させるために質問する。ファルマが四属性全ての神術を正確な発動詠唱とともに撃ってみせたからか、エメリッヒは動揺し答えられなかった。

　観衆たちも、しだいにファルマの神術が異常であることに気付き始めたのか、大声で議論している。全属性を使える神術使いなど存在しないからだ。エメリッヒは絶句したまま、細かく震えていた。虚脱感に襲われているはずだ。

「最初、私が水を使った攻撃を仕掛けたとき、君は水属性だと言った」

　エメリッヒの唇は震えたが、何も言い返すことができなかった。

「でも、騙だまされたよな」

　ファルマは物質創造と消去で、全ての属性神術を偽装していたのだ。

　炎属性は起爆性物質と可燃物の創造。

　風属性は巨大氷山の創造と消去で真空を作り出し、気圧を下げ暴風を呼び込んだ。

　土属性は物質創造で礫を降らせた。

　それに既存の神術の発動詠唱を添えることで、それらしく見せたのである。

　しかしそうと知らないエメリッヒは、大賢者を見るようなまなざしを向ける。

「ド・メディシス教授、あなたはもしかして……全属性の神術を使えるのですか？」

「そんなわけないだろう」

　ファルマは真相を曖昧にしながら笑った。

「噓うそだ……全属性使えたではないですか。では一体何の属性が正解なんですか？」

「分からなくなっただろう？　それこそが、学んで帰ってほしいことだ。君がこの大学を去ってどこで何をして生きていくにしろ、これまでの常識に照らし合わせて物事を軽く見てはだめだ」

　ファルマは舞台の端に追い詰められていたエメリッヒの手前に、杖で真っすぐに仕切り線を描く。

　すると、その線を境に舞台は忽こつ然ぜんと消え、エメリッヒは場外へ転げ落ちた。試合前に舞台の材質を聞いていたので、ファルマは物質消去を使うことができたのだ。

「大きな仕事をして、より多くの人を助けたいならね。これからも励みたまえ」

　エメリッヒは場外に落ち、なおかつバランスを崩し杖を手放していたので、戦闘意欲を喪失したとみなされる。

「フ、ファルマ・ド・メディシス教授の勝利……です！」

　審判が判定を下し、ファルマも杖をおさめる。

「君の退学届けは受理する。退学を教授会に諮るがそれでいいのか？」

　ファルマはサインの入った一枚の羊皮紙をポケットから出して掲げ、エメリッヒに見せた。

「……取り下げても、よろしいでしょうか」

　エメリッヒはふるふると首を振り、掠かすれた声でファルマに懇願する。

「あなたに学びたいです。私が間違っていました。ド・メディシス教授、どうか非礼をお許しください」

　ファルマはエメリッヒの意思を聞き、発火性物質を創造し退学届けを清すが々すがしそうに燃やした。

「個人授業は終わり。次は教室で会おう」

　神術陣が解除され、青い光の屑くずが砕け散る。

　ファルマが闘技場から完全に見えなくなるまで、エメリッヒはファルマの背を見つめ続けていた。





　◆






「教授、大事なお話があります。落ち着いてお聞きください」

　新学期二日目、ゾエが青くなりながら事務からの報告書を持ってファルマの学部長室に現れた。

「どうしたの？　真顔になってるけど」

　ファルマはエレンと共に、せっせと講義資料作りに精を出していたところだった。

「昨日、神術試合によって破壊された舞台の修理費の見積もりが来ました。純守護石の舞台は総張り替えで、特殊神術加工を施しますので、しめて三千三百万フルンの請求です」

「ええーっ!?　あの舞台、そんなにお高いの!?」

　エレンの絶叫が教授室に響き渡った。












「でも、壊れたのは一部だけだったよ？　何で総張り替えになるんだ？」

「舞台の表面加工は全損していた模様です。壊れることは想定していませんでした」

　ゾエは、書類を持つ手がガクガクと震えてしまっていた。

　フルンというのは、サン・フルーヴ帝国の通貨単位である。一フルンは日本円に換算すると二〇円ほどなので、概算六億六千万円の修理費が発生したわけである。

「ああ……そっか。舞台をやっちまったんだ」

　ファルマは先日のことを思い出し、脱力して机に突っ伏した。

「舞台が総張り替えになる神術とは、どのようなものですか？　教授の神術でそうなったのですか？　相手の学生ですか？　特殊加工が施してあり、多少のことでは傷つかないはずですが」

　状況を確認しようとするゾエの言葉も無理はない。彼女は事務仕事が立て込んでいてファルマとエメリッヒの対決を目撃していなかった。ファルマの代わりに、エレンが答えた。

「ファルマ君っておとなしく見えるでしょ？　結構ね、非常識なの。秘書は苦労するわよ」

「エレンだって人のこと言える？　兄上の顔を見るとすぐ血が上のぼるじゃないか」

「あら、売られた喧けん嘩かは買うだけよ。でも私はそんな被害額を発生させたことはないわ」

　パッレと出くわすたび果たし合いになるエレンにだけは言われたくなかったファルマである。

「さようでございますか。あの、次から学生への指導は控え目にしていただけると……」

　ゾエは呆れ気味だ。彼女は風属性の神術使いだが、あまり戦闘に向いていないおっとりとした文系タイプだ。少なくとも、ファルマのように着任早々大学に損害を発生させはしない。

「場所を変えるよう提案するべきだったわ。途中で舞台を壊さないでって外から言ってたけど、神術陣に遮しゃ蔽へいされて声が聞こえなかったみたいだし。学生や教員の神術試合ならともかく、ファルマ君が相手だもの。舞台もありえない壊れ方をするわ。やるなら孤島を買い上げてやらないと。私たちだって訓練をするときにはそうやって孤島で周囲の船が通行していないことを確認してからやったでしょう？　ファルマ君、学生に怪我をさせないように気を使って、神術のコントロールがきかなかった？」

「舞台を破壊したのはわざとだ。まともに受けると怪我するから、先に威力を知ってもらった」

「わーざーとー!?　それはなおさら悪いわ！」

「悪手だったよ、ごめん。次はもうやらないよ」

　ゾエは帳簿を出してきて、メモをつけながら修理費を概算する。

「教授の講座に与えられた研究費が一億フルン、学部長裁量費が八千万フルン、昨年の繰越金が五百万フルンです、研究費で支払う場合はかなりの出費です。外部寄付金がさらに五億四千万フルンありますが、これを使いますか？」

「ちょっと待って。外部寄付金、増えてないか？　以前は一億フルンだっただろ」

「皇室からの寄付金が五億フルンです。先日付けで口座に振り込まれました」

　もう皇室からの寄付金はいらないと思うファルマだが、断るわけにもいかない。「余の厚意を無下にするか」と女帝のへそでも曲がれば、ブリュノと共に宮殿に謝罪に行くことになる。

「陛下にお礼を言いに行かないといけないな。でもこんなことに研究費も寄付金も使えない、一フルンでも学生のために残しておきたい。修理費は俺の財布から出すよ。神術試合がやりたい他の学生がしばらく舞台を使えなくなってしまったな……」

「主に、武術部と杖術研究部が困るわね」

　エレンが口をとがらせる。この学校の前身である帝国薬学校のＯＧであるエレンは、学生の部活動にも詳しい。

「部活動や試合の場所に困るなら、うちの敷地の河原を使っていいと部に伝えて」

　ファルマはゾエに指示する。

「畏まりました。ド・メディシス家の四番地の空地ですね、そのように事務に伝えます。また、私費振替の書式を取り寄せます。それから、最後になりましたが総長からお呼び出しです」

　ゾエが言いにくそうに付け加えた。

「ゾエちゃんそれ最初に言って？　言い出しにくいの分かるけど！」

　エレンが魂が抜けたような顔になっていた。怒られるのは目に見えていた。ファルマはついてこようとするエレンとゾエに部屋で待っているよう告げ、単身総長室へ向かった。
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「ばかもの！」

　総長室に入り沙汰を待つファルマを、ブリュノは思い切りどやしつけた。

「弁解の余地もありません。全面的に謝罪いたします」

「どこの世界に、着任初日に学生の挑発に乗り三千三百万フルンの損害を発生させる新任教授があるか！　まったく採用初日から、大人げのな……分別のないことを！」

　大人げないと言いかけて、自分の息子が大人ではなかったとブリュノは思いなおしたのだろう。

「しかし相手の学生も態度が悪かったと聞いております。教育の一環ということでご容赦を」

　あまりの剣幕と声量に驚いたブリュノの秘書が、息子を叱しかり倒すブリュノを宥なだめにかかる。

「相手が何を言ってきたとしてもだ。なぜ公開神術試合で学生をやり込めねばならなかったのか」

　ブリュノはファルマの神力が、闘技場の神術陣で制御できなかったことを見透かしたようだ。

「最悪、観衆にも被害が及び、相手の学生も無事では済まなかっただろう！」

「舞台は私が破壊しましたので、私費で修繕します。エメリッヒ君には傷ひとつつけていません」

　修理費は試合を行った者が折半するのが規則だ。だがエメリッヒに修理費を請求すれば、エメリッヒが学業どころではなくなってしまう。次に試合を申し込まれるようなことがあれば、砂漠か荒地か孤島を買い取ってやるべきだな、とファルマは反省した。屋外闘技場は学生同士の訓練や試合を想定しているので、ファルマにとっては強度が十分ではない。

「被害もだが、この不始末に対する影響も甚大だ。これを見よ」

　ブリュノは、羊皮紙の束をファルマに寄越した。秘書がそれを受け取ってファルマに手渡す。

「転部願いだ」

　全学部から、計二〇名以上の転部希望が出ていた。もっとも多かったのは、ブリュノが学部長を務め旧来の伝統薬学を教える学部である薬学部から総合医薬学部への転部願いだ。

「わずか一日でこれだ。転部は基本的に認めていないが、お前のもとで学びたいと希望する者は多い。逆に、総合医薬学部から別の学部への転科を申し出る者もあった。申請理由を読んでみろ」

　ファルマにとってはまったく予想外の出来事だった。

　総合医薬学部への転部希望者の理由は、『素晴らしい神術使いであり、大賢者であられる教授のもとで学びたい』『ガイダンスの訓示に心をうたれました』『見たこともない神術を扱われる教授の、これまでにない革新的な薬学を学びたいです』などというものに対し、総合医薬学部からの転部希望者の理由には、『ド・メディシス教授の神術の授業についていけそうにありません』『ド・メディシス教授がエメリッヒを打ち負かしたときに、これが教授の教育方針なのかと恐怖を感じた』『教授の機嫌を損ねたらどうなるかと思うと、授業に集中できそうにない』というものだ。自身は些さ細さいなふるまいだと思っていたことに対する学生らの反響に、ファルマは胸をえぐられるように思った。

「退学希望者も一人だ。『やはり神術を使えないと薬師として認めてもらえないのかと思いました。卒業できる自信がありません』だと」

　ファルマは返す言葉も見つからなかった。

「あの場でエメリッヒとやり合ったのは私刑だったのか、教育だったのか。相手に怪我がなかった、手加減をしていたとはいえ、全属性を使えるお前の力は圧倒的だ、その力の大きさに責任を持て」

　ブリュノは多くの学生の間で誤解を生じたことが無念だ、とファルマに説いて聞かせた。

「使えるのは一属性のみというのは神術の常識です。誰も全属性を使えるなど信じないでしょう」

　あれは手品のようなものだというファルマの言い分を聞いて、ブリュノは困ったように頷く。

「お前が神術や薬を使って手品とやらを演じたとしても、お前の人となりを知らぬ学生はそうは思わん。お前が未知の神術を使って、未熟な学生をやり込め、晒さらし者にし、物笑いの種にした、としか映らんのだ」

　ブリュノの言葉が突き刺さる。下手を打った、とはっきり分かった。ファルマは猛省した。

「転部希望は総長裁量で全て却下だ。そもそも、入学後の転部は認めておらんのでな」

　ブリュノは転部願いの束に、既に不許可とサインを書いていた。教授会も開かれない。

「転部、退学希望者にはお前が個別に面談をして信頼を回復し、元の状態に戻すように」

　ファルマの学部への転部希望者を納得させる材料として、希望学部の講義、実験、実習も見学してよいということにする。他の学部の必修講義とできるだけ時間がかぶらないように時間割を組む、と妥協案をブリュノに告げた。
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「その様子だと、こってり絞られたのかしら？」

「絞られたね。カラッカラだよ」

　干からびたファルマに、エレンもつられて乾いた微笑を浮かべる。エレンは待っていてくれた。

「お師匠様のお説教はグサグサくるわよね。絞られすぎて水属性神術使えなくなっちゃうわ」

　エレンは冗談交じりにも、ファルマを励ましているということが伝わってきた。




　ファルマはその日、大学に出てきている学生には個別面談を行い、無断欠席をしている学生には一人一人の家を訪ねた。ファルマが単身で行くと警戒されるかもという心配から、エレンが全ての訪問に付き添った。エレンが先に話をして、学生や保護者がファルマに萎縮して態度を硬化させてしまう事態は避けられた。

「次でやっと最後の一人ね。住所はここで合ってるかしら」

　帝都のはずれの下宿を二人で訪れる。既に辺りは暗くなってきていた。

「ありがとうエレン。今日は用があると言っていたのに、付き合わせて悪かった」

「何言ってるのよ、同じ職場のよしみでしょう。往診は代診をたてたから構わないわよ。それに、ファルマ君ひとりでなんて行かせられないわ」

「俺の後始末なのに……ありがとう」

　彼女の言動はさりげない優しさと気遣いに溢あふれていた。ファルマはエレンの存在に感謝した。




「おひ、お引き取りくださいっ！」

　最後に訪れた退学希望者の平民学生の声はかすれていた。極度の緊張状態にあることがうかがえる。ファルマとエレンは学生の下宿の中にも入れてももらえず、ドア越しに説得した。

「夜分に申し訳ない、話がしたいんだ」

「お引き取りください。もう私は大学には行かないんです、大学とは関係ありません、ですから」

「考え直してくれないかな。神術が使えなくても何も問題ないから。君は優秀な成績で入学しているし、授業についていけないなんてことはないよ」

「信じられませんっ……帝国医薬大学校は貴族の学校なんです、平民が行く場所じゃなかったんです。平等に学べるものと思い上がっていました。でも、教授の神術を見て目が覚めました」

　ドアの裏側にへばりついていると思われる学生は、涙声になっていた。

「神術が使えない者は体術の授業に互換できるから。ついでに言うと、神術の使えない学生に私が杖を向けることは絶対にないから。君は神術とは無縁で卒業できるから」

　長い説得の末に閂かんぬきをはずす音がして、ドアがじわりと開いた。




　陽がとっぷりくれて何とか全員の説得が終わり、転部希望者は収まるべき場所におさまった。

「エレン。今日はありがとう、この埋め合わせはどこかでするよ」

「私も学生たちの顔が覚えられたからよかったわ。今日は早く寝るのよファルマ君、おやすみ」

　エレンはにこっと微笑ほほえんで、何かを言いかけたが、そのまま白馬にまたがり、帰途に就いた。

（神術のある世界での教育って、難しいなあ……まだまだ俺も未熟だ）

　ファルマも夜道に馬を走らせながら、つくづく身につまされていた。彼は大学教授を安請け合いして、甘く考えていた。前世では毎年のように好評を博していた薬学教育にちょっとばかり自信と自負があった。しかし、今回は現代日本の大学で現代の価値観を持った、同レベルの学力の学生に教えるのとは事情が違う。学力で評価されるだけでなく、神術を使える者と使えない者がいて、神術の腕は提供できる医療の腕に直結する、そんな世界だ。最初から平等ではないものを、ファルマが平等に扱い、教えようとするのは間違っていたのだろうか、そんな思いにも悩まされる。
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　明かりの落ちた屋敷に帰宅し正面玄関から中に入ると、夫婦の部屋に明かりがともっていた。

「おかえり、ファルマ。疲れたでしょう。食事はしてきたの？」

　ベアトリスが、中から顔を覗のぞかせる。

「一杯やるか。明日は休みだ」

　ブリュノが誘った。ブリュノとベアトリスは葡ぶ萄どう酒を、ファルマは葡萄ジュース、チーズのおつまみで一息つく。酒でも飲んで酔い潰つぶれたい気分だ、とファルマは思う。

（でも、どうせ飲んでも酔わないけどな……毒も薬も殆ど効かない体だ）

「学生の誤解は解けたか」

「はい。何とか大学に戻ってくれるそうです。エレオノール先生も付き添ってくれましたし……ですが、信頼関係の構築には時間がかかりそうです」

「いかに業績を積もうと、信用を失うのは一瞬だ。それを思い知ったろう」

　とりわけ、新しいことをしようとする者には、常に周囲の猜さい疑ぎと疑念の目がつきまとう。ブリュノはそう言いながら葡萄酒に口をつける。ベアトリスは黙って耳を傾け、ブリュノに寄り添った。

「エメリッヒ・バウアーはお前に何か因縁をつけてきたのか」

「ええ、まあ。私は彼に、相手の素性をよく調べずに高たかをくくるべきではないと教えたかったのですが、失敗でした。彼の気持ちも分かります」

　ファルマは話しているうちに、エメリッヒの言動を思い返した。

「彼は時間がないと言っていました。それが一つの動機になったのでしょう、詳しく原因を探って、腹を割って話してみます」

「エメリッヒは必ずお前にすがってくるだろう。そのときにお前が彼に適切な答えを用意できるよう、先に情報を伝えておく」

　ファルマは、ブリュノがエメリッヒについて何を知っているのかと訝いぶかりながら首をかしげる。

「調べたところによると、彼は歴史的に有名な、神に呪われし血筋の者だ」

　ブリュノの言葉に一拍遅れて、ファルマがオウム返しにする。

「呪い、ですか……」

「まあ大変！　どうか、彼に神様の加護を。呪いは怖いのよ。私も一度呪われたことがあるわ」

　ベアトリスは呪いと聞いて守護神に祈るようなしぐさをしていた。以前のファルマであれば、そんな馬鹿な、と一笑に付してしまったものだが、この世界には神術があり、悪霊もいる。だから呪いがあると言われても、否定できるだけの材料がない。

「とはいえ彼の呪いの種類までは私の鑑定では出せなかった。エメリッヒも神術薬師であるから、私と同じ見解を得ているだろう。神官を頼れば、異端審問官が呼ばれるかもしれん」

「父上は、既にお調べになられたのですね」

　ポーションによる診断術を駆使し、白死病すら鑑別したブリュノは、悪霊による呪いなのか病気なのかの区別がつくという。悪霊のしわざか、病気なのかという鑑別診断は、この世界で神術を使う薬師がもっとも長たけていなければならない基本的技能だ、とブリュノは言葉を添えた。

「エメリッヒの一族にまつわる呪いの正体から探らねばならぬ」

　ブリュノは先手を講じていた。ブリュノはエメリッヒにだけ、入学手続きに必要だからといって、血液の提出と四代前までの家系図の提出を命じていた。彼が呪われているのだとすれば、その呪いを大学に持ち込むことは大きなリスクだ。呪いの正体を探ることは、エメリッヒの入学を許可したブリュノの責任でもあったと言う。

　ファルマはブリュノに渡された家系図に記された姓を見て唸うなった。

　「バウアーというのは、偽名だったのですね」

　彼の一族はスパイン王国の大貴族を起源に持っていた。スパイン王国でありふれた姓、ソラというものだ。

「そうだ。彼の身の上を知った私は、彼が偽名を名乗ることを認めた。エメリッヒは一族にかけられた呪いから逃れるために、普段から真の姓を隠している……安易だが、苦肉の策なのだ」

　ファルマはエメリッヒの苦悩を推し量る。彼の一族は呪いのせいでスパイン王国にいられなくなり、プロセン王国に逃れたとみられる。

「一族の呪いとはどういうものなのですか？」

「恐るべきものだと聞く。どんな悪霊祓ばらいも効果がなく、一年以内にじわじわと精神を蝕むしばまれ、昼も夜もなく体は痙けい攣れんし、最後は力尽き死ぬと言われておる。彼は既に、父親と親類の殆どをその呪いで亡くしている。家は没落したが、彼には妹弟がいる。一族を待ち受ける運命から救いたい、時間がないと考えたのは至極まっとうなことだ」

　家系図の中で、死者の名前の横には、通常は神殿のシンボルマークが付されている。しかしファルマは、見たことのない変わったマークをみとめた。ファルマは目を見張る。

「この印は……普通の死亡者とは違いますが」

「さよう。悪霊による呪死を示す印だ。呪死は禁忌事項であるゆえ、エメリッヒにも隠せはせぬ。彼は私と大学を信用して、開示したのだ。これを見よ、お前に彼の絶望が分かるか」

　曾そう祖そ父ふは呪死、曾祖父の三人の妹は三人中二人が呪死。

　一人は神脈が開かず平民であったので放逐、家系図から外れ不明。

　祖母も呪死。祖母の五人の兄弟は、四人が呪死。

　父も呪死。父の兄弟は、四人中三人が呪死。生き残った一人の守護神と属性は、水神・水の正属性。エメリッヒは五人の妹弟がいて、エメリッヒは長男だ。

「壮絶ですね……皆、若くして亡くなっています」

　ファルマのエメリッヒへの態度は、間違っていたのかもしれない。そう振り返って内省した。

「呪死者は水の正属性または風の正属性ではありますが、全員、薬神が守護神だったのですね」

「そうだ。古い記録を調べたところ、薬神の呪いとも言われたそうだ。彼の一族がどれほどの偏見に曝さらされたかと思うと、同じ守護神を持つ者として痛ましい。提出させた四代前でこの状態だが、さらに遡さかのぼっても同じことが繰り返されている、というのはスパイン王国の歴史書にある通りだ」

（これは呪いといっても仕方がないな……彼の一族が何をしたってんだ）

　薬神杖を手にし、薬神の神術や秘術を使い、聖紋を二つも持ち、薬神と因縁浅からぬ、あるいは薬神そのものと神殿から見み做なされているファルマにとってはなおさらだった。

（でもエメリッヒに黒い影は見えなかったし、変な気配もしなかった。彼はおそらく呪われていないだろう）

　悪霊がとり憑ついているならば、サロモンのいうファルマの聖域のせいで、エメリッヒに憑いた悪霊はファルマの前には出てくることができない。ファルマの存在を恐れない悪霊だったとしても、エメリッヒに重なる黒い影として見えるはずだが、影はエメリッヒには見られなかった。

「それに、彼は強力な神術を使いました。呪われている者は神術が使えなくなる……変です」

　ファルマの意見に、うむ。とブリュノは頷き、さらに葡萄酒をあおる。

　ブリュノも同一の見解を持っているようだった。ベアトリスは既にソファで寝てしまっていた。

「エメリッヒ自身も、呪いだと思っていないと思います」

　ファルマは徐々に確信を強めながら力強く言った。エメリッヒは呪いか病気かを見分ける鑑別診断を行い、そこで、陰性という結果を見たかもしれない。自らが強力な神術を使えたことで、薬神の加護を実感したことだろう。

「でなければ、総合医薬学部には来ません。彼は薬師で、それは病気であり、治したいと考えているのでしょう」

「ほう。そうだとすれば、疑われる家族性の疾患はあるか」

　ファルマがエメリッヒとやりあったとき、診眼でエメリッヒを診みることはした。そのときには何の疾患も発見できなかった、エメリッヒの体は至って健康で、せいぜい腰痛を抱えていたぐらいだ。そこで、ファルマは一つの仮説に思い至る。

（俺の診眼は、発病前の患者の病気は診えていないんじゃないか？）

　ファルマの能力は、治癒しなければならない人間が発生したときにはじめて発動する。

　思い起こせば黒死病の感染時、感染成立した段階でも人の体が光ってみえたため、これまでは発病していない状態でも診えると考えていたが、とんだ勘違いだったのかもしれない。

　エメリッヒに会い、とことん追究する必要がありそうだ。彼が助かりたいと願うかぎり、あらゆる手段を使って彼の生ある時間をつなぎ留めなければならない。

「ファルマよ。お前に彼の一族にかけられた〝薬神の呪い〟が解けるか？」

　ブリュノが興味深そうに目を細めた。呪いというのは、そのままの意味ではなく、「未知の病気を暴き、治療をしてみせろ」という言外のメッセージだろう。ファルマはブリュノのまなざしの中からそれを読み取った。

「私は彼の指導教官ですからね、助けてみせますよ」

　ファルマは呪いの正体すら見えないまま、少しばかりの強がりを返す。

「以前に現れたという薬神がどのような神格で、過去にエメリッヒの祖先が薬神を冒とくしたとしても、世代を超えて呪うなどナンセンスです。子孫に罪はない、そんな呪いは打ち払います」

「ああ……私もそう信じたい。わが守護神たる薬神を」




　手探りの状態のままブリュノに礼を言うと、ファルマは家系図を借りて自分の寝室へと戻っていった。そこで手元に置いたメモ用紙に死因などを書きつけ、計算をし、一つの可能性を疑った。

「致死的な常染色体優性遺伝病……じゃないのか？」

　ファルマは逸はやる心を抑えつけながら、興奮気味にゆっくりとペンを置いた。現時点でファルマの診眼が、エメリッヒの遺伝子に刻まれた呪いを診み抜ぬけなくても、未然にそれを発見し、時限爆弾の針を止め、呪いを永遠に封じ込める方法があるかもしれない。

　あの、異界と現世がつながれた研究室の中にある遺伝子解析装置は、呪われし一族に光を当てるだろう。






十一話　眠れない一族






　サン・フルーヴ帝国医薬大学校の講義初日がやってきた。

　新任教授でもあり異世界薬局の店主でもあるファルマだが、一日中大学に詰めているわけにもいかない。午前中は薬局の営業を行い、大学の全ての講義は午後から組んでいた。

「じゃ、あとはよろしくね。今日は午後になったらエレンが戻ってくると思うから、着替えて大学に行くね」

　午前中の診療を終え、ファルマはアルバイトの薬師に申し送りを伝える。

　容体が急変する可能性のある重篤な患者の予約は、午前中に入れて診療をすませていた。

「はい店主様。行ってらっしゃいませ。こちらは頼りないかもしれませんが、お任せください」

　レベッカが律儀に席を立ちながらファルマを見送る。

「今日は初講義でございますか？」

「うん、今日が講義初日だよ。一番大きな講義室でやるんだ。ええと、君たちにも講義を受けてほしいんだけど、この講座は導入の導入だから、別の専門講義のときに呼ぶから聴講してくれ」

　ファルマが本格的に大学で講義を始めたら、三人のバイト薬師たちに講義を聴講するようにという話は以前からしていた。だが、ファルマの講義に合わせてエレンに加えバイトの薬師たちが薬局をあければ、店がたちゆかなくなってしまう。そこで、エレンと交代で聴講するようにと指示したところだ。今日はエレンが大学に行っているので、彼らが留守番である。

「はうっ……私も店主様の講義、受けてみたいです。ああっ、第五大講義室で繰り広げられる聡そう明めいな店主様の熱血講義、耳が幸せだと思います！」

　サン・フルーヴ帝国薬学校を卒業したレベッカは、速攻で妄想の世界に入ってしまった。

「第一大講義室だよ。それにもう建て替えたから第五講義室は小講義室になっているよ」

「店主様も講義、頑張ってください！　うるさい学生はしばいてやればいいんですっ！　なめられないように気を付けてくださいね」

　拳を握りしめながら力を込め、セルストは物騒な応援をしてくれる。

「はーい、いってらっしゃいデス」

　欠伸あくびをしながら、へらへらとロジェが手を振る。留守番をしてくれるバイトの薬師たちは頼りになるのだか、ならないのだか、などと思いながらも、エレンが午後から代打をしてくれるというので、ファルマは一応安心している。

「もし手の負えない重症の患者さんが来たら、患者さんを大学に送ってね」

「分かりました！　私たちに分からない患者が来たらすぐ送ります！」

　セルストの目が輝いた。

「すぐ送りマショー」

　ロジェが手をひらひらさせている。

「手遅れにならないうちにすぐです」

　レベッカがまったくだという顔をして頷うなずいていた。レベッカに関しては、自信のなさの裏返しなのだろうか。

（なんて諦めが早い三人なんだ……まあ、分からない患者を送るのは正しい判断ではあるけど）

　ファルマは微妙な心境になりながら、支度を始める。




「ファルマ様、大学はいかがですか？　お友達は一〇〇人ぐらいできましたか？」

　薬局の二階に上がり、診療室の一室で慌だしく白衣から私服に着替えるファルマの手伝いをし、白衣の袖を揃そろえて畳みながら、ロッテは楽しそうに声をかける。

（友達一〇〇人って、小学生じゃないんだから……でもその発想がロッテらしいな）

「学生や職員とは、うまくやっていくつもりだよ。最初はまあ、色々あったけど」

　エメリッヒや学生たちのことを思い出し苦笑しながら、ファルマはカバンに諸もろ々もろの書類やプリントを詰め込んでいた。

「授業中、居眠りはしていませんか？　眠たくなったらほっぺたをつねってみるといいですよ。痛くて涙が出ますけどねっ」

「俺が？　授業中に居眠りなんてしないよ」

「ほら、ファルマ様寝不足ですし。ついうとうとしてしまうかなって。寝ると先生に怒られます」

（俺が寝てる学生を起こすほうなんだけどな）

「どんな場所なんでしょうねー、ファルマ様の大学って。今度写真を撮ってきてください！」

　いくら彼女がファルマの職場に興味がありそうだといっても、用もないのにロッテを職場に連れていくわけにもいかない。

（あ、でも食堂なら一般に開放されてるな。一緒に食べに行くか）

「昼休みの間に大学の食堂に行ってみる？　パンがおいしいし、デザートも充実しているよ。学外の人も食べていいから」

「わあっ！　もしお邪魔でなければ連れていってください！　歩いて帰ります！」

「よし、じゃあ行こっか」

　炭水化物とフルーツには目がないというロッテを自馬に乗せると、ファルマは帝都の大路を抜け帝国医薬大へと向かう。学生二人の通学に見えるかもしれないが、これでも教授の通勤だ。





　◆






「わあー！　すごく立派な学校です！　広すぎて移動が大変ですねっ！」

　初めて大学に連れてきてもらったロッテは、門をくぐった途端、スキップして興奮していた。

「学部が統合されたり新設されて新しくなったからね」

　ファルマは学内を散策しつつ、ロッテに簡単に大学を案内する。

　ロッテがとりわけ興味を示したのは、大学附属の薬草園だ。そこでは様々なハーブが栽培され、睡すい蓮れんの咲く大きな池を中心に、風ふう光こう明めい媚びな水辺の景観を作っていた。

「ここで絵を描いたら、きっと素敵な風景画になります！　陛下もお喜びになります！」

「キャンバスを持ってきて、描いたらいいよ」

　最近のロッテの絵は流行を取り入れて印象派のようになってきていたので、モネの睡蓮のような絵になるのではないか、とファルマは楽しみだ。

「ごきげんよう、ド・メディシス教授。ご挨拶できて光栄です」

「今日の講義、楽しみにしております」

　学内で出会う学生たちはファルマを見かけると、すぐに声をかけてきた。中には先日の一件があったからか、ファルマに出くわすと緊張して冷や汗が止まらない学生もいた。そんな学生は、ファルマはそっとしておくことにした。

　講義の中で、警戒に値する人物ではないと理解してもらえることを祈るばかりだ。

「皆さん、ファルマ様のことをご存じのようです。お仕事が始まったばかりなのに、慕われておられるのですね」

　そんな微妙な現況を知らないロッテは、ファルマが一見学生たちから大人気なので、能天気に喜んでいた。

「はは……そうかな」

（どっちかっていうと怯おびえられている、が正しいよな）

　とは言い出せなかったファルマである。

「ファルマ様が大人の学生の方に教授と呼ばれているの、なんだか不思議な感じです」

「俺も不思議だよ。とにかく、食堂でお昼を食べよう。講義まで時間がないから、ささっとね」

　ロッテと二人で、大学の中央に位置する食堂に向かう。

　去年までのサン・フルーヴ帝国薬学校に学食というものはなく、各自弁当を持ってきたり学外の店で済ませていたものだが、今年、ブリュノが私財を投じて建設させた食堂は大いに賑にぎわっていた。今年から平民の入学を許したということもあり、苦学生が粗末な食事をすることなく、低価格で良質の栄養をつけて勉学に専念してもらいたい、という理由だそうだ。

　ファルマはブリュノの配慮に感心する。

「わあ、きれいな食堂です！」

　学食はビュッフェ形式で、わずかな代金を払えば食べ放題である。真新しい食堂のホールを見たロッテの喜びようといったらなかった。

「こんにちは、ごきげんよう！　今日は何に致しましょう？」

　こちらも真新しい制服に身を包んだ女性料理人が、接客技術に磨きをかけたにこやかな笑顔を向ける。出産などで一時引退した腕利きの女性料理人を複数人雇用し、華やかでボリュームのある、そして健康にも配慮した栄養価の高い料理を供していた。

「わぁ、何十種類のお料理があるんでしょう！　このロールパンなんて、真っ白でおいしそうです。このオレンジジュースもしぼりたてなんですか？　野菜ジュースですって！　あっ、宮殿御用達のおいしい高級牛乳もあります。薬局にも来ているあの子が届けたんですかね！」

「だろうな。目移りするなら、片っ端から取っていけば？」

「はい、そうします！」

　ロッテの皿にはパンが山盛りに積まれ、さらに、おかずも全種類取ってきていた。それらが一番大きな大皿に積まれている。

（それは男子学生用の皿だと思うんだけどな。まさか全種類本当にコンプしようとするとは。ロッテの胃袋はどうなってるんだ？）

　ファルマは、ロッテの喜びに水を差すこともできず黙っておいた。

「それ全部食べられるの？　お腹大丈夫？　手伝おうか？」

「えへ。取りすぎちゃいました！　でもゆっくり味わって全部食べます」

　ロッテは律儀にお祈りを済ませると、一口ずつ味わい、目を閉じ食事の喜びをかみしめている。

「ロッテはいつも幸せそうだな」

「私はこうしてファルマ様のお傍そばにいられて、おいしい食事とデザートがあればもっと幸せです」

「はは、そりゃよかった。また学食こよっか」

　ロッテは満面の笑みで頷く。はちきれんばかりの笑顔は、おいしいものを前したときのものだ。

「はいっ！　おなかがぽんぽんになるのでお料理を全部食べてから歩いて薬局に戻りますっ！　ファルマ様はお仕事頑張ってくださいねっ！　お戻りになったらおいしい紅茶を準備してお待ちしていますっ。お菓子のご希望があればお伺いしますよ！」

「ロッテには癒いやされるよ」

　ファルマとロッテが食事をしていると、エメリッヒが学食の窓の外を通りがかった。ロッテと視線があったのか、ロッテの顔をまじまじ眺めると、何度も首をかしげながら通り過ぎていった。

「今の学生と知り合い？」

　ファルマがロッテに尋ねる。

「いいえ？　どうなさったのでしょう。薬局のお客さんでもなさそうでしたが、私をじっと見ておいででしたね？」

　ロッテもエメリッヒと似たような角度で首をかしげながら、それでもパンを食べ続けていた。

「ではファルマ様、講義頑張ってくださいませ！」

「ロッテも気を付けて帰るんだよ」

　ファルマはロッテと別れ、講義の準備に向かった。





　◆






「みなさんこんにちは。えー、それでは基礎医学概論Ｉを始めます」

　ファルマの講義は全学部の一年生が受講するため、大講堂で行われる。いくつかの講義に関しては公開講座にして、およそ帝国中の薬師の資格を持つものに受講資格を与えた。

　そんな背景もあって、その日の朝は聴講券を求め、ファルマの知らない間に早朝から正門前で一級薬師から三級薬師まで、先着順とはいえ問答無用の熾し烈れつな争いが繰り広げられていた。どちらが先に並んでいたかをめぐって暴力沙汰にもなったらしい。

　聴講券を手に入れた者は、勝ち誇ったような顔をして着座していた。講堂内には調剤薬局ギルドの面々やギルド長のピエールの顔も見えた。

（ちょっとこれは満員御礼って状況じゃないな……）

　会場を野外にすべきだったかとファルマは困惑気味だ。

「座れてますか？　全員が聴講できるように、席を詰めてください。荷物は机の下に置いて」

　ファルマが両手をぎゅっと縮めて席を詰めるようジェスチャーを送る。

　それでも予定していた座席数では足りず、自前で椅子を持ってきて座る教員もいた。地べたに座る関係者もいて講堂は溢あふれかえっている。彼らは売店で買い求めたらしい教科書を広げている。

「ここにいる皆さんは、現役の、あるいは未来の医師、薬師、そして技師、もしくは研究者となる方々です。病気の発症原因を追究し、病気を診断・治療し、あるいは病気を社会的に予防する、そのいずれの仕事においても、人という生命現象と向かい合ってゆくことになります」

　エメリッヒは一番前に陣取ってノートをとっていた。

　獣医のジョセフィーヌも、比較的前のほうで頷きながら聴いている。

　ファルマは黒板に簡単な人間の図を描いた。何の面白みもない、のっぺらぼうの模式図としてだ。

「そう、人です。でもこの、人の体というものは、いったい何からできているでしょうか」

　ファルマは学生と聴衆に向き直り、問いを投げかけた。

「人体は化学物質から構成されています。原子にはじまり分子となり、タンパク質、糖質、脂質、核酸などの高分子が立体構造を作り、それらは細胞という生命の最小単位を構成します。細胞の中では実に体重の六〇％を占める水を触媒とし、たえず複雑な生化学反応が進行しています」

　ファルマは顔を上げて、学生たちを見回す。

「私たちは人体で起こる全ての化学反応を理解することはできません。ですが生命現象は、自然科学の法則にしたがいます。疾患を理解し、その治療法を確立するにあたっては、これらの法則を最初に考慮する必要があります」

　殆ほとんどの学生が手を止めて聞き入る中で、ファルマの言葉を猛烈なスピードで記録してゆく者がいる。ブリュノの雇った薬師の速記士だ。彼らに全ての講義を一言も逃さず記録させ、板書を全て写真撮影させ、講義録として大学の資料にするのだという。

　ブリュノはファルマがいつか消滅してしまうと仮定し、万事抜かりないのだろう。

（ブリュノさんのおかげで、これを数年続けて全部の講義録が揃えば、俺がいなくなっても十全の備えができるし、他の講師に引き継ぎができる）

　それだけでも、教授を引き受けた意味はあったとファルマは思う。

「病気を治すための薬剤の設計、生体への作用の検討を行うためには、その薬、すなわち化学物質が生体化学反応のどこに、どのように反応するかを知る必要があります」

　なぜ、医学・薬学を学ぶにあたり、基礎科学がどうしても必要なのかをファルマは最初に述べる。医学・薬学というのは応用科学の一分野であり、自然科学の基礎を学ばねば応用はできない。

「では、生物物理化学的な視座をふまえながら、物質としての人体のしくみを繙ひもといていきましょう」

　その日は、生体を構成する生体物質の理解に講義の時間を割いた。学生たちは必死でノートを取る。ファルマのもとで手っ取り早く難病に効果的な治療法やよく効く薬を学べて、新しい知識をただ暗記すればよいものと考えていた一部の学生たちは、医学・薬学の入り口に到達するまでの遥はるかな道のりに絶望し、ファルマの薬学を簡単に修められるなどという甘い考えが吹っ飛んだような顔をしていた。ついていけなくて単位が取れないかもしれないと嘆く学生の声も聞こえてきた。

　その一方で、なぜファルマの薬が病気に〝効く〟のか、ファルマの薬が何を標的としているのか、理解し始めた学生もいた。ファルマは大量の演習問題を出し講義を締めくくった。

「質問のある者は、講義のあとで私のもとへ来るように」

　講義修了の鐘が鳴ると同時に、学生や薬師たちが競い合うように何人も立ち上がった。

「教授、質問が！」

「ド・メディシス教授！　後半が分かりませんでした」

「教授、教授！　結合法則について質問があります」

　教壇には人だかりができ、ファルマはあっという間に学生たちに取り囲まれてしまった。

「いやあ、ファルマ様の講義は初回から難解ですなあ。我々学のないものにはとてもとても」

　ピエールが音を上げながら挨拶に来た。平民薬師らにはかなり難しかったようだ。

「そうですね、難しいかもしれません。テキストの予習をしてきていただければ」

「ですな。しっかり予習をして、聴講券を入手できたらまた来ますよ」

　彼らに一人ずつ対応している間、ファルマはエメリッヒが講堂の隅でじっと待っていることに気付いた。




　ファルマは質問に来た全員の相手を終えてから、エメリッヒを呼ぶ。

「バウアー君も何か質問が？　なければ講堂に鍵をかけていいかな」

「教授、お話があります。少しお時間よろしいでしょうか」

　学生がいなくなると、エメリッヒが思いつめた様子でファルマのもとに近づいてきた。

「謝罪をしなければなりません。先日、私が仕掛けてしまった神術試合で出た修理費を、教授が立て替えてくださったそうで。私も負担すべきだったのに、どうお詫わびをしてよいか……」

　エメリッヒからは数日前の勝ち気で不遜な態度は消え、しゅんとして別人のようになっていた。

「私が壊したのだから、君が修理費をかぶらなくていいんだ。それより怪け我がはなかったかな」

　エメリッヒに怪我はないようだった。それがなによりだ。

「で、話というのは？」

「かなり先の単元になりますが、遺伝病についての相談をしてもよろしいでしょうか」

　エメリッヒは教科書を持ち出してきた。

「質問ではなくて相談なのか。いいよ、話を聞こう」

　ファルマとエメリッヒは、薄暗くなってきた講堂の座席に座りなおす。

　エメリッヒの教科書は読み込まれすぎたのか、既にボロボロになっていた。

「よく読んでるね」

「実はこれは二冊目です。一冊目は、書き込みすぎてしまいまして」

　努力の痕跡には、彼の血がにじんでいるかのようだ。

「教授の教科書をすみずみまで拝読いたしました。まだ分からないことだらけですが、この教科書は本当に素晴らしい。診断の役に立ちましたし、試してみた治療法もあります」

「それはよかった。かなり読み込んだようだな……まだ発売して半年ほどしか経ってないのに」

「実は、私は遺伝病の家系にある者だと考えています……。一族の者は、一族にかけられた逃れえぬ呪いだと言っていますが、この教科書に出会ってからは、遺伝病だとしか考えられません」

「君はあんなに巧みに神術を使えるわけだし、呪われてないと私も思うよ」

　〝呪い〟ではないと確信があるなら話が早い、ファルマはエメリッヒに全面的に味方をする。

「教授にそう言っていただけると、私も救われた気がします。これまでどれだけ偏見に悩まされてきたか……」

　辛つらかったのだろう、エメリッヒは目じりに涙をうかべた。

「私は、私の一族をこの病から解放したいのです」

「なるほど、力を貸すよ。家族歴を詳しく教えてもらってもいい？　そこから始めよう」

　ファルマは、ブリュノに聞いて知っていた家族歴と照らし合わせつつ、エメリッヒの開示した新たな、そして詳細な情報と統合していった。ファルマのノートが情報で真っ黒になる。

「じゃ、次に患者と思われる人に共通する症状を教えてくれ」

「はい」

　エメリッヒいわく、一族の者は中年を過ぎた頃、〝呪い〟にかかると体がほてって仕方がなくなる。次に、脈が早まり、瞳孔が収縮し、みるみるうちに体はいうことをきかなくなり自立歩行もままならず、夜も昼もなく一睡もできなくなるのだという。眠りを奪われた彼らは衰弱が激しく、いくら目を閉じても、睡眠薬や神術などを使っても、まったく眠ることができない。

　そして一年もしないうちに体は消耗し果て、絶望のうちに亡くなるのだという。

（あれか……！）

　話を聞いた限りでは、ファルマには思い当たる病気があった。

　感染性を持つタンパク質の一種であるプリオンに起因する遺伝性の病。ファルマの書いた教科書にも、きわめてまれな常染色体優性遺伝の疾患として記載されているものだ。

　この病気を発症する家系にある患者は、正常プリオンをコードする遺伝子に異常があり、異常プリオンをつくり出す。異常プリオンが脳内の視床へと蓄積し、それが神経細胞を破壊することによって、脳が神経細胞を通じて睡眠の指令を体に出すことができなくなり、不眠となる。

「教授は、症状から推測して何だと思われますか？」

「君の話を聞いただけだと、致ち死し性せい家か族ぞく性せい不ふ眠みん症しょうを疑うな」

「やはり、教授もそうお考えですか……教科書には、不治と書いてありましたよね」

　死刑宣告でも受けたかのように、エメリッヒの血の気がざあっと引いた。

「いやでも、そうと決まったわけじゃない。それにこの病気だとしたら、常染色体優性遺伝だ。それにしては、発症率が高くないか？」

　常染色体優性遺伝というのは、一つの遺伝子のうち、父方と母方のペアとなっているもののいずれかに変異があると必ず発症する遺伝様式で、男女問わず五〇％の確率で発症することになる。

　なのに、家系図を見るとどの世代でも、殆どの者が発症しているのだ。

「もしかして、書かれていないだけでこの家系図に載っていない子孫はもっといる？」

　彼らをカウントすれば、五〇％にもっと近い割合になるはずだ、とファルマは考えた。

　エメリッヒはどうして知っているのか、と目を大きくしながら頷いた。

「はい。神脈が開かなかったとかで放逐された者もいると聞いたことがあります」

　大貴族に神脈の開かない子が生まれるというのは不名誉なことなので、判明し次第、放逐し除籍にする場合が多い。悪あしき風習だと、ファルマは憂慮している。

「その子孫と連絡がとれないかな。神脈が開かなかった者でも発病したのかどうか知りたい」

　エメリッヒの一族が致死性家族性不眠症だったとすると、除籍になっていない者の発症率から逆算して、神脈が開かなかった者は発病しなかった可能性が高い、とファルマは考える。

「どの養護院に預けたかの記録の一部はありますので、養護院側の記録をさかのぼれば」

　養護院の記録をたどれば、放逐された子孫に会うことは不可能ではないとエメリッヒは言う。

「君は今発症していないわけだし、確定診断は難しいな。現在、一族の誰かは発症している？」

「今、一族で発症している者はいません。直近では、三年前に亡くなった父が」

　エメリッヒは、彼の父の最期の日までのカルテをファルマに手渡した。

　ファルマはエメリッヒのつけたカルテに目を通してゆく。それは、闘病というにはあまりにも一方的な、一人の人間が荒廃し、絶望のうちに亡くなってゆく残酷で壮絶な記録だった。

「薬師であった父は、一睡もできなくなり消耗しながらも、それでも最後まで生きようとしていました。私も、自分の持てる限りの知識をもとに、副作用も構わず薬を父に投与しました。禁術も試しました。それでも、だめだったんです」

　エメリッヒの処方記録を見ると、ほぼ破れかぶれ、あてずっぽうといったものだった。彼は毎日毎夜、ありとあらゆるポーション、ハーブや重金属の組み合わせを試していた。人体実験さながらだ。それでも、たった一日、数時間たりとも彼の父を熟睡させることはできなかった。

「あなたに、もっと早く出会えればよかった」

　エメリッヒの家族が死病に喘あえいでいたとき、まだファルマはこの世界にいなかった。

「教授。教えてください。次は私と、私の妹弟の番なのです」

　エメリッヒは一語一語かみしめるように、ファルマに尋ねた。

「この病を治せる薬が、ありますか？」

　ファルマはエメリッヒの視線に真っすぐに射抜かれながら、より強い視線で見返した。

「今、私が出せる薬はない」

　ファルマはあまりにも無慈悲に、一片の迷いもなく事実を告知した。

「ああ……」

　エメリッヒは教科書を抱えたまま床の上に崩れ落ちる。

　彼を待ち受ける運命に、彼と彼の妹弟たちが絡めとられ、奈落に落とされてしまうことを覚さとったのだろう。彼の手から力なく落ちたカルテが、ひらりひらりと無残に講堂の床に散乱する。彼は項垂うなだれながら、ファルマに遺言めいた言葉を残すのだった。

「お願いがあります。もし私が発症したら、症状が進行する前に自殺します。ですから教授は心おきなく私を解剖して、私の体を切り刻んで、この病気のことを調べてください」

「それはまだ気が早い」

　ファルマはエメリッヒの悲痛な訴えを聞きながら、一枚ずつカルテを拾い集めて束ねる。

「そうか……症状が進行してから解剖したほうが、病態の解析のためにはいいですね」

「そういう意味じゃないよ」

　エメリッヒに敢えて誤解を与えるようなことを言ってしまったファルマは、やんわり否定する。

「治療法と治療薬だけど、〝今は〟ないって現状を伝えたんだ」

　ファルマは束ねたカルテを揃え、大事そうにエメリッヒに手渡した。この教科書をこんなにボロボロになるまで読み込んだエメリッヒに、ファルマは逆に質問をしてみた。

「現時点では不治のこの病に対して、どんな薬を創れば効くと思う？」

「分かりません。途方に暮れてしまいます。ただ、この病が異常プリオンの蓄積によって神経細胞に障害が起こり発症するのならば……まず、発症を遅らせる。発症後はプリオンを分解、あるいは神経細胞の障害を阻害するような薬を創ればいいのでしょうか」

　ファルマの教科書を文字通り読み潰つぶしたエメリッヒの発想や感覚は、現代地球の薬学者のそれに近づいてきていた。

　実際、そういうアプローチでもこの疾患の臨床研究は進んでいる。

「いい発想だ。方法はいくつかある。発症を遅らせる薬を探索すること。異常プリオンを破壊するか機能できなくすること。もっというと、発症する前に遺伝子変異を治してしまえばいい」

「遺伝子改変？　生命の設計図、三十七兆個の細胞の情報を、教授は一体どうやって書き換えようというのですか？」

　エメリッヒの質問にはいっそう熱がこもってきた。かつては六十兆と言われていた細胞数、最近の研究で三十七兆と概算されたそれら途方もない体細胞の中にある遺伝子の異常を、全て改変することなどできっこない。

　簡単にはできないから、現代医学の粋をもってしても、現状〝治療法なし〟なのだ。

　プリオン病の解明と治療薬の開発については、ファルマも生前から取り組んでいた難課題の一つだった。そう、遺伝子に変異がある限り、そこを治さねばあらゆる治療は対症療法に過ぎない。

「治したい病気があるのに、治療薬がない。この思いを忘れるな。君はまさに、創薬の出発点に立っているんだ」

　涙で顔面がぐちゃぐちゃになったエメリッヒを励ますように、ファルマは穏やかな口調で告げる。

　生前、彼がまだ薬やく谷たに完かん治じだった頃。

　彼は幼い妹を不治の病で失うという、耐えがたい経験をした。

　何に代えても治したい病気があるのに、治療薬が存在しなかった。

　彼の妹の生の時間が費ついえ、彼女の肉体の自由と笑顔が消え、少しずつ命の灯ともしびが消えてゆこうとしていた間、彼はずっと傍に寄り添い、快復と奇跡を祈り、空虚な未来への希望と、できない約束で励ますことしかできなかった。

　そのときの絶望と無力が彼の原体験となり、消えない咎とがとして彼の存在に刻みつけられた。彼を薬学の道へと突き進ませ、誰かを癒したいという思いを、彼は自身の肉体が活動を止めるまで一途に貫きとおした。

　エメリッヒは、かつての薬谷完治と共通する体験をしようとしている。自らが死してもなお、思うのは彼の大切な妹弟たちのことなのだろう。

　ファルマはエメリッヒの中に、自身の過去を見いだしていた。

「一緒に始めよう、創薬を」

　面食らってしまったエメリッヒから、ただちに返事はなかった。

「だから、まだ諦めるな」

　ファルマは気休めともとれる言葉で彼を励ましたが、決して気休めで済ますつもりはない。

　ゼロから始めるしかない。

　エメリッヒはようやく頷き、まだ見えない光を求めて失意の中から立ち上がろうとしていた。

「では、さっそく君の遺伝子に異常があるか調べてみよう。君の妹と弟たちとは連絡が取れる？」

「はい、とれます。近くに引っ越してきました。急ぎますか？」

「全員、研究室に連れてきてほしい。細胞からＤＮＡをとってそれを分析したい。まず、私たちの仮説が正しいのか、本当に致死性家族性不眠症の遺伝子変異が起こっているか確認しよう」

　異界の研究室にある最先端機器を使えば、わずか一時間の間しか滞在できないが、現世と異界を往復しながら遺伝子変異の有無を調べることができるかもしれない。異界への滞在はファルマの現世での実在を危うくするが、教え子の一大事とあってはそうも言っていられない。

「教授は、不治の病の薬を創ることを、諦めていないのですね」

「ああ、もちろん」

　エメリッヒは、自らを蝕み死に至らしめる病と臆することなく向き合うことにしたようだ。時間は刻一刻となくなってゆく。いつ発症するか分からない。発症すれば必ず死ぬ。

　それまでに、エメリッヒと家族の命をかけてまだ世界中のどこにもない薬を創るのだ。

「あの、そういえば教授が先ほど一緒に食事をしておられた女の子は、ご友人ですか？」

　エメリッヒはふと何かを思い出したらしく、ファルマに尋ねる。

「ロッテのこと？　ド・メディシス家の使用人兼薬局職員で、宮廷画家見習いだけど。それがどうかしたの？」

「いえ……その、他人の空似とは思えないほど、あまりに私の妹に似ていて」

「妹さんに？　へー。他人の空似だろう、珍しいことがあるもんだな。でも、それはないよ、彼女は平民なんだ。貴族の君と、血縁があるわけないだろう」

　ファルマは何の気なしに聞いていた。だが、エメリッヒはどうも引っかかったのだろう。

「彼女の名前を聞いてもいいですか？」

「シャルロット・ソレルだけど」

　エメリッヒの質問に答えながら、そういえばどうしてロッテは平民なのに姓を持っているのだろうとファルマは気付いた。帝国では、平民に姓は与えられない。同一人物との間違いを防ぐために、地名や職名を姓にしている場合もあるそうだが、ソレルという地名は帝国にはない。

「ソレル……？」

　エメリッヒの手が止まった。そして、彼は申し訳なさそうな顔をしてファルマに告げる。

「私の家系と、同じ姓ですね……。厳密には違いますが、私の一族の姓〝ソラ〟の、サン・フルーヴ帝国語読みが〝ソレル〟です。この帝国では珍しい姓だと思います。私どもの一族と、彼女の間に血縁がなければいいのですが……彼女のご家族はご健在ですか？」

　他人の空似と断じていたファルマも、彼女の父親が若くに亡くなっていたことを思い出し、姓の一致を知るや気が気でなくなった。





　◆






　ロッテの父が致死性家族性不眠症の家系ではと疑いを持ったままド・メディシス家の屋敷に戻ったファルマは、洗濯物をベアトリスの部屋に運ぶロッテの母カトリーヌを見つけた。

「カトリーヌさーん。忙しいところごめん、手があいたらちょっと話があるんだけど」

「はい、ファルマお坊ちゃま。構いませんよ。何なりとお申し付けを」

「悪いんだけど、亡くなった旦那さんのこと、聞かせてもらってもいい？」

「まあ！　坊ちゃま……どうしてそんな急に。それは、どうしてもでございますか？」

　あまり思い出したくない記憶なのか、カトリーヌの顔がこわばった。

「うん、気になることがあるんだ。辛いことを聞くけれど、許してほしい」

「坊っちゃまがそう仰おっしゃるのであれば」

　ファルマは自室にカトリーヌを案内し、ドアに鍵をかけた。うっかりロッテが入ってきて、話を耳にしてはショックが大きかろう。ファルマはメモを取りながらカトリーヌの話を聞く。

「私の夫、シャルロットの父について詳しくお話ししたことは、ございませんでしたね……」

　カトリーヌは深呼吸し、時々言い淀よどみながら、古い記憶をたどるように話を始めた。

「私と主人は、サン・フルーヴ辺境で仕立て屋を営んでいました。ええ、シャルロットを授かり、幸せに暮らしていました。一一三八年まで、主人は健在でしたよ。しかし、その年の冬ごろからだったでしょうか。主人は日に日に正気を失って、歩けなくなり、人が変わったようになりました、その苦しみは大変なものでございました」

　カトリーヌは俯うつむき、深い悲しみに沈んでいるようだった。

「仕事もできなければ体を横たえても眠れず、日々疲れ果て、何を思ったか一点を見つめることが多くなり……。シャルロットはまだ幼かったので、主人のことを覚えていないと思います。お医者様にも有名な薬師の先生にも診みせましたが、分からないと首を振るばかり。主人は最後には意識を失い、一一三九年六月に息をひきとりました。四二歳でした」

　弱ってゆく夫の傍に寄り添っているのは辛く、胸が張り裂けそうだったとカトリーヌは涙をこぼす。

（四二歳か。症状を聞くと、どうやら当たりっぽいな）

　ファルマは、苦しげに語るカトリーヌにかける言葉が見つからない。

「ありがとう、話してくれて。今の話は、無駄にしないから」

「主人が亡くなったあと、葬儀のため神官様を呼んだのですが、悪霊にとり殺されたのだと言われました。私がいけなかったのです、もっと早く神官様に悪霊払いをしてもらっていれば……」

「俺はそうは思わないな。旦那さんは病気だったと思う、診ていないから断言はできないけれど」

　ファルマはカトリーヌの罪悪感を払ふっ拭しょくすべく慰めるが、彼女は自責の念にかられているようだ。

「このことを、シャルロットには話したことがありません。聴けば辛いと思いますので……」

「うん、彼女には言わない。約束する、話してくれてありがとう」

　その後、治療や投薬で多額の借金ができたので、カトリーヌは仕立て屋の店舗と家を売り、まだ幼いロッテを連れ、身一つで貴族の屋敷に奉公に出るしかなかったという。神殿に死因を呪死と断定されてしまったがために、身上調査をしたどの奉公先からも気味悪がられ不採用となった。

　そんな中、当たって砕けろと門を叩たたいたのが大貴族のド・メディシス家だった。

　ブリュノは事情を知っても嫌がらず、「呪われているのならば、むしろ面白い。解呪の研究ができて好都合だ」と言ったそうだ。また、カトリーヌに裁縫の技術があったことも幸いした。ブリュノに拾われ、ロッテの母がロッテと共にド・メディシス家の屋敷に出仕し始めたのは、ロッテが四歳になったばかりのときだった。

「と、いう経緯なのでございます」

「それは気の毒だったね。旦那さんのご両親は、やはり早くに亡くなったのかな」

　ファルマがさらなる家族歴を聞き取ると、カトリーヌは封印していた古い記憶を引っ張り出した。

「はい、父方が早そう逝せいしたとは聞いております」

「大変だったんだね、あなたも、ロッテも、もちろん旦那さんも」

「坊ちゃま！　そんなお顔をなさらないでくださいまし。旦那様が拾ってくださらなければ、私とシャルロットは母子ともに路頭に迷っていたことでしょう。旦那様には感謝しております、よい暮らしをさせていただいておりますし。ですが、シャルロットに何か……？」

　カトリーヌは、ファルマがロッテの生い立ちを探ってきたのを不審に思っているようだ。

「ううん、何もないよ。ちょっと気になっただけ。何かあれば言うよ」

　ファルマはしっかりと頷いてカトリーヌと約束を交わした。




　次いで、ファルマはロッテとカトリーヌが共用で使っている使用人部屋を訪れる。

「ロッテ、今大丈夫？　部屋に入っていい？」

「あっ、何でしょうファルマ様！　どうぞお入りください！」

　ロッテは屋根裏部屋の窓を開け放ち、窓辺に果物を置いて静物画のスケッチ練習をしていたところだったが、陽気に鼻歌を歌っていたのを見られて恥ずかしく思ったらしい。

「それを描いた後でいいから、血を採らせてもらってもいいかな。ロッテの血液が健康かどうか、調べようと思ってるんだ」

「血、採るとき痛いですか？」

「痛くないようにするよ。すぐ終わるから」

「ぜひ調べてください！　私のことまで気にかけてくださって、ありがとうございます！」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で腕を差し出してくるロッテに、予告通り氷を創造して腕に当て、針を刺すときに痛みが少なくなるようにした。ロッテは緊張したのか、唇をとがらせ肩をこわばらせていた。

「終わったよ。お疲れさま。この脱脂綿でしばらくおさえてて」

　ファルマは採血管を転倒させ血液を振り、凝固防止剤と反応させながらロッテに呼びかける。

「えっ、痛くありませんでした。でもこんなにたくさん血が採れてる。うわ、ぞわぞわします」

　ロッテは血を見るのは苦手なようだ。

「協力してくれてありがとうね。腕がピリピリしたり、頭がふわっとしたりしない？」

「なんともないです。心配してくださってありがとうございます」

　ロッテがファルマの前に回り込み腰をかがめて、俯いていたファルマを上目遣いに見上げる。

「な、なに？」

「なんだか、ファルマ様のご様子が変です。いつもと違います、気のせいでしょうか」

　ロッテに、現代薬学では不治とされる致死性家族性不眠症が遺伝しているかもしれない。ファルマが抱え込んでいた懸念は、間接的にロッテに伝わってしまったようだ。

　彼女は鈍感なように見えて、ファルマを注意深くいつも観察しているらしかった。

「そんなことないよ」

「そうですか。では、お仕事頑張ってくださいまし」

　ロッテは、緩んでいたファルマの襟のリボンタイをしゅるりと解き、きゅっと結びなおした。

「ありがとう、ロッテ」
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「教授、さっそくですが私の家族を連れてまいりました。紹介します。ええと、次男のオイゲンから……」

　翌日、ファルマはエメリッヒが妹弟を集めたというので、早速全員に研究室に集まってもらった。エメリッヒを入れて、六人。秘書のゾエは茶と茶菓子を振る舞う。エレンも研究室に出勤してきた。

「ありがとう、助かるよ。バウアー家の皆さん、お集まりいただいてありがとうございます」

　ファルマはエメリッヒの妹二人を見る。どう見てもロッテの姉妹だ。

「にしても妹さん、本当にロッテと似てるな」

　妹のうちの二人は、確かにエメリッヒの言うように、ロッテとかなり似た顔だちをしていた。あどけない顔の、人懐っこそうな妹たち。声まで似ていて、ロッテの親族だとしても納得してしまう。

「ね、似てますよね!?　教授もそう言ってくださると思いましたよ！」

　エメリッヒはファルマの同意を得られて嬉うれしそうだ。

「確かに、似てるわねえ。見た目で分かるとは思わなかったけど、これは血縁があるんじゃないの？」

　エレンも頷いた。しかし、ファルマにとってはあまり嬉しい情報ではなかった。

（他人の空似かもしれないけど。これだけ似てると、ひょっとするとひょっとするな……）

「で、病気があるかどうか、どうやって調べるんだっけ。またＰＣＲ法で？」

「うん、それでいける」

　ロッテとエメリッヒの一族の間に血縁関係があるかどうかを調べるには、以前ファルマが公爵家の親子鑑定をやったように、ＰＣＲ法を行えばいい。

　致死性家族性不眠症を発症する可能性のある遺伝子変異があるかどうか、ＰＣＲ法を少し応用させる。現代日本では、ＤＮＡシーケンサーという塩基配列を高速で読み取る装置によって簡単に膨大なＤＮＡの情報、変異の情報を読み取ることができるが、電気泳動を使ったアナログな手法でも検出できないことはない。この研究室でも十分に再現できる方法だ。

「えっと、ご家族にはどこから話せばいい？」

「だいたいの事情は説明してきました。呪いではなく病気だということを」

「なら話が早い。血液からＤＮＡを採るから採血してもいいかな？」

　ファルマはエメリッヒと妹弟たち全員の協力を得て、ロッテと同じように採血の準備をする。解析に十分な量のＤＮＡを得ようと考えると、血液から採る方法が望ましい。

「駆血帯を締めたら、血管を選ぶ。しっかり見極めてね。触ってみてふれる血管がいい。表面に色がついて見える血管は、あまりいいものではないものが多い」

「うーん、ねえねえファルマ君、これなんてどう？」

　血管を吟味していたエレンが弟の腕によい血管を見つけ、ファルマに確認をとる。

「お！　いいの見つけたねエレン」

「ねえ、血を採ってみていい？　前からやってみたいと思ってたのよねー」

　エレンは採血をやってみたいようだ。他ひ人との腕だと思って、とファルマは苦笑する。

「それでしたら私もやってみたいです」

　一級薬師であるエメリッヒも、エレンと同じように前のめりになってきた。

「二人ともいきなりはまずいよ。初めてだろ。妹さん弟さんの腕が真っ青になるからやめよう。今度、模擬腕で採血の練習してからね」

「なに、多少のことでしたら我慢させれば」

　エメリッヒの過激な発言に、ロッテに瓜うり二ふたつの妹たちはファルマの後ろに隠れ、口を揃えた。

「私たち、ド・メディシス教授に採血してもらいたいです。ね、ねえ？」

「え、ええ。姉さま。腕が血だらけになったら大変だもの、卒倒してしまいますわ！」

「私がやりますよ、ご心配なく。失敗はするかもしれませんが、彼らよりはましでしょう」

「それなら安心だわ。お兄様、出番はありませんことよ！」

　ファルマは採血をしながら、ついでにエレンとエメリッヒに手技を伝える。

「注射針の切り口は上に向けて、皮膚を刺して血管までいく。血管をぷちっと破る感覚があって、次に黒っぽい静脈血が返ってくるから、薬指と小指でシリンジをひく。手がぶれないようにね。引き終わったら駆血帯を解き、針をすっと抜く。駆血帯を先に解かないと血が噴き出すからね」

「言われてみると結構難しそうね。エメリッヒ君、お互いの腕で練習する？」

「そうですね、ボヌフォワ先生。あとでよろしくお願いします」

　エレンはひとまず自力での採血を諦め、エメリッヒは次々と採血をしてゆくファルマを見よう見まねで、イメージトレーニングに励んでいた。貪欲に学ぶ姿勢に、ファルマは感心する。

（さすが一級薬師で首席だけあって、熱心な学生だな）

「採血はいきなりはさせてあげられないけど、血液からのＤＮＡ抽出をやってみる？」

　ファルマはエレンとエメリッヒに声をかける。妹弟たちにはそこで帰ってもらった。

　ファルマは検体を二つに分け、ＲＮＡも抽出できるようにしておいた。

　まず、小さな試験管内で細胞を破裂させたのち、細胞を溶かす酵素を加えて加熱する。酵素反応が終わるのを待って、細胞が溶解したら、フェノールとクロロフォルムを加えてよく攪かく拌はんする。それを手動遠心分離機で遠心分離し、上澄み部分を取って、そこへさらにアルコールを加える。攪拌した途端、試験管内のアルコールの中にふわふわとした半透明の糸のようなものが漂い始めた。

「ド・メディシス教授、これは……もしかして、教科書にあったあの！」

「そう、ＤＮＡだ。君のだよ」

「何ていうか、綿みたいなふわふわしたものね。すぐちぎれてしまいそう」

　エレンが、あまりありがたくなさそうに眺めるが、

「こ、これが……人体の設計図なんですよね。教科書で見るのと実物はやはり違います！」

「実習が大事だろう」

　エメリッヒはチューブを持つ手が震えている。彼には禁断の聖域を踏破した気分なのだろう。

「じゃ、これを明日解析してみよう。今日はこれで解散。そろそろ講義の時間だ、続きは明日ね」

「分かったわ」

　ファルマはエメリッヒと共に講義へと向かった。エメリッヒはずっとそわそわしていた。
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（さて……と）

　ファルマは講義を終え、エメリッヒの家族全員分のＤＮＡとファルマがあらかじめ抽出していたロッテのサンプルを氷で冷却したままサンプルバッグに詰めた。残りの検体から、ＲＮＡも抽出しておいた。

（どうなるか分からないから行きたくないけど、また行くしかないか。あの場所へ……）

　あれ以来、聖泉から行ける異界の研究室には近づかないことにしていたが、高度な解析をしようと思えば研究室の設備が必要だ。前回、異界から帰った際に肉体の透明化が進んでしまったことを鑑みれば、再訪問は消滅のリスクを上げるだろう。ファルマは、サロモンからもらった破戒符をありったけ準備した。

　異界の研究室に行く目的は、解析装置を使い患者の正確な遺伝情報を得ること、研究に必要な試薬、書籍、道具を取ってくること、主にはこの二点だ。教え子とロッテのため、少しでも早くより詳細な遺伝子診断を行い、現代でも不治である病の治療法を確立しなければならない。

「よし、行くか」

　ファルマは薬やく神しん杖じょうを握り締め、腹をくくる。

「どこへ行くの？　ファルマ君。あれ……そのサンプルバッグは？」

　エレンが背後から声をかけ、教授室の隣の研究室から顔を出す。ファルマはエレンが帰ったとばかり思っていたが、彼女はファルマのことを気にして大学に残っていたようだ。

「エレン。まだ残っていたのか」

「講義の準備をしていたの。サンプルバッグを持って、どこに行こうとしていたの？　……もしかして、こないだ言っていた、聖泉から行ける異界とか？」

　ファルマの行動は、エレンにはすっかりお見通しだったわけだ。

「うん、まあね。どうしても必要なものがあるんだ、それを取ってきたい」

「エメリッヒ君の一族のためね」

「ロッテのためでもあるんだ」

「どういうこと？」

　ファルマは、ロッテがエメリッヒの親族である可能性を説明する。

「俺は、尽くせたはずの最善を尽くさなくて後悔したくないんだ。ロッテや身近な人がもし不治の遺伝病を患っていたらと思うと、一刻も早く何とかしたい」

　エメリッヒは四〇代から死病が発症するものと思っているようだが、必ずしもそうではない。幼少期に発症して亡くなるケースもある。何歳までは安全、という保証はないのだ。

「それに、俺は普通の人間とは違うし、いつまでもこの世界にいられるとは思えない、明日消えるかもしれない。ならどこで何をしたって同じ。だから行くよ、今日」

「ファルマ君、どうしてそんなに急ぐの。せめてあと一年や二年、待ったっていいでしょう？」

「それじゃ遅いんだ。ごめんエレン、俺は行くよ」

「あなたはいつもそんなことを言って……」

　ファルマは窓を開けて飛び出した。引き留められたからといって、決心は変わらない。研究は今始めたとしても、新薬はすぐには手に入れられない。それまでに誰かが発症する可能性もあり、急がなければならなかった。

　エレンの声を遠くに聞きながら、薬神杖に神力を通じる。ファルマは風となり、帝都の上空を駆け抜けた。
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　ファルマが霧の立ち込める件くだんの聖泉にたどり着いた頃には、既に日は暮れ真っ暗になっていた。

　聖泉に変化はなく、清らかな水を湛たたえている。ファルマは上着を脱ぐと、躊ちゅう躇ちょなく泉に飛び込んだ。深くは潜らず水面の裏側から神術で水面に氷を張ると、異界への入り口が氷の中に映り込む。

　ファルマは職員証を取り出し、異界の研究室への入り口扉にある電子認証装置にそれをかざす。

（あれ？　磁気が抜けたか？）

　一度、二度かざしたが、読み取りの反応が鈍くなっていた。

「……ピッ」

　三度目でようやく電子錠が外れ、研究室の扉が中開きになる。

　以前と比較して、扉の開く動きがスムーズではないような気がした。

（……少し錆さびている？）

　微妙すぎて、以前はどうだったのか思い出せない。迷っている時間はないと、以前と同じように体を滑らせ研究室の内部に潜入すれば、研究室の空調のにおい、冷凍庫や装置の稼働音が懐かしい。全ての装置は正常に動いていた。

　据え付けの時計を確認する。午前三時五〇分。ここまでは、前回と変わらない。

　入った瞬間に、時計は異界の時を刻み始める。

　ここは、薬谷准教授が亡くなる前のおよそ一時間を繰り返しているかのように見えた。

（つまり、残り滞在可能時間は約一時間か）

　ファルマはできるだけ視界に入れたくなかった存在を確認する。

　薬谷完治。生前の自分自身は、ソファの上で寝袋にくるまり、すやすやと眠っていた。

（俺も、前のままか。俺が死ぬ前に自力で部屋を出たいな）

　できれば自分の断末魔を二度も聞きたくはないものだ。

　前回はおそらく薬谷の心臓が止まった瞬間に、ファルマもこの研究室から強制パージされた。でも、もし彼が死ぬ前になら、普通に出口から脱出できるのだろうか。彼が苦しみ始めたら、彼を見捨てて迷わず研究室を出なければならない。他人の治療はできるのに、薬谷の肉体には干渉できず自分の治療はできない……もどかしいが、薬谷完治には今回も死んでもらうことを決めた。

　ファルマは真っ先に大型解析装置の隣の制御ＰＣに近づく。

（ゲノム解析データが……できている！　やっぱりだ！）

　ファルマが前回研究室に入った際に仕掛けて帰った自分のゲノム情報のデータだ。

　普通に解析をすればかなり時間がかかるが、時空を超え、データの解析は終わっていた。同じ死の前の一時間を繰り返しているようでありながら、解析装置の時間は進んでいた。

（時間軸がやばいことになってるな）

　わずか一時間滞在しただけで、肉体の透明化が進む。

　一時間しかいられないからいいようなものの、長時間滞在すればどうなるか、ファルマは考えたくもない。繰り返し来れば、肉体もただでは済まないだろう。しかし、その対価は得られる。

（今、はっきりするわけだ。異世界人の遺伝情報がどうなっているのか。俺が人間なのかどうか）

　ファルマはデータを繙いてゆく。ヒトゲノムの参照情報によれば、ファルマのゲノム情報は、紛れもなくホモ・サピエンスに近いものだった。

（……異世界人は、やはり地球のホモ・サピエンスの近縁種だったのか）

　ファルマ・ド・メディシスの肉体の遺伝情報は、九九・九％以上の確率で地球人の遺伝情報と同じだった。ファルマは興奮気味にデータを精査してゆく。

　ファルマの遺伝情報は、おそらくファルマ少年のものだ。影がないなどの人間離れした特性を持っているファルマの体だが、その遺伝情報は人間とさほど変わっていなかったのだ。

（すごい、すごいぞこのデータは……！　神脈の発現を司つかさどる遺伝子もあるはずだ。どれだ？）

　地球人としてはありえない、未知の遺伝子もいくつか検出されていた。

　その数は、五つ。おそらくその中に、神脈を司る遺伝子の候補がある。

　ファルマはデータを精査しながら、ノートＰＣにいくつかのデータをコピーした。これを異世界へ持って帰って、電源さえ確保すればさらに解析ができるはずだ。また、彼が必要だと思う医学・薬学情報や論文もコピーをかけた。さらにファルマは医学書、薬学書をビニール袋に入れ、大型の手提げに詰め込み、ＰＣもスマートフォンもビニール袋に入れて、リュックのようにして背負った。

（これで、どのタイミングでパージされてもひとまず安心だ）

　研究室を訪問した二つ目の目的を果たし、次は第一の目的、エメリッヒの一族とロッテのＤＮＡをゲノム解析装置にセットする。簡易解析であっても、データが出るまでには時間がかかる。一度異界を出て、もう一度データを取りに来なければならないだろう。さらに、遺伝子発現解析のための準備も整えた。

　研究室を見ていて、ファルマはある違和感を覚えた。

（あれ？　培養室の扉が開いて、電気がついている……）

　研究室に隣接する細胞培養室の扉が開き、隙すき間まが空いていた。そして、室内に電気もついている。

　前回来たときには、押しても引いてもびくともしなかった部屋だった。

（異界が広くなっている？）

　異界の研究室には、見過ごせない変化が起こっていた。緊張が心臓を引き裂きそうだ。誰かが中にいたとしても、今のファルマには神力も神術もない。この空間は地球での物理法則に随したがう。

（異界の研究室の出入りできる領域が拡大している。前に来たときと同じ状態ではないぞ。この扉、ドアクローザーがついていて勝手に閉まるようにできているのに、何で開いているんだ？）

　ファルマは、ドアが閉まってしまわないよう気を付けながら培養室に足を踏み入れてみた。中が無人であるのを確認し、生前のいつものくせで土足禁止の部分はスリッパに履き替えた。

　培養室らしき空間の内部を、白みがかった蛍光灯、クリーンベンチに灯ともるＵＶランプが無機質に青く照らし、装置のモーター音が室内に響き渡っている。小型冷蔵庫のような形をした培養器の扉を開けると、中に各種の細胞の入ったシャーレが整然と並んでいた。

　シャーレの日付を見ると、薬谷が死んだ日に培養していたものだ。

　二年の歳月を経てのサンプルとの再会は、懐かしくすら感じた。

（培養用品も一式必要だよな。持って帰ろう）

　ファルマは培養のための実験器具や、物質創造では合成の困難な特殊な試薬類を失敬してバッグに詰めた。また、主要な培養細胞も冷凍庫から凍結状態でストックを持ち出した。致死性家族性不眠症の研究のためには、神経幹細胞の培養環境が必要だ。

（培養室に入れるってことは、その隣の廊下にも出られる？）

　彼の記憶が定かなら、培養室奥にはもう一つ扉があって、研究棟の廊下につながっていたはずだ。

　培養室を突っ切り、廊下への扉を開こうとするも、培養室から廊下へつながる扉はびくともしない。立て付けの問題ではなく、物理的に空間が閉ざされているかのようだ。ファルマは首をかしげながら、扉にはめ込まれた窓から本来廊下がある空間を覗のぞく。そこは暗黒の空間だった。

　一瞬、元の世界に戻れるのでは、という考えが頭をよぎるが、よく目を凝らせば、深しん淵えんの濃淡が一方向へと、遅々とした速度で均質に回転している。この研究室が何かの精緻な機巧の内側にあって、その内部から装置の心臓部を眺めているかのようだった。

（空間が回ってる……？　しかも廊下が、ない。外には出られない。この空間はいったい……）

　空間が不安定化していると考えたファルマは、脱出する気力を根こそぎ奪われた。

　踵きびすを返し研究室へと戻る。出口は一か所だけなのだ。

（空間全体が変わっているということは、もしかして、俺自身も変わってる？）

　ファルマはふと思い立ち、あらためてソファで寝息を立てている薬谷に近づいてみた。何か変わった部分はないだろうか。まじまじと見つめていたとき、薬谷の瞼まぶたが立て続けに動いた。

（前より意識が浅い！）

　おい、と声をかけようにも、ファルマの声は出ない。音が空気を伝導しないのだ。

　薬谷に触れようとしても、ファルマの手は幽霊になったかのように薬谷の体をすり抜ける。

（ファルマはこの部屋のものに触れることはできる。でも、薬谷自身の体には触れられない……。ファルマの声もこの空間の中ではうまく出ない）

　ワーカホリックだった生前の自分。その彼を起こす方法を考えてみる。ファルマは、研究室内にあったサンプル保管用の超低温冷凍庫の扉を開け放つ。

『ピーッ　ピーッ　ピーッ』

　冷凍庫から温度上昇ブザーが鳴った直後、薬谷は覚醒した。

「うわあああー！　冷凍庫の故障かっ!?」

　冷凍庫の故障による保管サンプルの全滅、それは薬学者にとって致命的な出来事ともいえる。

（お、起きた……ははっ、やっぱり俺は俺だ）

　苦笑するファルマの前を素通りして冷凍庫に駆け寄った薬谷には、ファルマの姿は見えていないらしい。存在を無視されているというよりは、気配すら感じられないようだ。

「冷凍庫のドアが開けっぱなしに……何でだ？」

　薬谷は冷凍庫に異常がなかったことを念入りに確認すると、部屋の時計がまだ起床予定時間になっていないのを見て、再びソファに転がって寝袋を着込もうとした。そのとき、

「おや……なんだ？」

　薬谷は、狐きつねにつままれたかのような顔で頭をかきながらゆっくりと研究室を見回した。

　研究室の内部が一変していることに気付いたのだろうか、とファルマは予想する。いくつかの重要な実験器具が、ファルマに盗まれているのだ。薬谷のモバイルすら盗とられているありさまである。

　さらに、彼が丹念に準備していた試薬類も根こそぎ消滅している。

（おーい。見えるか、これ。俺が盗とったぞ）

　ファルマは薬谷の傍に近づいて手を振ってみたが視線が合わない。ファルマがまさに手にしている盗品は、薬谷の目には見えないようなのである。

（……どうなってるんだ。俺の姿だけでなく、手にしたものも見えなくなるのか）

　ファルマが途方に暮れていると、前回ファルマが現実世界に引き戻される契機となったタイマーのアラームが鳴った。

（しまった！　時間切れだ！）

　それを合図に、研究室全体にファルマを研究室の外へ排出しようとする力が働く。ファルマはパージされるのを覚悟し、荷物を握りしめた。
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　彼が目をつぶった直後、聖泉へと放り出され、研究室に入る前に水面に張っていた氷上に降り立っていた。異界では失われていた神力が、ファルマの全身にじんわりと戻ってくる。

　彼は自身の体に異変がないかを確認する。前回は研究室から出ると神力が強くなり、体が透けていたものだが、透けてはいない。どちらかというと神力が減っているような気がする。

「そういえば、今回はあいつ死ななかったよな!?　あいつじゃなくて薬谷、俺だ。だからか？」

　前回研究室に潜入したとき、薬谷はもがき苦しんで死に、ファルマの意識が異界から強制パージされたが、今回はファルマがブザーを鳴らすなどの小細工をして薬谷を覚醒させたために、何かの因果関係が変化し、薬谷に心不全は起こらなかった、というわけだ。

　彼は死ななかった。

「今、同一時間軸に薬谷が生存したルートができたのか？　死なずに日常生活に戻ったのか」

　ファルマは脱力しながら、それでも考え込む。

（異界に干渉すれば、発生した事象の数だけ因果が元の時空と乖かい離りしてゆく。それを続けてゆくと、最終的にどちらかが破綻する……？）

　それで、異界から出たファルマの体が透けたり、透けなかったりするのだろうか。

「でも、あと一回だけあそこに戻らないと」

　ロッテをはじめ、エメリッヒらの遺伝子解析をあの研究室に仕掛けてきたからには、結果を取りに行く必要がある。怯ひるんでもいられない。ファルマは研究室に再突入することにした。時間の経過に伴ってファルマに何らかの影響が出かねない。

　聖泉の岸に盗品を置くと、通算三度目の侵入だ。

　カードキー認証システムに秘宝化した職員証をかざすと、開錠までかなりの時間を要した。扉の可動域も徐々に狭まり、全開にはできなくなってきている。嫌な予感がしたが、扉をこじあけると、薬谷完治は再三、ソファの上で寝袋にくるまり眠っていた。ファルマはそこで、部屋の時計を見る。

（はっ!?）

　午前三時五〇分……ではなく、四時一〇分。

（……！　進んでる！　二〇分も！）

　ファルマが研究室に入った瞬間から、時計は時を刻み始めている。今度は滞在できる時間が四〇分しかないのだ。これ以上この異界を変容させるというリスクは取りたくない。

　薬谷は起こさずそのままにしておく。

（くそっ、四〇分でデータ解析なんてできるもんか！　無理だ、部屋の外で解析しないと）

　さきほど仕掛けたばかりの遺伝子解析は、再侵入した今、既に終わっていた。ファルマが研究室を出てからものの十分も経っていないが、その間に一週間程度は解析装置を稼働し続けなければ終わらないはずの遺伝子解析が終了している。

　時空の歪ゆがみが起こっているとしか考えられなかった。ただちに解析結果を大容量ストレージにコピーして持ち出そうと試みる。

（おっせえ！　だよな……データでかすぎるもん）

　データをコピーしているダイアログボックスの進しん捗ちょくバーは、遅々として動かない。

（四〇分でコピーが終わるかな？）

　経験上、一時間以上かかる。なにせ、解析結果というのは大容量のデータだ。

「優先順位をつけて、必要な部分から最低限コピーしよう」

　コピーを走らせながら、データを解析ソフトにかけ、極力データサイズを圧縮する。全情報は取得できないまでも必要な部分だけコピーすることに成功した。

　そして、タイムリミットを迎え強制パージされる前、薬谷が苦しみ始め心不全で死亡する直前に、入ってきた研究室の扉から自力で脱出し、異世界へと戻った。入り口の扉は、半開き程度しか開かなくなっていた。異界の扉を閉じると、ファルマの神力はもとに戻る。

「ふう……帰れた。ん？　神力が……やばいやばい、もういいって！　戻りすぎだって！」

　こちらの世界に戻った途端、堰せきを切ったように体内に神力が流れ込んでくる。

「っぐ……やっぱりこうなるのかよ！」

　暴力的なまでに増幅する神力量。

　吐き気、眩暈めまいがして、意識が遠のき始めた。神力の流入はとどまるところを知らない。

（まずい、まずい！）

　許容量以上の神力を無理やり圧縮して充じゅう塡てんされるかのような感覚は、最悪を通り越して死にたくなるほどだった。肌の透明化が進行してゆく。神力の爆発的流入による消滅の危機を覚えたファルマは、バッグをまさぐる。

（こんなこともあろうかと……！）

　サロモンの破戒符をありったけ全身に貼り付けて神力を封じ、ジュリアナに借り受けていた宝剣を大腿に突き立て、職員証、薬神杖に神力を吸収させる。そうしてようやく普段の状態に戻すことができた。

「はあ……なんとか……人間に戻れた、か……？」

　ファルマはつくづく自分が化け物なのだと、この世のものではないのだと思い知る。

　今、間違いなく消滅の瀬戸際を体験していた。この世界からの消滅はこうやって起こる、とファルマは明瞭なイメージを持つに至った。

「薬神関連に限らず、秘宝を集めないといけないな」

　秘宝になら、ストックできる量は微々たるものだが一時的に神力を溜ためておける。

「なんなんだ、あの場所は？　あの場所から戻るたび神力が高まっていく」

　ファルマは培養室の奥に見えた、不気味に渦巻く底知れぬ深さの闇を思い出す。

　この世界の脆ぜい弱じゃく性を垣間見た気分だった。死の直前の自分が同じ時間を無限に繰り返し、時空を漂流する異界の中に閉じ込められ、因果が変化し続けているのだとしたら……。

「俺が死ぬ世界と、死なない確率が重なり合っている」

　自嘲気味に呟つぶやきながら聖泉の岸に戻り、研究室からくすねてきた荷物を手にする。

「次に研究室に入ったとき、もっと時間が進んでいたら、いつか入れなくなりそうだな」

　名も知らぬ異世界の空をファルマは見上げながら、事態を憂慮した。

　この世界の空は、どの宇宙へとつながっているのだろうか。

　押し寄せる疑問を飲み込み、彼は荷物を抱えあげた。薬神杖を大きく一振りすると同時に重力を振り切り、サン・フルーヴの空を目指した。
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　ファルマは聖泉から直接ド・メディシス家には戻らず、帝国医薬大の自分の研究室に戻ってきた。

　時計は深夜をまわり、誰もいないだろうと思いきや研究室の鍵があいており、中に人の気配がする。エレンがまだ研究室に残っていて、机の上に突っ伏して寝ていた。

（エレン、待ってたのか。ここに帰ってくるかどうかも分からないのに……）

　ファルマはエレンを起こさないよう物音をたてず異界から持ち帰った荷物を研究室でばらし、試薬や器具類は厳重に保管し、ノートＰＣを起動する。内蔵バッテリーがまだあるうちに、解析作業を行う。バッテリーが尽きても充電する方法がないことはないが、研究室から持ち帰った非常電源を改造してお手製のバッテリーから電源を取るには、時間も労力もくう。

　推定残り時間、一〇時間。一気に片を付ける。二つの家系を、それぞれの遺伝子解析結果のファイルから配列を既知の遺伝情報に重ね合わせる。この致死性家族性不眠症……進行性の不眠症によって衰弱死する、現代では不治とされるプリオン病が、エメリッヒの家族の誰に、そしてロッテにも遺伝しているのか。

　ファルマは淡々と、デジタル化された遺伝情報をもとに解析を進めてゆく。

　転生してからのブランクをものともせずコマンドを操り、不足した情報はコードを書いていく。

　結果が見えてきた。この病気に関連するプリオン遺伝子の一七八番、コドンと呼ばれる三つ組みの塩基配列に変異があれば、致死性家族性不眠症の保因者だということになる。

　エメリッヒは、残念ながら保因者で間違いない。次男、三男、四男、長女、そして次女までも。

「全員……遺伝しているのかよ……」

　しかも、遺伝子発現解析も合わせて分析したところ、次男のオイゲンに至っては既に異常プリオンが蓄積し始めている。オイゲンが数年以内に命を落とす可能性は極めて高い。

　ファルマが思っていたより、事態は深刻だった。この病気の遺伝確率は通常五〇％だが、神力を持っていることが影響しているのか、高貴な家系ゆえに近親相姦などが行われた結果なのか、エメリッヒの世代では遺伝子変異の保因率は一〇〇％だ。全員がこの病を発症することになる。

「じゃあ、ロッテは……」

　ファルマは心を落ち着かせ、最後に回していたデータを繙く。彼らとロッテの違いはいくらかある。同じ先祖を持ちながら、かたや貴族で、かたや平民だ。エメリッヒの家系とロッテは血縁関係にあるということも、遺伝子を見れば分かった。ロッテは母方に平民の血が入ったためか、神術に関すると思われる遺伝子のいくつかが欠けているために、神術使いではなくなっていた。だから今、ロッテは平民だ。

　そして、運命の解析結果。致死性家族性不眠症は……。

「ロッテには遺伝していない」

　安あん堵どするも、エメリッヒたちのことを思えば解析を休んでいる暇はなかった。診断がほぼ確定したあとも、ファルマは自分を追い込むように徹夜でコードを読み解く。他の遺伝子の情報から、この病気の治療法を探るためだ。電源が切れてしまうまで、できるだけ情報を引き出したい。

　夜明けの光が窓から差し込んできたとき、ファルマはデスクトップの電源オプションを見て首をかしげた。

（うん？　ＰＣのバッテリーが減らない？）

　異界からこちらの世界に持ち込んだものは、秘宝化する。それは職員証もしかり、他の試薬類もしかり。ＰＣも例外ではなかったようで、これも秘宝化していた。

　おそらく、バッテリーのインジケータが異常なのではなく、無尽蔵になっている。

「そっか……減らないのか。じゃ、もう寝よ」

　ファルマはソファにどっかりと腰をおろし、疲れに任せてそこで眠ってしまっていた。

　翌日から、すぐにでもこの病についての治療法を探索しなければならなかった。

　病魔は、彼らの一族に逃れえない呪いを刻みつけていたのだから。
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　混濁した意識の中で、小鳥の囀さえずりが聞こえ、日差しが肌を温める。

　ファルマの腕に、柔らかいものが触れていた。目を覚ますとエレンが隣にいて、腕を絡めファルマに寄りかかるように寝ていた。ファルマが起きると、エレンもつられて目を覚ます。

「おはよ、ファルマ君」

　エレンは複雑な表情をにじませながらファルマに笑顔を向ける。ファルマは手を振った。

「エレン、俺のこと見えてる？」

「見えるわよ。あなたがここにいるってこと」

　エレンの言葉を聞いて、ファルマはようやく生きた心地がした。エレンはファルマにひしっと抱きついた。豊かなバストが、ファルマの顔を押し潰つぶして息苦しい。

「あの、エレン？　苦しい、くるひい！」

　ファルマは唐突な状況に硬直してしまった。エレンはこんなことをするキャラではないのだ。

「遠いところに行ってきたのね……戻ってきてくれて本当によかった。あなたがいなくなってしまったら……」

　耳元で、エレンは涙ぐんでいるのか言葉を詰まらせる。

「しかも、帰ってきたあなたの体、発光して見えたわ。無茶をしてきたんじゃないの？　体は大丈夫？」

「うん、まあ。ごめん」

　ファルマもエレンに心痛させたと思い知り、大人しく叱しかられることにしてエレンに寄りかかった。エレンとファルマがしっぽりしていたところ、間が悪く教授室の扉が開いた。

「おはようございます……あっ、失礼しました。私、何も見ていません！」

　教授秘書のゾエはあまりに驚いたのか赤面して、書類を取り落としていた。

「ちょ、ゾエさん……!?」

　予想外のタイミングでゾエに目撃され、二人はさっと距離を取り慌てる。二人とも疚やましいことはしていないのだが、ゾエに変な勘繰りを生じさせたかとファルマは頭が痛くなる。

「あら、おはようゾエちゃん。今日は早いわねー、私たち、昨晩はちょっと立て込んでいて泊まっていたの。色々あったから、お風呂に入ってきたいわ」

「立て込んでいたのはデータ解析だよ！」

　ファルマは誤解を解こうと口を差しはさむ。

　本人は自覚がないようだが、エレンはさらっと誤解を深めるような発言をしている。

「お、お邪魔しましたーっ！」












　ゾエはファルマとエレンの仲に気を使ったのか、それから三〇分ほど姿を消し戻ってこなかった。ファルマはゾエを捜して学内を奔走し、その朝は気まずい空気のなか勤務を始める羽目になった。
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　ゾエの誤解をやっと解き、彼女が秘書室に戻っていったのを見届けたファルマは、ふと教授室の時計を見て慌て始めた。

「まずい、薬局の営業が始まる時間だ。エレンは今日講義あるっけ？」

「え、私は午前中に神術実習の授業があるから、往復は間に合わないわ。午前中全部薬局に出勤できないわよ？　どうしよう、バイトの薬師たちだけで店を開けられる？」

　エレンは週に一度、午前中に神術実習の講義を受け持っていて、それを楽しみにしていた。

　従来通りの貴族向けの体育に相当する授業だ。初回の授業では全員を相手にして神術試合をしたわ、などと言っていたから、神術実習はデスクワークが増え運動不足を感じているエレンのちょっとした気分転換の場になっているのだろう、とファルマは思う。ちなみに平民出身者は神術が使えないので、別メニューのエクササイズが用意されている。

「俺も実験を仕掛けているから手が離せないな。今日は兄上が暇だっていうから、代診を頼もう」

　ファルマは思い出してメモを書くと、大学の伝でん書しょ鳩ばとを借りてド・メディシス家へと手紙を飛ばした。大学の講義や準備などで忙しいときには、パッレが薬局の診療を手伝ってくれたりもする。

「いいの？　パッレ君にそんな気安くお願いして、後で怒られたりしない？」

「兄上からは、症例数が必要だから回してくれって言われてるんだ」

　パッレは一級薬師なので往診で王侯貴族を診みるのが常だが、薬局で診療するとメリットがある。一級薬師には、年間症例数をいくら診なければならないという診療ノルマがあり、ノルマを大きく下回るようだと、経験不足として二級薬師に降格になる場合もある。パッレは白血病を患っていた間は診療ができなかったので、一気に症例数を稼げる異世界薬局でのバイトを重宝していた。

「ああ、症例数は確かに私も薬局で働き始めてから困ったことないわね。毎日百人以上来るものね、実務経験はたくさん積ませてもらったわ」

　エレンも、常日頃から感謝していた部分だった。

　ほどなく屋敷の鳩から返事がきて、パッレは今日一日、診療を引き受けてくれるようだ。エレンも二コマ目の実習の準備を始めた。

「ところでファルマ君、聖泉はどうだったの？　危険なことはなかった？」

　エレンが帳簿をめくりながら、ファルマに昨夜の経緯を尋ねる。聖泉に何があって、何をする場所であるか、ということはエレンも知らない。ただ、守護神の秘密にまつわる重大な聖跡だということは、彼女の耳にも入れていた。

「それより思いがけないことが色々あってさ」

　ファルマは異界の研究室の話をうまく伏せながら、エメリッヒ一族の遺伝子解析結果をエレンに伝えると、彼女は大混乱していた。

「エメリッヒ君たちの全ゲノム情報を読んできた!?」

「うん。ＰＣＲ法でもできるけど、もっと大規模に遺伝情報を読む方法があるんだ」

　ファルマは異界から持ち帰ったＰＣを触り、遺伝子解析を急ぎながらエレンと言葉を交わす。カタカタとキーボードを打つ感触が懐かしい。久しぶりのＰＣ画面での作業で眼精疲労がひどいが、これまでのアナログ生活から考えれば、捗はかどるといったレベルを超えている。ファルマとしても、文明の利器にアクセスできることに感謝するばかりだった。

　エレンは教科書を見直しながら、信じられないといったように中腰になる。

「ヒトのゲノム情報って三〇億塩基対あるのよね。それを全部読んだってこと？　どうやって？」

　眼鏡がずり落ちて床に落ちてしまったが、教授室にはカーペットが敷かれていて無事だった。

「眼鏡に気を付けて」

「あらごめんなさい、聖泉にそういうことができる秘宝があるの？」

「まあ、そんなところ」

　研究室にあった大規模解析のできる遺伝子解析装置については、詳細は濁しておく。

　エレンは秘宝と聞いて受け入れられたのか、驚きょう愕がくから絶望の表情へと変わる。

「そっか、エメリッヒ君の一族は全員遺伝してたのね……。ロッテちゃんは遺伝してなくてよかったけど、彼の一族の今後の経過が分かるだけに辛つらいわね。彼、発症する前に自殺するって思い詰めてたし、結果をどう伝えたらいいのかしら」

　ロッテに遺伝していないと分かったのは不幸中の幸いだが、エレンも教え子が死病に苦しめられるのはやるせないようだ。

「だな……オイゲンさんは症状が出ていないだけで、もう発病しているみたいだよ」

　ノートＰＣのモニタ部分を凝視しているファルマの視線の先に気付き、エレンも目を凝らした。

「ところでファルマ君が見ている、そのうーっすら見える光って何？」

「え、エレンはこれが見えるのか？」

「見えるわ。発光してて、四角形で半透明の。それ、聖泉から持ってきたの？」

　エレンは、立ち上げたままのノートＰＣをファルマの後ろから覗のぞき込む。エレンに聞いてみると、不思議なことに液晶面だけは見えているようだ。

「聖泉から持ってきたんだ。秘宝化してしまってちょっとモニタが透けすぎて見づらいけどな。じゃ、これは見えない？」

　ファルマはノートＰＣのディスプレイ部分をパタンと閉じてみた。

「あれ、見えないわ。どこに隠したの？　不思議！」

　エレンはきょろきょろしているが、ファルマにはもちろん見えている。液晶ディスプレイ以外は人に見えないうえに、触れないようだ。盗難防止にはもってこいだった。

　ファルマは安心してディスプレイを開く。誰にでも見えてしまうと困る。

「本当はこういう形をしているんだよ」

　ファルマは紙にノートＰＣの模式図を書く。エレンはそれを秘宝だと思っているので、詳しい仕組みなどは聞いてこない。逆にそれが、ファルマにはありがたい。

「見たことのない文字が宙に浮かんでいるわ……ファルマ君は何をしているの？」

「計算してるんだよ。遺伝情報を解析してる」

「ファルマ君って、いったいどんな高度文明の知識を持ってるのよ。本当に何でも知ってるのね」

「知らないことのほうが多いし、買いかぶりすぎだよ。今回の病気についてもね」

「それで治療法は思いついたの？　私も色々考えてみたんだけど……見てくれる？」

　エレンは、徹夜で考えていたらしいアイデアノートをファルマに見せてくれる。何十ページも、様々なアイデアが精いっぱい捻ひねり出されていたが、採用できそうなものはなかった。現代の地球においても、ファルマが転生するすぐ前までは治療法は見つかっていなかったので、エレンの行き詰まりも妥当といえる。

「どう？　使えそうなのあった？」

　何かヒントがあったかしら、と無邪気に訊きいてくる。エレンはこの世界の薬師としてはエリートだが、ファルマに対してだけは学生モードになる。

「あー、うん。ありがとう。参考になるよ」

　ファルマの反応が芳しくないので、エレンは恥ずかしそうにアイデアノートを奪い返す。

「その、ごめんね。力になれなくて」

　エレンはしょんぼりと両手で顔を覆う。それはもう、赤点をとった学生のように落ち込んでいた。

「いや、惜しかったのもあったよ。助かるよ！」

　ファルマはエレンを励ますが、歯切れは悪い。エレンは一つため息をついて、気を取り直した。

「じゃあ、ド・メディシス教授の回答を聞こうかな。ファルマ君、エメリッヒ君に〝発症する前に遺伝子変異を治してしまえばいい〟なんて言ってたでしょ？　あれってどうやるの？」

　遺伝子が生体の設計図の原本だとすると、遺伝子変異は情報の誤った原本だ。病原性プリオンをコードした部分の原本を直さないといけない、というのはエレンにも理解できていたようだった。

「ああ、それはね。教科書には書いていなかったんだけど……思い通りの部位のゲノムＤＮＡを削除、置換、挿入ができる『ＣＲＩＳＰＲ／Ｃａｓ９』っていう技術を使う」

　その技術を遂行する試薬一式は、既に研究室から持ち出してファルマの手元にある。

　地球でこの新技術が見み出いだされたのは二〇一〇年代に入ってからのことで、ゲノム編集技術として急速に普及が進み、生前のファルマもその研究にどっぷり絡んでいた。

「エメリッヒ君らの病気の原因となる遺伝子変異を書き換えて治せる方法があるってこと？」

「うん、そのシステムを積んだウイルスを患者の全身の細胞に感染させる。これが準備段階」

「ウイルスを全身感染なんてさせたら、感染症で死んでしまうんじゃない!?」

「アデノ随伴ウイルスっていうウイルスがあって、それは殆ほとんど病原性がないんだ。それを使う」

「ウイルスには毒性のないものもあるのね」

　エレンは、ウイルスによって病原性に違いがあることを思い出したらしい。

　とはいえ、ファルマも全くウイルスの危険性を心配していないわけではなく、万が一ウイルス感染が重症化しそうになったとしても、ウイルスに目印をつけておいて、その物質めがけて消去の能力を使えばウイルスごと消えるので、一応安全策は用意できる。

「ウイルスを増やしたりする操作は、俺以外の人にやってもらわないといけないけど」

「え、私？　自信ないわ」

　眼鏡の取り扱いのいい加減さを見ていると、確かに心配だと思うファルマだった。

「慎重に頼むよ。俺、ウイルスも細菌も聖域で殺しちゃうから、もう増やせないし取り扱えないんだ、悔しいけど」

　ファルマが持っている聖域も困ったもので、ウイルスや細菌の性質を利用して遺伝子操作をする研究には、ファルマはもう携われそうにないと白状した。

「なんか、ファルマ君もかわいそうね」

「仕方ないよ。ゲノム編集の仕組みは、この紐ひもを使って説明しようかな」

　ファルマはエレンに説明するために、手近にあった荷物用の紐を二重にして持った。

　紐の真ん中あたりに印をつけ、そこをエメリッヒ一族の持つ遺伝子変異部分と仮定する。

「ウイルスが全身感染したら、ウイルスに搭載していた遺伝子変異を検出するようにデザインしておいたガイドＲＮＡという核酸配列がゲノムに結合して、それを目印に酵素が遺伝子の変異部分を切断する」

　ファルマはエレンに紐を見せながら、遺伝子変異部分を挟むように二本の紐をざっくりと切る。

「あれ？　この紐切りっぱなしでいいの？　ＤＮＡが切れたってことになって大問題よね？」

「生体のシステムは偉大なもんで、遺伝子修復システムが勝手に修復してくれる。ＤＮＡの修復をしてもらうときに変えたい配列を紛れ込ませると、それも取り込んでもらえる」

　切り取られた遺伝子変異部分に、ファルマは短いリボンをあてがい、抜け落ちた情報を補うように紐と紐の間に、正常な遺伝子領域にみたてたリボンを結んでつないだ。

「この、ドサクサに紛れてゲノムに組み込む用のリボンはどこから出てきたの？」

「これもウイルスに積んでおくんだ。さて、これでゲノムは正しい配列に修復されて正常なプリオン遺伝子になったよ。悪いところはもう、どこにもない」

「つまり、悪いところを切って正常なものにすげかえたのね？」

「そうだよ」

「治っちゃったじゃない!?」

　エレンは目を大きくした。

「それで根治するね」

「もはや患者ではなくなる、ってことよね？」

　エレンは念入りに、一語一語確認する。ファルマはエレンの目を見ながら大きく頷うなずいた。

「これで本人も、そして子孫も呪いから解き放たれる」

　エレンはファルマの切り貼りしたゲノムに見立てた紐を受け取り、ぴんと張って確認した。

「もう、ファルマ君ったら遺伝子の治療法、知ってるんじゃない」

　エレンがほっとしたようにファルマをなじっていると、

「そうなればいいよね、ほんと……そううまくいけば」

　ファルマは真顔でぼそりと呟つぶやき、悩ましげに頰ほお杖づえをついた。楽観視できない理由はあった。

「実際には、多分こうはいかないんだよ」

「私には完璧に聞こえるけど、どこに穴があったわけ？」

「脳や脊髄、各臓器にはウイルスを排除する生体防御機構がある。ウイルスが全身くまなく臓器や組織に感染できるわけでもない、遺伝子改変効率は一〇〇％には程遠い。取りこぼしができる」

「遺伝子治療ができていない細胞が残れば、そこから異常プリオンができ続けるってわけね」

　付け加えると、本来のターゲットに似た正常な遺伝子配列も書き換えてしまうリスクもあるが、ファルマは生前従来よりエラーの少ない改良型の酵素を作製していた。リスクは軽減できるだろう。

「ところで、全身の細胞にそのゲノム編集用の酵素一式が行き届けばいいわけよね？　そのために別にウイルスを使う必要はないんでしょ？　ふつうに血管に投与したら？」

「血管内投与は体内で拡散して薄くなるよ」

「あ、そっか」

「ウイルスの感染システムを使わないと、全身の細胞にそれを運ぶのは至難の業だ」

　薬剤や治療因子を全身にいきわたらせる、それが遺伝子治療の難しいところなのだ。

「あるじゃない、他にも方法が」

　エレンはファルマの教授机に近づいてきて、真正面から彼を覗き込んだ。あまりに意味深にファルマを見るので、ファルマはしかめっ面になる。

　エレンはもったいぶってファルマの手を取り、鎖骨のあたりに彼の手をあてがわせた。

「へっ？　何やってんの？」

　ファルマはびくっとし、彼女の肌の感触に戸惑う。エレンは照れくさそうにしながら、ファルマの手を、彼女の体に強く押し付けた。

「あ……」

　ファルマの手は透けて、エレンの体内に入る。

「あなたの手の中に治療薬を握って、患者さんの体の中に手を突っ込んでかき混ぜれば、全身の細胞に物理的に薬がいきわたるんじゃない？　それでも遺伝子改変効率が悪いなら、何度かやれば累積で一〇〇％に近づくんじゃない？」

　すごい発想だな、とファルマは圧倒される。

　ファルマの中でほぼ固まっていた遺伝子治療の常識を覆らせた。

「確かに、ありだ」

　チートを使うと効果は絶大だ。現代医療でできなかったことを解決できるかもしれない。

「よかった。一つアイデアが採用されたわ、ちょっとズルだと思うけど」

　エレンは嬉うれしそうだった。

「オイゲンさんは既に異常プリオンが蓄積し始めているから、産生された異常プリオンも何とかしないといけないな」

　異常プリオンは正常プリオンを異常型に変えてしまうので、全て取り除かなければならない。異常プリオンの除去については、エレンのアイデアで克服できそうだった。

　異常プリオンに結合する抗体を、ファルマが患者の体に手を突っ込んで全身に拡散させる。その抗体に、標識のために人体にはない特殊な目印となる物質をつけていれば、ファルマはその物質に対して消去の能力を使って異常プリオンごと消せる。オイゲンもこの方法で治療ができそうだ。

　エメリッヒの一族はうまくゆけば、これで全員が救われることになる。

　生殖細胞も全て治療することで、彼らの子や孫も、発病の恐怖に怯おびえなくて済む。

（かなりリスクを甘く見積もって、だけどな……。神頼みより少しいいくらい、だな）

　投与方法に前例がないため、失敗すれば何が起こるか想像もつかない。

「それでも、やらないよりは絶対にましだ」

　全身遺伝子治療は、人間ではまだ成功していない。オイゲンに関しては、やるよりほかに選択肢がないし、最悪ゲノム編集の効率が期待していたより悪くても、異常プリオンをファルマが消し続ける限り、症状の進行をほぼ健常人と変わらないほどに遅らせることはできる。
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　ファルマは遺伝子解析の結果をまとめ、エメリッヒを教授室に呼び出し治療方針とあわせて説明した。エレンも同席してくれた。

　エメリッヒは一族全員に死の遺伝病が遺伝していたと分かりショックを隠せない様子だったが、ファルマの提示した治療法に、希望の光を見出したようだった。

「教授の神術と、その遺伝子を改変する技術を組み合わせたら、根治ができるかもしれないと？」

　エメリッヒはよほど嬉しかったのだろう、椅子から飛び上がり、全身で喜びを表した。

「かもしれない、だけどね」

　ファルマはぬか喜びにならないよう、慎重な姿勢に徹する。

「その神術、ぜひ私にも教えてください！」

「それはできないんだ。私の神術は、他の薬師には使えないから」

　ファルマは特殊な属性の神術使いなのだと説明する。

「つまり、ド・メディシス教授の属性は無属性に近いということでしょうか……なるほど、教授にお手合わせいただいたとき、神術の属性が読めなかったわけです」

　エメリッヒは感服した。

「でも、それなら教授以外には誰も治療ができない……」

　エメリッヒの一族については、治せるかもしれない。でも、それではだめだとエメリッヒが一人の薬師として感じてくれればいい、とファルマは願う。

「そういうことだ。それはつまり、この病気の治療法はまだ確立していないに等しい」

　一代限りで使えなくなってしまう方法では、後世の患者を救えない。

　その治療法は、科学的根拠があって、臨床試験で評価されなければならず、他の薬師にも取り扱える必要がある。誰にでも扱える技術でなければ、治療法を打ち立てたことにはならないのだ、とファルマは説いた。

　エメリッヒにも、ファルマの意図はひしひしと伝わったようだ。

「俺はこの方針が実現可能かどうか、検証してみるよ。予備試験をしてみて、それでうまくいったら、オイゲンさんに。オイゲンさんがうまくいったら、君を含む他の家族にもやってみよう」

　エメリッヒはファルマの計画を静かに聞いていた。そして、ぼんやりと天井を眺めた。

「エメリッヒ君……？　どうしたの？　話は分かった？」

　エレンが、一見上の空にも思えるエメリッヒの肩をぽんぽんと叩たたく。話が理解できなかったのかと問うとそうではないらしい。

「じゃあ、そういう方針でいいかな？」

　ファルマが確認する。エメリッヒの家族一人一人にも説明をして、同意を取るつもりだ。

「ありがとうございます。教授の神術と最新技術で、妹弟たちをお救いください。よろしくお願いいたします」

　エメリッヒは大きく深呼吸をして、ファルマの言葉をかみしめるように目を閉じた。

（ん？　妹弟たちって言ったよな？　自分は？）

　ファルマはエメリッヒの言いぐさが引っかかった。

「ド・メディシス教授、私は決めました。私の遺伝子は、治さないでください。私は、自分でこの呪いを解きたいのです」

　致ち死し性せい家か族ぞく性せい不ふ眠みん症しょうを含むプリオン病の治療法を研究する、エメリッヒはそう言った。

「どうして私の一族は病気になったのだろうと、ずっと考えていました。考えても考えても、守護神である薬神から呪われる理由が分からなかった。でも今、やっと分かったような気がします。あなたとの出会いを経てこの病気の治療法を完成させることが、私の守護神である薬神様からの宿題に思えてならないのです」

　どこか強がりともとれる、エメリッヒの決意は固かった。ファルマは彼の強さに驚いたが、頼もしそうに目を細める。エレンも、そっと励ますように頷いた。

「薬神様も見ていてくださると思うわ。そんな気がする」

　エレンの言葉にファルマは肩をすくめてきまりわるそうに咳せき払ばらいをし、エメリッヒを激励した。

「分かった。君の治療はしない、自分で治してみせてくれ」

「ありがとうございます！　この命をかけて取り組みます！」

　ファルマは恐怖に打ち勝ち、奮い立ったエメリッヒの勇気をたたえた。

「今日から、この研究室にあるものは自由に使って研究していい」

「光栄です！　ぜひご指導ください」

　志を持って研究の世界に飛び込んできた人間は強きょう靭じんだ、ファルマはそう思うのだ。命がけで治療法を探そうとするエメリッヒが大きな成果を手にできるように、指導教官として研究の支援は惜しまないつもりだ。

　そしてファルマ自身も、薬神のチート能力に頼らず全身の遺伝子治療法を模索してゆこうとしていた。






十三話　遺伝子治療準備とエリザベートからの呼び出し






　バウアー家次男のオイゲンに対する治療の前に、遺伝子治療システムがきちんと動物個体で働くかを確認したいファルマは、段階を踏んで検討を重ねていた。

　異界の研究室から持ち帰った培養細胞のゲノムを編集することには成功した。植物まるごとの実験も行い、黄色のバラのゲノムを書き換えて青いバラを作成した。

　青いバラの花束を持て余したファルマは、薬局でロッテとエレンにプレゼントした。

「え、なにこれ！　こんなバラ、見たことないわ」

「ファルマ様！　このバラでお屋敷のお庭をいっぱいにしませんか？」

　ロッテが興奮してそんな話をもちかけるが、ファルマは首を横に振った。

「君たちに切り花をプレゼントしているのは、栽培しないでほしいからなんだ」

　ファルマは遺伝子組換えをした植物を、まだ野生に出すつもりはない。

「こんなにきれいなのに。滅びゆく花をいつくしむのが、ファルマ君の美学なのかしら」

「美学じゃなくて、野生種を保護するための安全措置だよ」

　エレンが残念そうにつぶやいたので、ファルマは情緒のない返答を返した。




　午後、大学に出勤したファルマは先の青いバラをゾエにもプレゼントしつつ、教授室でエレンに今後の実験について説明する。

「細胞ではできた。植物でもできた。じゃ、いよいよ動物実験いってみるか」

「動物実験ってどうやるの？　必要なこととはいえ、動物がかわいそうね……」

　見かけによらず動物好きのエレンは、気乗りしないようだ。動物実験は専用の飼育施設で、均一の飼育環境で飼育したものを実験に使わなければならない。だが、この世界にはそんな施設もなければ、実験に適した遺伝的に均一の動物もいない。

「まあね。今回はもともと遺伝性疾患を抱えている動物を治すことにするよ。俺には動物の調達ができないから、ジョセフィーヌさんに協力してもらおう」

「ああ、あの獣医の子！　確かに、訊きいてみるならあの子が適任ね」

「そういえば今日の講義で会うな」

　ジョセフィーヌはファルマの講義に必ず出席していたので、講義の終わりにジョセフィーヌをつかまえた。ジョセフィーヌはファルマが話しかけると、喜んでいた。構内では常に学生に取り囲まれる人気教授のファルマと話すのは難易度が高いからだ。

　ジョセフィーヌの担当の患畜の中に、とある特徴を持つ動物がいるかどうかを尋ねると、

「ええ。その動物でしたらいますよ、教授。ご覧になりますか？」

　ジョセフィーヌは心当たりがある、と答えた。





　◆






　次の薬局の休業日。

　ジョセフィーヌとの待ち合わせ場所は、宮廷の大厩きゅう舎しゃだった。エレンとエメリッヒは宮廷には同行できず、宮廷に入れるロッテがちょうど工房に用があるというのでついてきた。大厩舎は美しく清潔に管理され、馬房は高級ホテルの個室のようだ。

「お馬さんたち、いいところに住んでますね。人間用の宿屋だと言われても分からないです」

　ロッテは面食らってファルマに耳打ちした。ファルマとロッテが大厩舎を歩いていると、熱心に馬の診察をするジョセフィーヌの姿を見つけ、そのまま彼女の仕事を見学することにする。

「ジョセフィーヌさんは宮廷にも出入りしていたんだね」

「はい、私は宮廷獣医ではないので専属ではありませんが、大厩舎のお馬の診察も私の仕事です」

　帝室の紋章の入った獣医専用診療衣のガウンを羽織り、羽根帽子をかぶったジョセフィーヌは、馬をいとおしそうに撫なでながらファルマに応じる。宮廷では三百頭あまりの馬が飼育されているので、宮廷獣医だけでは常に管理の人手が足りないのだという。

「教授、こちらです」

　ジョセフィーヌはひときわ立派な馬房に案内する。黄金の毛並みの馬が、顔を覗のぞかせていた。

「立派なお馬ですねー。ド・メディシス家のお屋敷のお馬も立派ですけど、この子は毛づやが金色ですごいです。こう、育ちがいい感じがします！」

　ロッテはうっとりとため息を漏らす。毛づやがよく見えるのは、丁寧なブラッシングの賜たま物ものだ。

「そうですね。皇帝陛下のお馬ですよ」

　ロッテとファルマは慌てて手をひっこめた。まかり間違って傷つけたりしては大変だ。ジョセフィーヌは女帝の馬の血統を二人に説明してくれる。

「エリザベート皇帝陛下のお馬は古フルーラ原産で、失われた古いポリノー血統の馬種と交配させることにより誕生しました。整った小さな頭、長い耳と細身の体、長い毛も美しく気品があり、非常に機敏ですがそれでいて馬体は頑健。しかし、一つだけ難点がありまして、気位が高いのです。たった一人の主人にしか懐かないと言われています。獣医もなかなか診察をさせてくれません」

　ファルマは馬には詳しくなかったが、皇帝の馬だけあって、素人目に見ても秀麗だった。女帝の馬は、知らない顔を見たからか不機嫌そうにいなないていた。

「気難しいので、後ろ足で蹴られて骨折をしないようにいつもひやひやしていますわ」

　ジョセフィーヌはこっぴどく蹴られたのを思い出したらしく、語気をすぼめた。大変な仕事だな、とファルマは彼女の苦労をしのぶ。

「獣医さんでも動物にやられて怪け我がとかするんですか？」

　ロッテの質問に、ジョセフィーヌは「それは、もう！」と大きく頷うなずく。

「危険な動物に対するときは防御の神術を使っているのですが、それでもやられるときはやられます。咬こう傷しょうが一番多いですね」

　ファルマが手袋を脱いだジョセフィーヌの手を見せてもらうと、傷だらけだった。

「わあ……ジョセフィーヌ先生、尊敬します」

　ロッテが、痛ましそうにあとずさる。

「よく効く傷用の軟なん膏こうを出そうか。すぐ治るよ」

　ファルマが念のために治療をしようかと聞くと、このくらいは自分で治せます、とジョセフィーヌは恥ずかしそうに笑った。

「話がずれてしまいましたが……教授のご希望に添う馬が、こちらです」

　ジョセフィーヌは女帝の馬と同じ馬房にいた、純白の仔馬をファルマに見せる。

「わあ、真っ白です！」

　ロッテが純白の毛並みを見てそのあまりの美しさに溜ため息いきを漏らす。その馬こそが、ファルマが探していた動物だった。

「〝先天性白皮症〟」

（なるほど、確かにアルビノだ）

　ファルマの診眼は、間違いなく先天性白皮症、通称アルビノだといっている。その大きな赤い目は弱視のようであった。

「この馬の視力はどう？　どこにもぶつからずに速く走れるかな？」

「この仔は視力が殆ほとんどないようなのです。こういう仔の目は、獣医では治せません」

　ジョセフィーヌも、その馬の弱視には気付いていたようだった。

「ついでに言うと、こういう馬は皮膚がんにもなりやすい。この馬を大学で治療したいんだけど、ここから連れ出すのはまずいよね？」

「宮廷のお馬は、外に出してはいけませんね」

「分かった、じゃあ通うことにするよ」




　ファルマは翌日から遺伝子治療の準備をし、体重をはかり適用量を決めて宮廷の厩舎で仔馬の全身遺伝子治療にあたった。副作用を警戒しながら、ゲノム編集治療を体の各パーツごとに、今日は前脚、今日は後脚、などと様子を見ながら部分的に行っていった。この処置はファルマの手が生体を透過することを利用して細胞に遺伝子導入をしているので、馬に痛みなどは全く与えない。

　ジョセフィーヌはファルマが何をしているのか詮索したかったようだが、ひとまず邪魔をしないよう気遣ってくれた。





　◆






　全ての処置から一週間が経過した。診眼を使って馬の状態をモニターしてみると、患畜は異変がなかった。ファルマは毎日通っていたのでなつかれた。

　宮殿に入れないエレンやエメリッヒにも、ファルマは毎日治療経過を伝えた。エメリッヒは特に事細かにメモを取りながらファルマに様子を聞いていた。ジョセフィーヌも大学の講義を受ける傍ら毎日馬房にやってきて、処置を施した仔馬の診察を怠らない。

　しばらくして、ジョセフィーヌは赤みがかっていた馬の目の色が藍色になっていることと、栗くり毛げ色の体毛が生え始めていることに気付いた。

「教授、どうして目と体毛の色が変わってしまったのですか？　弱視も改善されています」

　ジョセフィーヌが馬を走らせてみると、以前よりよく走り、障害があってもぶつからない。

　ファルマはそのからくりを説明する。

「この仔馬はメラニンという色素を合成するためのチロシナーゼという遺伝子が生まれつき機能していなかったんだけど、その機能を戻す操作をしたんだ。それで、目を含む全身の色素が作られ始めている。冬毛になる頃には、白ではなく本来の毛色に生え変わると思うよ」

　ここまできても、深刻な副作用は出ていない。この治療でもっとも懸念される副作用は発がんだが、ファルマとジョセフィーヌがフォローアップを行うことによりカバーできる。

「ド・メディシス教授、いったいこの子にどんな薬を使ったんですか？　こんなことができる薬って……」

「三年生になったら専門科目の授業でやろう。それに、この治療も試験段階だし」

「承知しました。まだ確立していない治療法ということですね」

　ジョセフィーヌは納得して、熱心にメモを取っていた。図らずもジョセフィーヌの課外実習授業となったようだった。

「ファルマ師。こちらにいらっしゃいましたか、陛下がお呼びです」

　ジョセフィーヌとそんなやり取りをしていると、女帝の側近が息を切らせながらファルマを呼びに来た。ファルマが来たと聞いて、女帝から呼び出すよう仰せつかったという。




　ファルマが呼び出されたのは、広い庭はずれの神術訓練用の宮廷闘技場で、隔壁生成用神術陣が敷かれた立派なスタジアムである。ファルマも施設の存在は知っていたが、秘密の場所で、近づくのを許されたのは初めてだ。ここは普段、女帝が日々の鍛錬に使っている闘技場だという。神術陣も、帝国医薬大のそれとは比較にならないほど頑強だ。

（陛下は神術訓練中なのかな？）

　待っていると、闘技場の中から軽装の女帝が杖つえを握り姿を現した。華美な衣装を身にまとっていることが多いので、ぴったりとして露出の高いミニスカ的な衣装は、ファルマには新鮮に見えた。

　ファルマは闘技場の入り口前で、落ち着いて立礼をする。

「陛下におかれましては、ご機嫌麗しく」

「うむ、久しぶりだな、ファルマよ。達者にしておったか。そなたが最近こそこそ宮殿に出入りしとるという話を聞いて、顔を出すのを待ち構えておったのだ」

　饒じょう舌ぜつに話す女帝は、機嫌がよい。息がはずんで額に汗が浮き、闘技場で軽く神術訓練を済ませてきたようである。体を動かせば気分が高揚するあたり、分かりやすい性格だなとファルマは思った。

「陛下。お礼が遅れましたが、弊学部に研究資金の援助をありがとうございました」

「うむ、礼状は届いておるしそれはよい。それより、話しておきたいことがある」

「何でございましょう」

「場所を移そう」

　聞かれると都合が悪い話かと予測しつつ、ファルマは女帝に追従する。

「は、承知いたしました」

　女帝の数歩後ろに控え、ファルマは闘技場の中へ入ってゆく彼女の後を追う。

　女帝はリラックスした様子で、思い出したように話題を振った。

「ときにファルマよ、嫁選びは捗はかどっておるか」

「今は何かと多忙でございますので、しばし猶予をいただきたく」

　ファルマの歩みがぎくしゃくとし始めた。嫁の話は今、一番振られたくない話題だ。

「多忙、多忙、多忙！　また多忙だ」

　女帝は聞きとがめた。

「そなたはいつ多忙でなくなるのだ？　ん？　死ぬまでそうやって働いておるのだろう」

　もっともな指摘に、ファルマは愛想笑いを浮かべた。

「以前にも申し上げました通り、私は普通の人間ではありません。女性を伴侶にしますと、悪影響を及ぼさないともしれません。しばらく保留にしていただければと」

　言い訳を繰り出しては却下されている間に、女帝は広い石造りの闘技場の舞台に上がり、中央に進んで杖を抜いていた。女帝の神力に反応した神術陣が、舞台に幾何学的な紋様を浮かび上がらせる。土属性術師の施した、石舞台を強化する神術陣の一種だという。

「たまにはよかろう、相手になれ」

　気が付けば、先ほどまで彼女に付き随したがっていた側近の姿はない。ファルマは愛想笑いをした。

「陛下のお相手と申しますと、神術試合ということでしょうか」

「さよう。杖を抜け」

　遂にこの時が来たかとファルマは困り果てた。帝国最強の神術使いが相手だ、決着がどうなるか想像を超えていた。

　女帝は帝てい杖じょうという高位神術使い御用達の杖を抜き、闘技場の舞台の上でファルマを待ち受ける。

「一度そなたと手合わせをしてみたかったのだが、いつも逃げられてのう。今日は逃がすつもりはない、諦めて付き合え」

「私にお話があったのでしたら、先にそちらをお聞かせ願いたく」

　なんとか戦闘を回避できないかとファルマは話題をそらそうとするが、女帝は「急ぎの話ではないぞ」としらばっくれてみせた。肉体言語での話が先、というわけだ。

（でも、陛下が怪我したら俺の首も飛ぶんじゃないか？）

　この場で何が起こっても、ファルマが皇帝を暗殺したのではないと証明できる者が誰もいないのだ。殺すつもりもないが、まかり間違ってということはある。皇帝暗殺の嫌疑だけはごめんだ。

「今は、杖の持ち合わせがありません」

「腰に佩はいている杖は飾りか？」

　女帝は意地悪く微笑ほほえみながら薬やく神しん杖じょうを指さす。女帝は、薬神杖が秘宝であることを知っていた。

「ええ、これは戦闘用ではありませんが……承知しました。お相手しましょう」

　ファルマは薬神杖を杖じょう帯たいごと足元に置くと大きくジャンプをし、宙がえりを打って自身の体全体に浮力が働いていることを確認しながら、ふわりと舞台に降り立った。秘宝である職員証は、肌身離さずポケットに入れている。

「ふん、素手か。まあいい」

「お手柔らかにお願いしますよ」

　皇帝と主治薬師、どちらからともなく神術戦闘が始まった。

「〝火神の加護〟」

　神力を具現化した明るい炎が帝杖からひらめき立ち昇り、女帝の体を包みこむ。この神技をファルマが見るのは初めてだが、その効果は知っていた。「私は使えませんが、熱を感じなくなり、息がしやすくなる術です」と同じ火属性のメロディ尊爵に聞いたことがあったからだ。

　強力な火炎神術の使い手は、付近一帯の酸素を使いつくして酸欠になる。そこで結界のようなもので酸素ドームを作って自身の活動を担保しているのかもしれない、というのはファルマが想像するところだ。

　続いて女帝は流れるような軌跡で杖を不規則に振り、一段階目の発動詠唱を鋭く唱えると、杖の先をぐるりと宙で回転させた。ファルマの強化された視力が、杖の先端に種火となる危険な兆候をとらえる。

「〝灼しゃく熱ねつ地獄〟」

　二段階詠唱で、女帝は火神の加護の適応領域を変え、酸素を放つ。次の瞬間、ファルマの足場となっている石舞台を火炎の海へと変えた。

（酸素を下に放ったな。フラッシュオーバーを利用した神技か！）

　猛烈な火力の神力を含んだ業火は、瞬時にして獲物を溶岩の海に飲み込むかのように爆発的に拡散する。これにはファルマもたまらず職員証の浮力を使い、氷板で空中に足場を作って跳躍し上空へ回避する。

（うわ熱っ……やるな、陛下。下に降りられないぞ）

　術者を守るかのように、女帝の周囲だけ炎は円状に鎮火している。女帝は燃焼反応の開始と継続方法を熟知しているようだった。ファルマは左手をかざし、射程を定め次手を打つ。

（〝液体窒素生成〟）

　地上の炎を舐なめるように、白煙が上がった。舞台付近を液体窒素で無酸素状態にして鎮火させたかに見えたが、女帝の神炎は耐えて、まだ燃え残った。次にファルマは消去の能力を使う。

（〝目標範囲の窒素を消去〟）

　消去しておかなければ、女帝が酸欠で昏こん倒とうするからだ。

　女帝は、空へ跳んで不自然なほど長く滞空しているファルマを、どこか嗜し虐ぎゃく的な表情で見上げた。

「やはりそうか。そなた、飛ひ翔しょうできるのだな」

　ファルマは舞台の上に分厚い氷板を出現させ、熱量を神力で潰つぶして炎を蹂じゅう躙りんし、氷上に音もなく着地した。

「陛下、これは飛翔ではなく跳躍でございます」

「ぬけぬけと。余の目を欺けはせんぞ」

　彼女が水平に構えた杖に力を込めると、彼女の周囲に数百個もの灼熱の火球が展開される。それらは異空間から生じて成長し、大気を灼やく。火災旋風が女帝のほてった頰ほおをさらに赤らめさせ、乱れた美しい銀髪を煽あおっていた。

「〝無尽の神炎〟」

　女帝は杖を天に掲げ、彼女の制御下にある火炎に一つ一つ、座標を入力してゆくようにまっすぐファルマを示す。

「ゆけ！」

　放たれた火球を、ファルマは空中に生成した氷の防壁で相殺する。火球は燻くすぶり軌道を変え、蒸発して消えた。ファルマが攻撃をさばく間にも、油断なく組み上げられた多段の攻撃が発動する。火炎の矢、灼熱の竜巻、天から降る火柱。めくるめく火炎の宴うたげ。ファルマは、女帝の秘めていた帝王の神技ともいえる芸術に圧倒された。しかも女帝の神力は殆ど減っていない。余力を残し、大技を繰り出す隙すきをうかがっているようなのだ。

（ん？　なんか隠してるな）

　ファルマが警戒を強めたそのとき。途切れることなく多彩な数手を放った女帝は、少しずつ編み上げていた長詠唱を完成させた。力強い発動詠唱が、ファルマの耳を打つ。

「〝不死鳥の降臨〟」

　女帝の杖から生じた火炎が唸うなりをあげ、逆巻き、一つの形を成してゆく。女帝は、天より巨大な不死鳥を召喚したかに見えた。この神技には、さすがのファルマも恐怖を呼び起こされる。

（こんな火炎術、見たことないぞ……）












　ファルマは両手を突き出し、左手で氷の防壁を張り、右手で酸素を消去し火か焰えんの威力を弱める。

「そなたの真の姿を見せてみよ！」

　神術によって具現化した白い火炎は偏光し、稲妻のように輝きを強め、不死鳥となってファルマに襲い掛かる。ファルマは意志を持った炎に防壁を剝はがされ突破される直前、拳を神力で念入りに固め、不死鳥の懐に飛び込んだ。

　神力と神力がぶつかりあう。それによって、神力の出力が爆発的に高まり闘技場を震わせる。神術陣でも抑えきれない神力だまりが大気に渦を巻き、嵐を呼び豪雨を降らせた。それはさながら世界の終しゅう焉えんを予感させるような、竜のごとき黒雲を生じさせた。

　女帝はこれほど強大な神力だまりをその目で見ても怯ひるまない、まさに傑物だった。

「これが神の力か……素晴らしい」

　女帝は恍こう惚こつとした表情を浮かべる。女帝の神力が尽き、ファルマとの神力比べに競り負けた。不死鳥は形を失い虚うつろとなって、カウンターで放たれたファルマからの衝撃波が術者である女帝に返ってきた。女帝の体は宙に舞い、石舞台にしたたかに打ちつけられた。

「ぐああっ！」

　神術陣が反応し、多少女帝にかかる衝撃を和らげるが、ファルマの神力を吸収しきれない。

「陛下！」

　ファルマははっと我に返り、神力を発散させ、倒れ伏したエリザベートに駆け寄る。

　不死鳥との対たい峙じで、加減がきかなかったのだ。ファルマは両腕の包帯を解く。強力な呪符が、薬神紋から立ち上る神炎で焼け落ちる。

　それをぼんやりと見ていたエリザベートの唇から、押し殺したような笑いが零こぼれる。

「はは……そなた、呪符で神力を封印していたのか……まったく」

「動かないでください」

　ファルマが女帝の手に自らの手を重ねると、腕の聖紋から神力が溢あふれ、優しく彼女の体を覆って浸透していった。

　異界の研究室を往来することによって彼の体に強制的に蓄積された神力は、明らかに彼の能力を飛躍的に強化させていた。処置を終えると、女帝はぐったりとうなだれて座り込んでいた。

「あの、まだどこか痛みますか？　神力を分けたので、痛みが和らいだかと思いますが」

「どこも痛まぬよ、さすがの神術だ。強いて付き合わせて悪かった。それにしても、喉が渇くな」

　女帝はさりげなくファルマの左手を取って口元に近づけ、口をあーんと大きく開く。

「陛下？　こ、これは……」

「察しが悪いな、喉が渇いたと言っておる」

（蛇口がわりかよ、俺の手は）

　苦笑しながら、ファルマは文句も言わず冷たい生成水を女帝に供する。

　喉を潤すと、彼女はファルマに向き直った。

「そなたの力を試すようなことをして悪かった。さて、ここからが本題だが……。ファルマよ。わがサン・フルーヴ帝国は、神聖国の支配から独立しようと思う」

「えっ……」

　ファルマは、神聖国との開戦ともとれる女帝の言葉に戸惑い、絶句した。

「大神殿中枢部の横暴にはもう我慢がならぬ。神殿の教義を逸脱しておる」

　大神殿の不穏な動きとファルマへの襲撃は女帝にも逐次報告がいっている、というのはファルマも薄々知っていた。

「不遜にも守護神を捕らえ大神殿に封印し、消滅するまで神力を奪いつくそうなどと奸かん計けいを企てているそうだな。そなたも何度か襲撃を受けたと聞いておる。何事もなかったからよかったようなものの……」

　女帝の言う襲撃とはジュリアナとの一件も含んでいるので、ファルマとしてはあまり事を荒立てたくはなかった。ジュリアナを断罪する方向に話が進むのは困る。

「私は気にしていません。それに、今は襲撃も落ち着いていますし……」

　ファルマは、意に介していないといった態度を貫いた。帝国と神聖国が全面戦争になってしまえば、大勢の犠牲が出る。平和なサン・フルーヴ帝国がファルマのために戦火の渦に巻き込まれるなど、あってはならない。

「神聖国と争えば、この帝国全土の神術使いの神術が使えなくなります。それは、国益を大きく損なうのではないでしょうか」

「それでだ。わが帝国で、それを可能とする新教を創始させようと思うのだが、どうだ」

　意表をつく流れに、ファルマは眉をひそめる。宗教が絡むと、警戒心が先に立つ。

（旧神殿組織から新宗教を分派させようってのか。どっかで聞いた流れだな、宗教改革か）

　女帝は新教の教義を語る。

「守護神を敬い、守護神と共存する新たな教えをな。神脈開閉の神術は、大神殿ではなく守護神を敬うサロモンやジュリアナ、そして心身ともに適性のある者の手で管理する。大神殿の秘儀の独占を崩すのだ。さすれば、大神殿の一方的な支配を断ち切ることができよう」

　ファルマは、女帝の決意が固いことを受け止めた。そして、サロモンたちとも長い間協議を重ねていたであろうことも言外に察した。

「ですが、そんなことをなされば、陛下の御身も危ういのでは」

　それというのも、大神殿が世界最強の神術使いを見み出いだし、皇帝として育て、帝位を与えることになっている。その大神殿をサン・フルーヴ帝国が裏切れば、最悪、エリザベートは皇帝の権威も地位も失うことになり、サン・フルーヴ帝国の帝政は終わる。

　不安定化するであろう国内情勢。クーデターが起きないとも限らない。平和な帝都は一変する。

「あらゆる可能性を考慮したうえでのことだ。して、どう思う」

「私の意見を聞いておられるのですか？」

　ファルマは自分の意向を聞く耳を持ってもらえたことに感謝しつつ微笑んだ。

「むろん、そなたありきだ。守護神を崇あがめ、守護神からの恵みである神力を授かり、志を持って神術を行使し人々を救済するという新教だからな。そなたの忌き憚たんのない意見を聞かせてほしい」

　女帝も優雅な笑顔を返す。

「賛同いたしかねます。断固として」

「やれやれ。そなたはサロモンの言う通り、守護神として担がれるつもりはないのだな。しかし余は、守護神として人前に出てふるまうように依頼したつもりはないのだぞ。人前に姿を見せず、名を伏せて君臨していてよい。必要なのは、守護神を擁する新教である、という大義なのだからな」

「ただの薬師では、いさせてもらえませんか？」

　ファルマはやるせなさと、わが身のままならなさを感じながら、思いのたけを伝えた。

「人として、私の目の届く限りの人を助けたいと思っています。でも、それ以上の立ち回りを求められても、こたえられません。陛下にはそう見えないかもしれませんが、私の心は人間なのです」

　ファルマは心の底から人間のつもりでいるので、人々の信仰の対象になりたくもなければ、その思いも受け止められない。ましてや、形式的にでも守護神として崇拝の対象になれなど、我慢の限度を超している。

　その一方で、女帝がファルマの身の安全を保証し、歴代の守護神と未来の守護神の尊厳と自由を守るために新宗教を創設しようとしてくれているのも理解はできた。神殿からたびたび襲撃を受け、心無い扱いを受けることを、哀れと思っているのだろう。

　女帝は徹底してファルマの味方なのだ。それだけは、心に留とどめておく。

「ご高配、ありがとうございました。神聖国とは近いうちに、和解の道を探ります」

　ファルマの複雑な思いが伝わったのだろうか。女帝は、「意に添わぬことをしてすまなかった」とわびて、提案を留保した。ただし「神聖国との有事に備えて、神脈を掌握でき、信頼できる聖職者は育成しておく。それはそなたの意向に構わず、帝国の国防のためである」ということだけは取り下げなかった。





　◆






　ファルマと女帝は闘技場をあとにし宮殿に戻った。

　汗をかいただろうということで沐もく浴よくに誘われる。ファルマは男性客人用の沐浴室に案内されほっとしたものの、なぜか沐浴のお世話係に全員年頃の美少女ばかりがあてがわれ、女帝の嫁探しの画策が終わっていなかったことを思い知る。

「ファルマ様、お体を洗わせていただきたく。きっとお体がほぐれますわよ」

「いいえ、私がご奉仕させていただきますわ。わっ、この腕の模様が聖紋ですの？」

「ああっ、ファルマ様、なんて素敵なお方。私と、いいことしません？」

　露出度の高い衣装を纏まとった美少女たちが競い合うようにファルマに奉仕してくれようとするが、

「いえ、あの、前は自分で洗いますので。背中だけお願いします」

　と、前かがみになって性的サービスをブロックしていた。

（こんなところで嫁探しさせないでくれよ、陛下……）




　精神的に疲れ果てたファルマがやっとのことで一時間の沐浴から解放されると、女帝はジュリアナに神術按あん摩まをさせながらファルマを待っていた。傍らにはサロモンが侍はべっている。

「あの女の子たちは陛下の差し金ですか？」

　命じられてのことだろうが、下世話極まりなかったとファルマは憤慨する。こうやって強制お見合いをされても困る。

「あの者どもはしっかり務めを果たしたかの？　そなたもしっかり物色したか？」

　女帝は完全にお見合いおばさんと化していた。おばさんという歳でもないので、お見合いお姉さん、とファルマは一応内心で気遣う。

「あんな無防備な場で、いい雰囲気になどなりません。しかも一人対多勢で」

　女帝に対して口のきき方が不敬かもしれないが、ファルマは立腹していた。

「ふむ、それは残念なことだ。茶でも飲め飲め」

　ジュリアナの神術按摩を終えた女帝が、ファルマを茶会の席に誘う。

「ですから、ああいうのは困りますから……」

「しかしあれで反応せぬとは男ではないぞ！　そなた、男子としての発達がおもわしくないのではあるまいな！　どれ、余が確認を」

　女帝の逆セクハラにたじたじになるファルマを見かねたサロモンが、咳せき払ばらいをして助け船を出してくれた。

「して、ファルマ様は新教の創立と守護神としての擁立には、断固反対されましたでしょうか」

「うむ。手厳しいな、そなたの言う通りであった」

　女帝は言い返す言葉もないようだ。闘技場を包む積乱雲と巨大な神力だまりの発生を見て、サロモンは予想できたと言う。ファルマは、ただ反対したのではないと補足した。

「陛下のお気持ちは有り難いです。ですがおそれながら、私情を抜いてもご期待に沿えそうにはありません。新教の創立は神聖国への反逆と決別を意味します。神聖国が周辺諸国に反逆国として討伐を命じれば、平和なサン・フルーヴ帝国は今のままではいられません。神聖国との和解の道を探すべきかと」

「陛下、これでお分かりになられましたな。ファルマ様はそういうお方なのです。ご自身にふりかかる危険より、民のことを思われるお方です」

　サロモンがファルマの思いを代弁して、女帝に告げる。ジュリアナも、どこかほっとしたようにファルマを見つめていた。

「自分は守護神ではないと否定されては、処置なしだ。ファルマとは初めて試し合あったが、規格外の神力を秘め、神力の底が存在しないようだ。この余が久しぶりに、闘いの中で恐怖というものを覚えたぞ。できれば毎日、そなたと試合いたいものだ」

「謹んでお断りします。先ほど、私は意図せず陛下を傷つけてしまいました。幸い大事ないようでしたが……次はどうなるか分かりません」

　聖泉から戻ったファルマは力の制御がきかなくなっている自覚があり、いつか手を滑らせて即死攻撃などを発動してしまいかねない。その後の展開は、考えたくもなかった。いつ暴走するとも知れない爆弾を抱えたまま、ファルマは綱渡りで日常生活を送っている状態であるので、無闇に起爆させないでほしかった。

「いっそ、神聖国に行って〝鎹かすがいの歯車〟に余った神力を吸わせてこようかとも」

「ファルマ様。それは……なりません」

　その一言を聞いたサロモンが、懸念の色を示した。女帝も同様だ。

「何を申しておるか、神聖国の思う壺つぼではないか。それに〝世界を維持する鎹の歯車〟なる装置など実は存在せず、ただ守護神をおびき寄せ神力を奪うための誘い文句かもしれん」

　それを聞いていたジュリアナが、おずおずと一言挟んだ。

「わ、私の知る限り、鎹の歯車という装置は実在します。ただ、以前ファルマ様が神力を分けてくださったおかげで、歯車はあと一七五年はもちます」

　ジュリアナは大神官ピウスの動向を知る元枢機神官だ。

「ジュリアナやほかの枢機神官どもも、騙だまされておるのかもしれんぞ。直接目撃したのではないのだろう？」

　女帝は〝鎹の歯車〟の話すら鵜う吞のみにしていない。

　普段の向こう見ずで豪快な気質だけが彼女の全てではないと、ファルマは女帝の新たな一面に気付かされる。

「確かに、人間の目で見えるものではないようです」

　ジュリアナは、鎹の歯車を目視できる方法がないことをみとめ語気をすぼめる。

　その彼女をフォローしながら、ファルマは女帝に言葉を返す。

「神聖国が私を略取しようとしていることは知っていますが、私は以前より神力が強くなっていて、日常生活を送るにも困っています。神力を大規模に消費すれば落ち着くと思いますが、そんな場も殆どありませんし、使わないので体に溜たまる一方です」

　正直、できるものなら一度発散してしまいたいぐらいだった。

「ですから、神聖国の地下にあるという鎹の歯車に直接神力を注いでくるというのは、双方にとって利があります」

　神聖国がファルマを狙う目的を潰すのを兼ねて、鎹の歯車に神力をくれてやる。それ以外に、常識的な方法で神力を減らすことができそうにない。必ず破壊行為を伴ってしまう。

　唯一神力を大量消費できそうな方法、大規模な疫えき滅めつ聖せい域いきを連発すれば多少は神力が減るかも、とも考えたが、疫滅聖域そのものが微生物を殺す環境破壊行為の一種なのだ。疫病も発生していないのに、むやみやたらに使うわけにもいかない。

（最終手段としては、宇宙の果てに向けて神術をぶっ放すことだけど、それこそ神力の無駄使いになるしな）

　というわけで、有意義に神力を消費、となると鎹の歯車を利用するのが手っ取り早い。

「まず、鎹の歯車というものが何なのか、自分で確かめたいと思います」

「それは危険だ。例えば、その装置とやらが外部から神力を注げるものではなく、守護神を喰くらってすり潰すようなものだった場合はどうする。行けば運の尽きだ」

　女帝が首を振る。遠くから観察して、いかにも危なそうなら、近づかない。ファルマとしてはそういうスタンスで臨もうとしていたが、女帝はファルマが一人で近づくのを許してはくれなかった。

「それならば余も同行する。ピウスとの会談も兼ねてな。日程を調整させよう」

（女帝と大神官の会談か……波乱が起こりそう）

　和やかにとはいきそうにないな、と予見するファルマだった。





　◆






　女帝が神聖国へ会談を申し入れ、日程調整の結果、ファルマの神聖国行きは翌月に決まった。

　神聖国行きを前にファルマは、気にかけていることがある。

（神聖国で何があるか分からないし、せめてエメリッヒ一族の遺伝子治療の決着をつけておくか）

　その後も遺伝性疾患を抱えた動物モデルで、ファルマの遺伝子治療は数件、成功していた。予定を早めて、いよいよ人に対しての治療に進む。臨床試験に進むには日本では国の審査委員会などを通すものだが、サン・フルーヴ帝国にはそのようなものはない。

　そこで、ファルマは女帝と侍医、宮廷薬師らにデータを示し、認可を得ようとした。

　エリザベート臨席の第一回倫理審査御前会議の約束を取り付け、ファルマにしか使えないという治療法を他の薬師や侍医たちにどう説明したものか頭を悩ませていたところ、エレンがひらめいた。

「ねえ、もしかして秘宝を使って投与すればいいんじゃないの？　ファルマ君の手もだけど、秘宝も人体をすり抜けるでしょ？」

　エレンは、ファルマの治療法は秘宝を使えば誰でもできるという。

「人間には秘宝を持てないかもしれないけど、無機物で包むとか持ち方を工夫すれば持てないこともないわ。それを使えば、人体を透過させて全身に満遍なく薬を投与できるし、誰にでもできるんじゃないの？」

　と、エレンは説明する。ファルマの思いつかなかったアイデアだったので、エレンに感謝した。

「画期的だよ、エレン」

「私はファルマ君みたいに薬は思いつかないけれど、こういうことで役に立てるなら、嬉しいわ」

　エレンは既存の神術と組み合わせた治療法を考えるのが得意なようだ。

「道が開けそうだよ」




　エレンのアイデアを含めて御前会議でプレゼンをしたところ、侍医や宮廷薬師たちからは特に疑問を呈されることもなく、すんなり通った。ＣＲＩＳＰＲ／Ｃａｓ９システムの説明を始めたところで、彼らの半分がついていけなくなったのも一因かもしれない。しかしクロードとブリュノ、帝国医薬大学校でファルマの授業を聴講していた医師、薬師たちは、システムを理解すると喝采した。

　御前会議の終わりに、クロードがファルマに質問を投げかける。

「私も今後、患者の治療に君の薬を使わせてもらっていいか。どうやって薬を調合すればいい？」

　ファルマが医師からそんな申し出を受けたのは、初めてだった。

　同席した医師や薬師たちの中にも、クロードに同調して頷いている者がいる。

　宮廷薬師のフランソワーズ・ド・サヴォワもその一人だったが、彼女は懸念を示した。

「かといって、私たちに取り扱えるものなのでしょうか。よく効く薬は、調合を間違えれば、危険なものです」

　フランソワーズは、薬学体系が違うことから、ファルマの新薬に簡単に手を出せるとは考えていないらしい。ファルマも、侍医だろうと宮廷薬師だろうと、経験と知識のない者には高度な専門性を要する現代医薬品の調剤を任せるつもりはない。そもそもファルマもまだ自力で生産できないものもある。

「今は帝国医薬大学校で新薬を取り扱える専門家を養成中です。最初の卒業生が出るまで、数年かかります。ですが、そういうときはこのようにしてください」

　そこでファルマは、新薬を取り扱うためのシンプルな手続きを教えた。






十四話　異世界初の全身遺伝子治療






　御前会議で遺伝子治療の許可の出た数日後、いよいよ治療に急を要するエメリッヒの次男オイゲンの遺伝子治療にとりかかることになった。処置は、大学ではなく処置室のある薬局で行う。

「こんにちは、今日はよろしくお願いいたします」

　エメリッヒは弟オイゲンを連れて、ファルマの指定した時間に異世界薬局にやって来た。

「私たちも付き添いで来ました」

　にぎやかしい声がして、ロッテに似た妹たちもわらわらと一緒についてきた。

　いつのもように接客に出たロッテは、改めてファルマに彼らを紹介され、戸惑っていた。

「ちょっと待ってくださいね。この方々、私と血がつながっているってことですか？」

　ロッテの口が、ぽかんとだらしなく開いている。

「つまり私たち、親族なんですって。はじめまして、ね」

　妹たちはロッテと握手をし、対面を喜ぶ。

「でも私、平民ですけど！　どうして貴族の方と血縁が？」

「ああ、それは色々あってね」

　ファルマは、話がこじれないよう横から事情を説明する。

　ロッテは、自身が神力を失って平民となった元貴族の末まつ裔えいだと知って驚いていた。

「みなさん、何の属性の神術使いなんですか？　親類ということは、もしかして、私も頑張れば神術が使えたりするんでしょうか？」

　ロッテの好奇心が止まらないが、勘違いをしているようだったので、姉がロッテに教える。

「私たち兄妹の属性は全員、水か風のどちらかよ。神力は生まれながらに持っているものだから、神脈がないのならあなたは無理ね、お気の毒さま」

　ロッテは少し残念そうな顔をしたあと、いつもの元気を取り戻す。立ち直りの早い娘だった。

「そ、そうですよね。血縁があるのに神術が使えないなんて、なんだか不思議な気分です。私、シャルロットと申します！　皆さまのお名前を伺ってもよろしいですか？」

　兄弟姉妹のいないロッテは、いきなり兄や姉ができたように思えたらしく、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「遠い異国の地で、私たちの親族にこうして偶然に会えるなんて嬉しいわ！」

「私もです！　感動的な出会いですね！」

（あー、今誰がしゃべってるんだ？　女性陣、みんな声が似てるな）

　同じようなトーンの声が薬局内にきゃっきゃと響き渡る。ロッテ成分三倍でにぎやかこの上ないな、とファルマも微笑ましい。話が盛り上がって一オクターブほど声が高くなると、途中から誰がしゃべっているのかファルマには聞き分けられなくなった。

　彼女らは何やら真剣そうに話し込んでいたが、ファルマが聞き耳を立ててみると、

「今度、皆でおいしいお菓子を食べに行きましょうよ」

「とってもおいしいクグロフの専門店を帝都で見つけましたのよ。すっかり気に入って」

「ええっ、どこにあるお店なんです？　気になります！　初耳です！」

　すっかりスイーツ談義で意気投合していた。

（やっぱりそうなったかよ、この一族は）

　スイーツ好きは一族の血なのかもしれない、とファルマは思いながら本題に入る。

「では皆さん、歓談しながら一階で待っててくださいね。行きましょう、オイゲンさん」

「教授、よろしくお願いします」

　ファルマはエレンと一緒にオイゲンを連れ二階の処置室に入り、ファルマから簡単に治療の説明を受け、同意の書類にサインをした。

「さあ、オイゲンさん、その台の上に仰あお向むけに寝転んでください」

「お願いします」

　オイゲンは冷や汗をふきながら、ベッドに横たわる。緊張して体が硬くなっているようだ。オイゲンはいかにもな虚弱系の体格で、まだ死病を発症していないのに既に病んでいる雰囲気だった。

　一族にふりかかる〝薬神の呪い〟と逃れえない死を日常生活では忘れて意識しない者もいれば、四六時中悩まされて精神的にまいっている者もいる。オイゲンは後者のようだった。

（オイゲンさん、完治したら病気のことに煩わされなくなって、元気になるといいな）

「では気持ちを楽にしてくださいね。神術の光で目を傷めるといけないので、目隠しをしますよ」

　仰向けになったオイゲンに、エレンが適当な説明をつけながらアイマスクをした。

「ところでまだ、不眠症の症状は出ていないのですよね？」

　ファルマが治療前に症状を確認する。

「はい、まだ出ていません、よく眠れます。体が少しほてるような感じはありますが……まさか、これは初期症状でしょうか？」

「そうかもしれませんね。でも、違うにしても治療を早く始めるに越したことはありません。発症しなければ、神経細胞の破壊が最小限で済みますからね」

「そうですね、やはり今日やっていただくことにしてよかったです」

　オイゲンは覚悟ができたようだった。

「痛みはないと思いますが、違和感が我慢できなければ言ってください、中止しますから」

　手洗いを終えたファルマが、オイゲンに伝える。

「分かりました」

　ファルマは手始めに、診眼を使ってオイゲンの体を診みた。

　既に致ち死し性せい家か族ぞく性せい不ふ眠みん症しょうを発病してしまった彼の全身が、ほんのり赤く見える。

　赤い光は、治療不能な疾患であることを意味していた。

（うわ、もう赤いぞ。前は光が見えなかったのに、進行が早いな。早く治してしまわないと）

　放っておけば、あと一年そこそこでオイゲンの死は不可避となる。そして、これ以上進行して神経細胞が破壊されきった後では、さらに神経細胞の再生という困難きわまるステップを踏まなければならなくなる。まだオイゲンの神経細胞は日常生活を送れるほどで、不眠にもなっていない。絶妙の、そしてここを逃せば手遅れとなる、まさにギリギリのタイミングだった。

（一日でも遅らせることはできない、薬の準備はできた。今日、決行だ！）

　ファルマは、地球では未踏の一手で不可能を乗り越えようとしていた。

　チート能力と地球の医薬の相乗効果で、全身遺伝子治療が可能になったのだ。ファルマは躊ちゅう躇ちょを振り切ると、オイゲンの服の上に布をかけ、布に格子状に区画を書き番地をマーキングする。体のどこに投与をしたか、正確に把握するためだ。

「随分変わった神術なんですね。くすぐったいです」

　マーキングをくすぐったく思ったのか、オイゲンが体をねじる。

「ああ、術の前にマークをしています。動かないでくださいね。すぐに終わりますから」

　エレンがオイゲンの体を固定したからか、オイゲンの心拍数が上がる。オイゲンにはファルマたちが何をしているか、知られてはならない。彼は〝神術〟の詳細を知らないからだ。本来なら治療の説明をして患者の同意を取るべきだが、ファルマの手が透過することを利用した治療法だ、などと言えるわけがなく、そういう神術だという説明にとどまっている。

　だが、その神術によって発生する副作用やリスク、後遺症の可能性は全て説明した。

「ファルマ君、薬の調製できたわよ」

「ありがとう」

　理論投与量を計算し準備した標識物質をつけた抗プリオン抗体、そしてＣＲＩＳＰＲ／Ｃａｓ９、修正用配列その他一式の混合溶液をエレンに手渡してもらう。ファルマは『透過投与』と名付けた、彼の手が人体を透過する特性を利用した投与方法で、そっと標識済み抗体と遺伝子治療薬を投与していった。

「順調ね。五番区画、いいわよ。次は六番、投与量も間違っていないわ」

　エレンの万全なガイドのもと、ファルマは機械的に作業を続けてゆき、全身投与が終わった。

「全区画、投与できているわ。特に問題もないわね」

「分かった、次の工程に行くよ」

（〝五─カルボキシフルオレセインを消去〟）

　ファルマはすかさずオイゲンに右手をかざし、無言で消去の能力を発動した。

　プリオンタンパク質を認識し結合している抗体、それを標識した人体には存在しない蛍光物質を狙って消去すると、正常、異常を問わずプリオンタンパク質との結合部位も一緒に破壊できる。一部を破壊されたタンパク質はすみやかに分解される。

「これで全てのプリオンタンパク質を破壊したはずだ。もう遺伝子治療が始まっている頃だよ」

「同時に投与した遺伝子治療システムは、既に動き始めているのよね？」

　エレンが確認する。

「そう、これからが正念場だ」

　オイゲンの体細胞中の遺伝子を、投与したものが正しく書き換えていることだろう。

　この処置によって、今後オイゲンの全ての細胞の中で産生されるプリオンタンパク質は、正常型のみになる。生殖細胞も書き換えているので、遺伝病が子孫に遺伝する心配もなしだ。

　日を改めて何度か同じ治療を行うことで、取りこぼしの細胞が存在しないようにする。

　理論的には可能。そして、動物実験でも、これまでのところ重篤な副作用もなく成功している。

　あとは、人間の患者に効くかどうか。それが全てだ。

「さあ、うまくいったかな」

　ファルマは深呼吸し、凝り固まった肩をほぐして一息ついたあと、診眼を発動した。

　オイゲンの体を包んでいた赤い光は、幻のようにすっかり消えつつあった。

（ひとまず、成功か）

　治癒不能であることを意味する赤い光を克服したことに、ファルマは感動する。

「どう、ファルマ君？」

　おそるおそる尋ねるエレンに、ファルマは指先でマルを作ってにっこりと笑った。

　エレンも一緒になって喜んだ。喜びを分かち合おうと、ファルマがオイゲンを起こす。

「終わりましたよ、オイゲンさん」

「はっ？　もう!?」

　寝入っていたオイゲンは、ベッドから飛び起きる。

「うとうとして、気持ちがよくて……教授の神術で体が温かくて」

「ゆっくり起きてくださいね、立っても大丈夫ですよ。ご家族のところに行きましょう」

　ファルマは薬局の一階にオイゲンを案内する。エメリッヒが螺ら旋せん階段の下で待ち構えていた。

「お前、どうだ。何ともないか？」

「何ともなかったよ。ずっと寝て快適だった、憑つき物がおちたみたいにすっきりしているんだ」

　オイゲンは生まれ変わったように、見違えるような明るい表情をしていた。

「教授！　弟はどうなりましたか……？」

　エメリッヒは緊張しながらファルマに尋ねる。

　ファルマは白衣の袖を下ろし、両腕の薬神紋を隠しながら頷うなずく。

「成功していると思うよ。今日のところはね。あとは、経過を見守っていきましょう」

「ありがとうございます！　ありがとうございました！　恩にきます！」

　エメリッヒは弟の快復を自分のことのように喜び、涙に咽むせんでいた。

「これで、最初の呪いが解けました」

　薬神の呪いは、オイゲンの身体にはもう存在しない。

　長く孤独な闘いが終わったのだった──。






エピローグ






　翌朝、大学に出勤したファルマを教授室で待ち受けていたのは、五人の女子学生たちだった。

　その顔ぶれの中には、ジョセフィーヌの姿もあった。女学生たちに囲まれたファルマは若さとパワーに圧倒されつつ、応接ソファに対面して座る。

「お待ちしていました、教授！」

「あの、事前面会予約もありませんでしたが、通してよかったでしょうか」

　ゾエはファルマに尋ねる。失敗だったかと懸念しているようだ。

「対応ありがとう、ゾエさん。スケジュールも開いてるからいいよ。じゃ、用件を聞こうか」

　ファルマは緊張した様子の彼女らの前で手帳を開き、彼女らの話に耳を傾ける。切り出しにくい話題だったのか、「実は……」といって彼女らはおずおずと話を始めた。

「えーっと、新入生親睦会をするのに、薬草園の隣の大庭園を使う許可をくれ、ってこと？」

「はい。私たち、全学部で百名もいる学生たちの、お互いの顔も名前も覚えていませんし、最初に仲を深めたいと思いまして」

　彼女らは、新入生親睦会実行委員会の発起人だという。

「総長に直訴してきたんですけど、大庭園を管理する学部長に許可をとるようにと……」

「いきなり総長に直談判に行ったのか……。先に言ってくれたらよかったのに」

　見るからに顔が怖く厳格なブリュノに先に話をもっていくなど度胸があるなとファルマは笑いながら、ゾエに書類を準備するように告げた。

「ご許可いただけるのですか!?　これ、開催要項です。来週の休日に開催する予定です」

「分かった、大庭園をあけておこう。ただし条件はあるよ。夜中まで騒がないこと、ゴミは持ち帰ること、火気厳禁、会場は元通りに清掃することだよ」

「やりますっ、全部守ります！」

「それならいいよ。許可するから、これに記入して事務に提出して」

　ファルマは施設使用許可書に必要事項を記入し、自らサインをした後、彼女らにも開催要項とサインを書かせた。親睦を深めたいという学生たちの自主的な動きを、ないがしろにすることはできない。そして、ファルマはプロジェクトの成功を願う。

「学生たち同士、仲良くなれるといいね。親睦会を楽しんでおいで」

　ファルマはそう言って彼女らを励ました。

　実行委員会メンバーが教授室を出ていくのを見送ったあと、ジョセフィーヌだけがその場に残った。ファルマはまだ何か話があるのかと首をかしげる。

「どうしたの？」

「あの、教授も親睦会に来ていただけませんか？」

　ジョセフィーヌは、もじもじしながらファルマの参加を誘ってきた。

「私が？　遠慮するよ。学生たちだけのほうが、話も盛り上がるだろう」

　エメリッヒと試合をした後、退学や転部届を出した学生たちを一人ひとり家庭訪問して回ったファルマも、自分が学生たちにどのような印象を与えているか分からないではない。

　ファルマの神術を信奉する者がいる一方で、深刻なトラウマを与えてしまった学生もいる。平民学生は、まだこの大学に入学したことを引け目に感じているかもしれない。

　せっかく学生たちだけで打ち解けようとしているときに、ファルマがわざわざ彼らに会う必要はないだろう。ファルマの価値観や学問に対する考え方は、講義の中で少しずつ伝えてゆければそれでいい。

（エメリッヒとやりあった後で、学生からどんな反応がかえってくるか）

　ファルマのつれない態度に、ジョセフィーヌは寂しげな顔をした。

「エメリッヒ君と教授の試合を見た学生の中には、正直教授を恐れている者もいます。ですが、むしろ彼らには素の教授を知ってもらいたいのです。教授がエメリッヒ君のために何か遺伝子治療の方法の開発をされていたことは、存じあげています。その治療の一環で白色の馬をもとの毛色に戻して弱視を改善してくださったこともです。先日、少しエメリッヒ君とも話しましたが、彼も今では教授を尊敬しているようです。教授の治療法で、家族の人生を変えていただいたと言っていました。エメリッヒ君は人が変わったようになっていました」

「へえ……彼がそんなことを」

　ファルマの目の届かない場所で告げられたエメリッヒの感謝は嬉うれしいものだ。

「ですが、エメリッヒ君は学友もつくらず一人ぼっちで行動していることが多いので、そういうことを自分から周囲に話さないのです」

「それには、結構根深い理由があるんだよ」

　彼が一人で行動しているのは、友人を作って詮せん索さくされ、自身の出自や呪われた一族だと気付かれたくない、という思いが強いからだろう。彼には居場所がなかったのだ。

　だが、もうこれからはそんな迷信に縛られず、彼は彼なりのやり方で難病の治療の研究に向かい合うのだろう。ファルマは彼の展望に明るい兆しを感じている。

「エメリッヒ君を親睦会にしつこく誘ったら、来てもらえることになったんです」

「根負けしたんだ？」

「ですのでエメリッヒ君だけでなく、ほかの学生とも話せば色々と誤解も解けると思いますので、気が向けば来ていただきたいのです。ボヌフォワ先生や、秘書の方もお誘いあわせのうえどうぞ」

「そっか……分かった。では参加するよ。君にもお礼を言わないとな」

　ジョセフィーヌの心遣いは嬉しく聞いておいた。




　そして満月の晩、夕刻から大庭園で親睦会が開催された。幸い天候にも恵まれ、多くの新入生たちが集つどった。ジョセフィーヌの挨拶では、学生九十五名、教員十二名の参加だった。

　ファルマも、エレンとゾエと共に招待を受け参加した。エレンは夜会用のドレスでばっちりと着飾っていた。ゾエもいつもの秘書スタイルとは異なり、あでやかな装いである。

　ほかの招待教員もちらほら顔を出していたので、ファルマはまずは彼らへの挨拶に追われる。こういう社交辞令は、面倒でもしておかねばならない。

「これはド・メディシス教授、お世話になります。そうだ、今度私の研究の相談に乗っていただけませんか。私の研究している薬草に薬効があるのですが、毒性が出ておりまして、これを何とか消したいと苦心しておるのですが……」

　研究に行き詰まっているらしい薬学部の講師は、切実そうにファルマに話をもちかけてくる。

「あっ、でも教授は伝統薬学は専門分野ではなかったでしょうか」

「はい、薬草学も伝統薬学もお伺いしますよ。専門外は神術薬と神術治療ですね」

「あれだけ巧みな神術を使われるのに、神術薬と神術治療が専門外とは。それでいて、あなたのお父上であられる総長は神術薬の専門家です、同じご家族なのに、不思議なものですな」

　講師は意外だというような反応をした。

「はは……父とは専攻している薬学の系統が違うんです」

「ところで私もあの試合を見ていましたが、ド・メディシス教授は結局何属性だったんですか？」

「私は水属性ですよ」

　エメリッヒとの試合と、そして舞台を破壊したことについてはあまり触れないでほしいファルマであった。

「ド・メディシス教授、私の領地では最近、西のブレテン王国から伝わったフットボールという新しいスポーツが流行しておりまして、市民のチームを作って練習をしているのです。いかがです、休日に一緒に嗜たしなみませんか」

　などと誘う医学部のクロード研究室の講師の誘いに、ファルマは胸が躍る。

（遂にイギリス発祥のサッカーが、サン・フルーヴ帝国にもやってきたのかよ！）

「えっ、フットボールですか！　ぜひやってみたいです！」

「おや、まだ帝都には入ってきていないのですが、もうフットボールをご存じで。さすがド・メディシス教授は流行にも敏感だ」

「あ、ははは、風の噂うわさで！」

　学生たちによって軽食が持ち寄られ、アルコールありの立食パーティーの後、小さなグループに分かれ、大庭園でかくれんぼをするなどのミニゲームに興じ、グループごとに自己紹介をし、学生と教員ともに仲を深めた。

「ド・メディシス教授！　私たちと一緒にお話をしましょう」

　学生に一気にしゃべりかけられると名前が分からなくなってしまうファルマだが、ジョセフィーヌたちの機転で、参加者全員が名札をつけていたので助かった。




「へー、君は国に帰って薬局を開くのが夢なんだ？」

「はい、この大学で薬学を学んで、故郷に知識を持ち帰りたいんです。でもまだ、父の薬店を継いで独立するには早いと言われていて」

　エレンは、家業が薬師だという平民の学生と話して楽しんでいるようだった。

「早くなんてないわよ。ファルマ君が薬局を開いたのは十歳のときだったわ」

「それは噂に聞いています。皇帝陛下の勅許は、どのような功績でいただいたのですか？」

「それがねー、詳しく知らないのよー。でも、陛下のお力添えがあって創業までは慌ただしかったわね。ふふ、それでもあっという間だったわ」

　ファルマもエレンも、多くの学生と話す機会を持つことができた。ゾエは女学生の恋愛相談に乗ってあげているらしく、途中から学生と抱き合って泣き始めた。

　エメリッヒも、何人かと打ち解け学友を作ったようである。

「先生方、酔い潰つぶれた学生がいます！　どうしましょう」

　学生たちだけの催しには、アルコールの事故がつきものだ。教員たちはざわつく。

「研究室で酔いざましのポーションを調合して持ってきましょう」

　そんな動きになっていたので、ファルマがラボに走り去ろうとする教員をとどめた。

「私が神術で治しますので、任せてみてください」

　数人の学生がアルコールを飲みすぎてへべれけになっていたので、ファルマが物質消去でエタノールを消去すると、たちどころに素面しらふにもどった。その現場を目撃した学生たちは、感服したようである。もちろん、彼らはファルマが物質消去を使ったということはつゆ知らず、神術で酔いを治したと受け止めたようだ。

「神術治療は専門外なのでは!?」

　さっきの教員が啞あ然ぜんとしていた。




　なんだかんだあったが、学生たちは最後に肩を組み校歌を歌って結束を固めた。

　エレンが、閉会の挨拶を終えたジョセフィーヌたち実行委員会を労ねぎらう。

「企画は大成功ね。私も楽しかったわ」

「ありがとうございます！　私たちも開催してよかったと思います」

「呼んでくれてよかったよ。交流会は必要だね」

　ファルマも心からそう思った。

「ファルマ君、ゾエちゃん。帰りましょ、あー楽しかったわー。久しぶりに飲んだし」

　馬に乗ると飲酒騎乗になるので、危ないからと説得してエレンとゾエと三人で歩いて帰る。

「では、私はここで」

　途中、ゾエを屋敷に送って、エレンと二人きりになった。サン・フルーヴ大河にかかる橋の中ほどで、ファルマはあることを思い出した。

「あ、そういえば。エレンに渡したかったものがあるんだよ」

「えっ、なに？」

「こんなタイミングで悪いんだけど、ずっと前から用意していたんだ」

　ファルマはバッグから飾りのついた宝石箱を取り出す。彼は立ち止まり、改まって両手で贈呈すると、エレンは不思議なものを見るような顔をしたまま、それをおずおずと受け取る。

「ありがとう。ここで開けてもいいの？」

「うん。ぜひ開けてみて」

　エレンが宝石箱を開くと、一点の眼鏡がおさめられていた。

　つるには繊細な青いガラス細工があしらわれ、そのレンズは限りなく透明で、歪ゆがみがなく美しかった。メロディが心と神力を込めて磨き上げたという、最高の逸品である。

「俺がメロディ様に発注して造っていただいた、レンズの割れない眼鏡だよ。これでもう、日々眼鏡が落ちて煩わされることもないよ。前から発注していたんだけど、遺伝子治療のヒントとか、あとエメリッヒとやりあった不始末に付き合ってくれたこととかのお礼も兼ねて」

「ありがとう。メロディ様にわざわざ発注してくれたの？　本当にきれい。世界にただ一つの作品ね。大切にするわ」

　どうやらサプライズプレゼントは成功だったようだ。

　エレンがプレゼントを手に取ってうっとりと眺めていたので、

「かけてあげるよ」

　ファルマはエレンに眼鏡をかける。彼女は手鏡で眼鏡をかけた自分の姿を確認し、ファルマに向き直るとはにかむように微笑ほほえんだ。

「似合ってる、かな？」

「きれいだと思うよ。眼鏡が落ちにくいように、耳にかかるつるの部分の角度も調整しよう。エレンの眼鏡はつるを曲げる位置が違ってたんだ。もう少し、耳に近い部分で曲げれば耳にしっかりかかるんだよ」

「あ、ほんとだ」

　ファルマはエレンの耳に、眼鏡のつるが合うように調整した。エレンの耳のあたりに手が当たると、エレンはふふっと笑った。

「どうした？」

「くすぐったいわ」

　エレンの油断した顔に、ファルマはなごむ。いつも緊張を緩めず隙すきのない彼女が、気を抜いた表情を見せてくれた。彼女のガードが緩みきると、あどけない少女のような美しさがきわだった。




　しかし翌日、エレンは予想外にも普段の眼鏡をかけて薬局に現れた。

「おはようエレン。あれ、あの眼鏡はしないの？」

「するわよ。大切に使うって言ったじゃない」

「どういうこと？」

「せっかく造っていただいた眼鏡をなくしたり、フレームを曲げてしまったら、メロディ様に申し訳がたたないわ。それに、あなたからのプレゼント、記念として大切にしたいじゃない。だからあれはパーティーのとき用にしたの」

「えー!?　そこは普段使いにしようよ！」

　いいものは使うというファルマのポリシーに反し、エレンはどうやら宝物は大切にしまっておくタイプのようであった。

「いやよー、大事にしたいんだもの！　壊れたらどうするの」

「壊れないんだってば！」

（エレンはよく分からない子だな。俺なら大切なものほどすぐ使ってしまうけど）

　二人のモノに対する扱い方の違いが、浮き彫りになってしまった一件だった。

　そして薬局には、相変わらずエレンの眼鏡が割れる音が響いている。それでいいのか、と嘆くファルマだが、それもまたエレンの個性なのだろう。エレンは、割れたガラスの破片の片付けも手早くなっていた。





　◆






「ファルマ様！　患者さんがいらっしゃいました。これを持ってこられましたよ」

　ある日の夕刻、いつものように受付の対応を終えたロッテが、診療を終えたファルマに封ふう蠟ろう印のついた封筒を手渡す。

「今日の診療は終わったんだけどな、分かった。時間外だけど診みるよ」

　ファルマは封筒の中をあらためた後、弾んだ声を出した。

「おおっ！　そっか、これが来たか！」

「なあに？」

　エレンが手に取る。ファルマが異世界薬局を創業して、初めて手にしたものである。

　書かれていたのは、患者の氏名、年齢、住所、発行年月日、発行者、貴族（その場合は属性と守護神）・平民の別、病名、そして、処方。

「処方箋せんだよ。医師からのね。以前、これを送ってくれと言っていたんだ」

　処方した医師は、クロード・ド・ショーリアック。

　帝国医薬大・医学部教授にして侍医長のクロードが、院外調剤薬局である異世界薬局に処方箋を書いたのだ。

　外傷の手術の術後に、術後感染症の予防としてファルマの取り扱う現代医薬品のセフカペンピボキシル塩酸塩を処方していた。体重から計算して、用量も指定し、服薬方法も記載されている。

　クロードがファルマの薬を取り扱いたいと言ったとき、ファルマは「処方箋を書いてください」と答えた。様式はクロードが考えたようだが、日本の薬局に共通する点がいくつかある。

　ファルマは待合席で座って待っていた患者の伯爵と会い、手順に従って処方が正しいか確認する。

「今日はなぜクロード先生の診察を受けたのですか？」

「ああ、昨日ここをざっくりやってな。使いに薬をとりに行かせず直接ここへ手紙を持って行けというので、わざわざ来たのだ」

　伯爵はあやまってナイフで指先を深く切ったので、かかりつけ医であるクロードを呼んだとのことだ。ファルマは診眼を使い、処置したあとの傷がきれいで、化か膿のうをしていないことに驚いた。

　処方箋に添えられた手紙によると、ファルマの教科書と講義を聞いて処置の方法を変えたと書いてある。

「なあに、侍医長様が薬を指定してきたの？　患者さんを送ってくれたら、ファルマ君がこっちで診るのに。パッレ君がいつもそうしてるじゃない」

　エレンが意外そうな顔をする。

「患者を送ってくるのと、処方箋を送ってくるのは意味合いが違うんだよ、エレン」

　診療と処方が医師の仕事で、監査と調剤が薬師の仕事だ。ファルマは薬師の診療、つまり薬師が患者を診察して独立処方するのはできれば避けたいと思っていた。

（医師が診療して、処方箋が外から来る。これが本来の調剤薬局だと思うんだよな。医薬分業が原則だ）

　日本では医師の処方した薬を薬剤師が監査し、疑義があればこの薬でいいのか医師に問いただす。処方に疑義がなければ調剤し、調剤した薬剤師でない別の薬剤師が最終監査する。

　二段階の監査が行われ医薬品が患者に適正に用いられる、それが調剤薬局であってほしいとファルマは思う。

「クロード先生の処方したセフカペンピボキシル塩酸塩でも悪くないけど、この場合はより効率よく人体に吸収されるセファクロルのほうがいいかな」

　そういう細かい薬剤選択の検討もクロードとしてゆけたら、とファルマは思う。

　クロードの処方箋は、サン・フルーヴ帝都に現代医学が少しずつ根付くきざしをファルマに感じさせた。ファルマが神術を利用し始めた一方で、異世界の人々もまた、ファルマの薬学を取り込むという相互作用が生まれていた。

「少しずつ、変わっていってるよな。この世界の人々も、俺も」

「ファルマ君も〝この世界の人〟じゃない」

　エレンは笑った。

　エレンは感慨深そうに呟つぶやくファルマに優しいまなざしを送る。一度は片付けたビーカーと薬包紙をファルマのために取り出し、そのまま鍵束を取ってらせん階段を上り、上階の戸締りを始めた。

　ロッテは鼻歌を歌いながら不足分の薬袋を折り、謄写版で薬袋にイラストを印刷している。セドリックは薬局の売上金を計算し金庫へとおさめる。バイト薬師たちは、営業時間が終わったのでぺちゃくちゃしゃべりながらカルテの整理と調剤台の掃除にいそしんでいる。

　そしてファルマは、やってきた処方箋を真新しいファイルに綴じ、一つの節目を迎えた心持ちで本日最後の患者の調剤にとりかかる。

　サン・フルーヴ帝国の帝都大路の一角にたたずむ異世界薬局の上空は、今日も穏やかに紺青から黄金へと染まってゆこうとしていた。
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